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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　解　説











　序章　『月つき白しろ』







　中央駅はけぶるような霧きり雨さめに包み込まれていた。ぼんやりとした街まちの景け色しきは色を失い、今にも滲にじんで溶とけだしそうな錯さつ覚かくさえおぼえる。

　駅前にある円形の広場からは、数本の真まっ直すぐな路みちが放射状に伸のびていた。広場には、この天気だというのに人々がごった返し、客を待っているらしい車が数台停とまっている。

　遠くに黒々とそびえているのは王城の城じよう壁へきだろうか。以前に比くらべて高い建物が増えたため、はっきりと全ぜん貌ぼうを見ることができない。この街は、訪れるたびに姿すがたを変えていく。駅舎から見渡す街まち並なみには、木造に代わって煉れん瓦がや石で造られた建物が目立つようになっていた。雨が降れば泥濘ぬかるみとなった路も、今では綺き麗れいに舗ほ装そうされている。

　王都は、元々はかつての封ほう建けん時代に作られた街だ。外敵の侵しん入にゆうに備えた各種の防ぼう御ぎよ施し設せつや身分ごとに区分けされた街並みは、各地に領主が割かつ拠きよし、身分が社会の秩ちつ序じよだった時代に相応ふさわしいものである。しかし、王国の近代化と中央集権化が進むにつれ、都市の機能は産業の発展や経済圏けんの広がりに対応しきれなくなった。特に交通網もうの整備は急務で、街並みそのものを変える大だい規き模ぼな再開発計画が現い在まも進められている。

　雨の中に沈しずむ王都は、記き憶おくの中の故郷とはずいぶん違ちがって見えた。まるで見知らぬ異国にでも来たかのような違い和わ感がある。

「当たり前、か」

　ふとつぶやいて自じ嘲ちようした。街も人も変わるには充分すぎる星とし霜つきが過ぎた。思い出に残る何もかもが流れ去り、自分だけが取り残されたのだと痛つう感かんする。

　現在の王国は、憲法と議会を持った立りつ憲けん国家である。王国の主権は相変わらず王室のものだったが、それでも市民の力は年を追うごとに強くなっている。そういえば、少し前に交こう替たいした新しい宰さい相しようは、代議院出身だという話だ。今まで貴族と軍ぐん閥ばつに執しつ政せい権けんを握にぎられていた事から考えれば大きな進歩である。もっとも、だからといって人々の暮らしが急に良くなるという訳でもないのだが。

　駅舎から歩き出そうとして、急に目め眩まいをおぼえた。手近にあった柱につかまり、どうにか堪こらえる。列車の中にいた時から悪お寒かんが酷ひどい。寒暖の差が激しい気候に加えて、無理な旅程がたたったようだ。昨日きのうから、妙みように身体からだが熱っぽかった。

　それでも。

　行かなければならなかった。急を告げる手紙が届いてから、すでに数日が経たってしまっている。手紙が手元に届くまでに立ち回り先を点々としていた事を考えれば、これ以上、時間を無む駄だにする訳にはいかない。

　提さげた荷物を持ち直す。革張りの四角い旅行鞄かばんだ。財産と呼べるものはこれ一つきりである。長い漂ひよう泊はくが、荷物を少なくする習慣を身につけさせていた。

　外がい套とうの襟えりを合わせる。かさばる物は持たないようにしているので傘かさはない。しかし、それほど強い雨でもないから、たぶん何とかなるだろう。

　彼女は、駅舎から雨の中へと歩みだした。







　第一章　『迷まよい猫ねこ』










　　　　一




　コウは『夕ゆう凪なぎ』の入り口の戸を引き開けた。ガラガラという音を立てて磨すり硝子ガラスを入れた戸が開く。一歩外へ踏ふみ出すと、冷えた夜気に思わず身み震ぶるいが出た。

　仕事の時はいつも被かぶる豆まめ絞しぼりの手て拭ぬぐいをはずす。適当に切りそろえた、ややクセのある硬かたい髪かみを手で撫なでつけた。彼の髪は、長時間押さえつけられていたため、訳のわからない状態になっている。すぐに無駄な努力を放ほう棄きして、手拭を被り直した。大きく伸のびをして深呼吸をする。凝こった身体がコキコキと音を立てた。

　外は雨が降っていた。大した雨足ではないが、冷たく細かい雨あま粒つぶがまとわりつくように身体を濡ぬらす。時折ふく強い風が、軒のき下したにまで雨粒を運んできていた。

「店、閉めます！」

　店内に向かって声を上げた。「おう」という声が調理場から返ってくる。

　コウは『夕凪』と染そめ抜ぬかれたのれんを外はずした。くるくると巻まき取って入り口の脇わきに立てかける。ついでに店の外に立てかけてあった、黒板に白はく墨ぼくで書いた品書きも引っ込める。

　入り口から見える空を見上げた。星一つ見えない空は、街の灯あかりさえも吸収してどんよりと濁にごっていた。もう秋もかなり深い季節だ。音も立てずに降る氷ひ雨さめは路ろ地じをしっとりと濡らし、暗い空と相まっていかにも寒々しい風景を作り上げている。

『夕凪』の前の路地に人ひと影かげはまばらだ。この天気ではそれも当然だろう。もっとも、『夕凪』は繁はん華か街がいからはずれた場所にあるので、もともと店の前の路にはあまり人通りが多くない。

　白はく髪はつの老主人はそこそこの料理を出すし酒も旨うまい。だから『夕凪』にはそれなりに贔屓ひいきにしてくれる客がついていた。それでどうにか『夕凪』は経営が成り立っている。

「裏、片づけにいってきます」

　店内に戻もどると、コウは主人に声をかけた。主人は、まだ店内に残っている客と飯はん台だい越ごしに話し込んでいる。聞こえたのかどうかはわからないが、構わずに裏口へ向かった。

「手伝いましょうか？」

　店内の片づけをしていたサヨリがそう声をかけてきた。前まえ掛かけをして三さく角かく巾きんを被り、腰こしまで届く髪はきっちりと結ゆい上げている。髪の毛と三角巾に隠かくしているが、頭に包帯を巻き、左目はその包帯に覆おおわれていた。残った右目の紅あかい瞳ひとみがコウを見上げている。

「いや、いい」

　コウは手を振ふって答えた。見かけだけとはいえ女の子に力仕事をさせるのも気が引ける。

「そう、ですか」

　サヨリは抑よく揚ように乏とぼしい口調でそう言った。もともと彼女はあまり感情らしいものを見せない。

　コウはサヨリの脇わきを通り過ぎると、調理場から直接外へつながる扉とびらを開けた。




　コウは、地方の農家の出身である。子供の頃ころから村にいた呪まじない士の所に出入りをし、いつしか錬れん金きん術じゆつに興味をもつようになった。

　数年前に、本格的に錬金術の勉強をするために王都へ出てきた。とりあえず適当な仕事を見つけて働きながら、どこかの私し塾じゆくに通おうと考えていた。そこへ錬金術士が弟で子しを募ぼ集しゆうしていると聞き、渡りに船とその工こう房ぼうで見習いとして働くことにした。

　しかし。都会はコウが思っていたほど甘あまい場所ではなかった。彼の大おお雑ざつ把ぱな計画は、いきなり頓とん挫ざする事になる。それは、コウが王都に出てきて一ヶ月が過ぎた頃だった。




　その日。表からの怒ど鳴なり声で目め覚ざめたコウは、工房の入り口を開けて唖あ然ぜんとした。

　外には、どう見ても堅かた気ぎには見えない男達がいた。その男達は、コウが戸を開けると、有う無むを言わせず工房内に雪な崩だれ込んできた。

「あ、あの……」

　起き抜けで頭の回っていなかったコウは、何が起きたのか判わからず茫ぼう然ぜんと男達を見送った。男達は、口くち汚ぎたなく罵ののしりながら、工房内を手当たり次し第だいに引っかき回し始めた。

「あなた、ここの関係者ですか？」

　不意にそう話しかけられて、コウは我われに返った。声の方を向くと、痩やせぎすで顔色の悪い男がいた。どことなくカマキリを思わせる風ふう貌ぼうである。

「この工房は私どもが差し押おさえました。ただちに明け渡してください」

　コウは、一いつ瞬しゆん、男の言葉の意味が理解できなかった。

「何ですって？」

「ですから。即そつ刻こくこの工房を明け渡していただきます」

　顔色の悪い男は無表情にそう繰くり返かえした。

「おたくの先生が、私どものところから借金があるというのはご存じですか」

「いいえ」

「金額はこのぐらいになりますが」

　男は一枚の紙をコウの目の前に差し出した。どうやら借用書のようだ。そこに記されている金額をみて彼は思わずを目め眩まいをおぼえた。

「返へん済さいの期日はすでに一週間もすぎています」

「はあ……」

　力なくコウは返事をした。その時、不意に顔に傷のある男がコウ達の会話に割り込んできた。

「野や郎ろう、どこにもいませんぜ！」

「そうですか」

　顔色の悪い男が頷うなずく。

「あなた、先生がどちらにいらっしゃるかご存じで？」

　その質問が自分に向けられたものだと気付いて、コウは首を左右に振った。

「つまり……」

　顔色の悪い男が深々と溜ため息いきをついた。

「夜よ逃にげした、という事ですね」

「夜逃げ？」

　コウが素すっ頓とん狂きような声をあげた。男は頷いて、言葉を続ける。

「困りましたねぇ……こうなると、あなたにこの借金を肩かた代がわりしてもらうしかなさそうですね」

「そんな！」

　コウは思わず悲鳴を上げた。男の顔に薄うすい笑みが浮うかぶ。それは、罠わなにかかった獲え物ものを見る捕ほ食しよく者しやの顔だった。

「とはいえ、単なる雇やとわれ人のあなたにそこまでさせるのも気の毒です。それに、まだここで働いて日が浅いようですし」

　男の口から出たのは意外な言葉だった。きょとんとしてコウは男の言葉を聞いた。

「ですから、あなたは、今すぐここから出ていってください」

「……え？」

「つまり、あなたはここで働いていた事などないのです。そういう事にしておくのが、双そう方ほうにとって一番よいでしょう。上には、私がうまくとりなしておきます。……いいですね？」

　顔色の悪い男の後ろでは、顔に傷のある男が剣けん呑のんな目つきでコウを睨にらんでいる。良いも悪いもない。コウはがくがくと首を縦たてに振った。




　そうして。コウはいきなり着の身着のままで路頭に迷まようことになった。田舎いなかを出る時にそれまでの蓄たくわえを全すべて持ってきていたが、王都までの旅費と一ヶ月の生活費でほとんど使い果たしていた。見習いとはいえ給料は出るはずだったのだが、給料どころか日用品や食料などの買い物で立て替かえた分ももらっていない。

　冷静になって考えてみれば、法人としての工こう房ぼうの債さい務むならまだしも、工房主の個人的な借金をコウが肩代わりすることなどあり得ない。せめて、貸した分だけでも取り戻もどしておけばよかったと悔くいたが、後あとの祭りである。

　田舎に帰るという選せん択たく肢しは即座に却きやつ下かした。勇んで王都に出てきて、わずか一ひと月つきでおめおめと戻る訳にはいかない。そんな事をしたら村中の物笑いだ。錬れん金きん術じゆつ士しになるという夢ゆめも断たたれてしまう。

　何としてでも王都に留とどまる必要があった。王都にさえいれば、まだ機会はある。だが、その為ためには、早急に食と住を確保しなければならなかった。猶ゆう予よはない。なにしろ財さい布ふの中は文字どおり空からっぽなのだ。この際、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　その時、偶ぐう然ぜん見かけた張り紙は、あるいは天の助けだったのかも知れない。どう考えても夢からは遠い場所だったが、とにかく食と住が一いつ遍ぺんに手に入ったのだ。

　コウが見つけた働き口は『夕ゆう凪なぎ』という居い酒ざか屋やだった。十八番街の外はずれ。港こう湾わん地区と市街地の境さかい目め。

　それが、コウが現在おかれている状じよう況きようだった。




　　　　二




　彼女は雨の中を走っていた。後ろからは追っ手の気け配はい。誰何すいかと制止の叫さけび声があがる。

　うっかりした。声をかけられたからといって、何も逃にげ出す事はなかったのだ。これでは、わざわざ怪あやしい者ですと言っているようなものだ。

「くっ！」

　泥どろに足を取られ、転びそうになる。身体からだが重い。この雨の中、傘かさもささずに突つっ立っていたせいだ。体温と共に体力が奪うばわれていく。

　前方に路面列車の灯あかりが見えた。考える暇ひまもなく、走り出していた路面列車の乗降口の手すりにつかまる。手に持った旅行鞄かばんを車内に放ほうり込み、両手で手すりをつかんで身体を引き上げた。

　乗客達の奇き異いの視線が集まる。それはそうだろう。全身ずぶ濡ぬれで転がり込んできたのだ。だが、そんな事はどうでもいい。

　旅行鞄の上に座り込んで呼吸を整えた。走り通しだったため、咽の喉どがひりひりと痛む。

「……！」

　不意に激しく咳せき込んでしまう。呼吸が苦しい。空気が重い。ぜいぜいという耳みみ障ざわりな音が身体の内から聞こえる。目め眩まいがして床ゆかに倒たおれ込みそうになる。

　膝ひざに手をついて身体を支えた。そして、開け放したままの乗降口から雨に濡れた道路を見る。一台の車が、路面列車を追いかけてきていた。

　道路は暗かったが、追ってくる車の内な部かははっきりと見えた。もとより目は良い方だ。雨と暗くら闇やみという悪条件があってもこのくらいの事は造ぞう作さもない。

　車に乗った男達は官かん憲けんの制服を着ている。先刻の男達だ。わざわざ車を出してきたらしい。なんてしつこいんだろう。

　車窓から見える景け色しきを確かく認にんした。列車は、王都を二分する大河にかかる橋を渡ろうとしていた。乗るときに確かめる余よ裕ゆうはなかったが、どうやら新市街行きの列車に乗ったらしい。

　車の男達は、列車が停てい車しや場ばに停とまった所を狙ねらって乗り込んでくるつもりだろう。その前に、対策を練ねらなければならない。幸い、この辺あたりは、城下と違ちがって停車場と停車場の間かん隔かくが広い。考えをまとめる時間はある。

　素す早ばやく王都の地理を思い浮うかべる。記き憶おくが確かなら、橋を渡った先は十八番街のはずだった。あの辺りは、狭せまい路ろ地じがごちゃごちゃと入り組んでいるから、そこへ逃にげ込んでしまえば追っては来られまい。

　停車場が近づき、列車の速度が遅おそくなる。その瞬しゆん間かんを見計らって、乗降口から飛び降りた。後ろから何やら叫さけぶ声がしたが、構っている余裕はない。結果として無む銭せん乗車になってしまったが、この際大目に見て貰もらおう。

　数度、泥どろの中を転がって、どうにか身体を起こした。城下と違ってこの辺りは、大きな通りでも未み舗ほ装そうのままだ。雨が降れば一面泥の海になる。

　深呼吸をした。込み上げる咳せきをどうにか抑おさえる。咽喉が痛い。胸の中で何かがごろごろ動く気持ちの悪い感かん触しよくがある。だが、今は逃げなければならない。

　すぐ側そばに転がっていた旅行鞄をつかむ。かなり手て荒あらく扱あつかったにもかかわらず、頑がん丈じような旅行鞄は壊こわれていなかった。重い身体を引きずるようにして走り出す。

　目に付いた路地に走り込んだ。両側を高い壁かべが囲っている。細い路地だから車は入り込めないだろう。適当に角を折れて走る。すぐに自分がどちらを向いているのかさえ解わからなくなった。

　急に視界が揺ゆらいだ。泥濘ぬかるみに足を取られ、水しぶきをあげて泥の中に突つっ伏ぷす。

「は、はは……」

　かなり派は手でに転んだにもかかわらず、痛みは感じなかった。それが、何な故ぜか無む性しように可お笑かしい。立ち上がろうとして、再び泥の中に倒れ込む。足の感覚が、雲の上を歩いているように心こころ許もとない。悪お寒かんと目眩に涙なみだがにじむ。

　板いた壁かべに手をついて立ち上がった。顔に張り付く前まえ髪がみと泥を払はらう。持ちなれた旅行鞄が奇き妙みように重く感じられた。

「どこか、休める所まで、行かなきゃ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。異様に身体が怠だるい。しかし、とにかく前へ進まなければならない。

　彼女は、壁にもたれながら、昏くらい路地を歩き始めた。




　コウは生ゴミの入った樽たるを力を込めて引いた。魚のアラやら何やらで生ゴミの量はかなりのものだ。とても個人で処理できるような量ではないから、専門の業者に回収を依い頼らいすることになる。業者は一定の巡じゆん回かい路ろをまわって生ゴミを集め、それを肥ひ料りようや飼し料りように加工する。だから、業者が回収にくるまでに所定の場所に生ゴミを出しておかなければならない。

　コウは雨あま合がつ羽ぱを着ていたが、それでもむきだしの手は冷雨に濡れて痛いほどだった。嫌いやな事は早く終わらせるに限る。人一人がすっぽり入りそうな専用の樽をコウは全身の力で引っ張った。

　裏通りに面した木戸を開けようとしてコウは奇妙な物音を聞いた。何かが木戸にぶつかるような音だ。残ざん飯ぱん漁あさりの猫ねこだろうか。

　コウは勢いよく木戸を引いた。不意をついて猫を驚おどろかせてやろうと思ったのだ。

「わあ!?」

　だが。意に反して驚いたのはコウの方だった。木戸を引き開けるといきなり柔やわらかいものが彼に倒れかかってくる。コウは、反射的にそれを抱だきとめた。

「え、ちょっと！」

　倒れかかってきたものが人間だと気づいてコウは声をあげた。まだ少女と言ってもいい年とし頃ごろの娘むすめである。全身ずぶ濡れで、氷のように冷え切っている。雨を吸すった服の布地が、少女の柔らかな曲線を浮かび上がらせていた。この氷ひ雨さめの中を傘もささずにうろついていたらしい。

「う……」

　少女が苦しげにうめいた。ぜいぜいと浅い呼吸を繰くり返かえす。その吐はく息が異様に熱い。短く揃そろえた髪が、濡れそぼって肌はだに張り付いている。

　詳くわしい事情は不明だが、このまま放ほうっておけば少女の命にかかわる事は間ま違ちがいない。

「おい！　サヨリ！」

　コウは店の中に向かって声を上げた。
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　次の朝。『夕ゆう凪なぎ』の主人に付き合って朝の仕入れに行った後、コウは少女の様子を見に行く事にした。

　買い込んできた野菜や魚ぎよ介かい類るいを整理した後で、裏庭にある手洗い場で腕うでを洗う。その程度で身体からだや服に染しみ付ついた臭においは抜ぬけないが、こればかりは我が慢まんするしかない。

　裏口から調理場を通り、店内へと入る。店内ではサヨリが朝の掃そう除じをしていた。わざわざ卓子つくえと椅い子すを片して丁てい寧ねいに床ゆかを掃はいている。そこまでしなくても良さそうなものだが、彼女は頑かたくななほど仕事に手を抜かない。

　少女は二階の空あき部べ屋やに寝ねかせてあった。もともと『夕凪』の建物は旅籠はたごか何かだったそうで、場末の居酒屋にしては贅ぜい沢たくなほどの広さをもっていた。間ま口ぐちは狭せまいが意外なほどの奥おく行ゆきを持っており、裏には小さいながら庭までついている。店てん舗ぽとして使われているのは一階だけだったから、一階と同じ面積を持つ二階のほとんどは単なる空き部屋か、予備の卓子や椅子・古い伝票の束たばなどを放り込んだ倉庫と化していた。

　空いた部屋があるなら座ざ敷しきにして客を入れれば良さそうなものだが、主人は「めんどくさい」の一言でその提てい案あんを却きやつ下かしていた。積極的な事業展開の意思にかけるその態度は事業主としてかなり問題だと思うが、もとより老後の生計が立てばいいという程度で始めた店だそうだから、そんなものなのかも知れない。

　コウは二階に続く階段を登った。少女を寝かせている部屋の前に立つ。少し迷まよってから、扉とびらを叩たたかずにそっと戸を開けた。少女を起こしてしまわないように気を遣つかったのだ。

　少女を寝かせた寝しん台だいに目を向けて息を飲む。そこに寝ているはずの少女の姿すがたが見あたらない。

　コウは思わず部屋の中へ踏ふみ込んだ。その足がいきなり払われる。

　完全な不意打ちに、コウはうつ伏ぶせに倒たおれ込んだ。どうにか顔面だけは庇かばうが、腹を打ちつけてしまい、一いつ瞬しゆん、息がつまる。

　コウの背中に何者かがのしかかった。抗あらがう暇ひまもなく、両腕を後ろに捻ひねり上げられる。手首・肘ひじ・肩かたの関節が一瞬で極きめられ、コウは痛みに呻うめき声を上げた。

「あなた、誰だれ？」

　誰かの息が首くび筋すじにかかり、聞き覚おぼえのない声がそう囁ささやいた。コウは腕から伝わる激痛に堪たえて、できるだけ平静な声を出した。

「僕ぼくはコウっていう名前で……」

「そんなこと訊きいてない」

「憶おぼえてないかな？　店の前で君を助けたんだけど」

　逡しゆん巡じゆんする気け配はいがあって、不意に両腕の縛いましめが解とけた。背中にかかっていた体重も消える。

　コウは、相手を刺し激げきしないようにゆっくりと身体を起こした。痛む両腕をさすりながら、視線を巡めぐらせる。

　いつの間にそこにいたのか、扉の脇わきにあの少女が立っていた。幼おさなさの残る顔立ちと、少し色の薄うすい短く揃えた髪に見覚えがある。黒目勝ちの、熱に潤うるんだ瞳ひとみがコウを睨にらみ付けた。

「ここは、どこ？」

「『夕凪』っていう呑のみ屋やだよ。君は店の前に倒れていたんだ」

　少女は額ひたいに張り付く髪をうるさげに払った。

「あたしの荷物は？」

「君と同じようにびしょ濡ぬれだったから、広げて乾かわかしているところだよ。君が着ていた服はたぶん洗せん濯たく中だな」

「…………」

　苦しいのか、少女はあえぐような吐と息いきを繰り返す。上気した頬ほおとわずかに開いた紅あかい唇くちびるが妙みように艶なまめかしい。

「その、よかったら名前を教えてくれないかな？」

　コウが遠えん慮りよがちに尋たずねた。

「……マイカ」

　少女が短く答える。

「そうか。で、マイカさん、君の家はどこなのかな？　連れん絡らくしないと家族が心配するだろうし」

「いないわ、そんなの」

「そうか。いや、悪かった」

　コウはごにょごにょと口の中で謝あやまる。

「看病してくれたのは、あなた？」

「ああ。この辺あたりにはちゃんとした医者なんていないし、いてもあんな真夜中じゃきてくれやしないだろうからね。……心配しなくても、僕は錬れん金きん術じゆつ士し志望なんだ。独学だけど勉強もしているし、呪じゆ医いの手伝いをした事もある。必要な手当てはきちんとしたつもりだよ」

「見たの？」

　少女は、コウの顔から視線を逸そらさずに、ぼそりと訊きいた。コウは慌あわてて顔の前で手を振ふった。

「着き替がえさせたのは僕じゃないよ。後で紹しよう介かいするけどサヨリっていうコがいてね……」

「そんな事じゃないわ。見たんでしょ、背中」

　コウは少女の言葉に息を飲んだ。どういった事情があるのか、彼女の背中には、酷ひどい火やけ傷どの痕あとがあった。

「うん、まあ。聴ちよう診しんをする必要があったし」

「そう」

「その、ちゃんとした所へ行って整形手術をすれば消せると思うよ」

「…………」

　少女の身体が不意に揺ゆらいだ。慌ててコウは倒れかかる身体を抱だき留とめる。

「はなして」

　少女が弱々しく抵てい抗こうした。構わずコウは半なかば強ごう引いんに彼女を寝しん台だいへと運んだ。

「無茶をするんじゃない。君は肺はい炎えんを起こしかけていたんだ。まだ熱だって引いてないし、体力だって消しよう耗もうしきってる」

「…………」
















「君に危害を加えるつもりはない。だから安心……は出来ないかもしれないけど、とりあえず大人おとなしくしていてくれないか？　体力が戻もどらなきゃどうしようもないだろう」

　少女を寝台に寝ねかしつけ、布ふ団とんをかける。

「…………」

　納なつ得とくしたのかしないのか、少女はすでに寝息をたてていた。




　浅いまどろみの中で、マイカは人の気け配はいを感じた。誰かの手が身体に触ふれる。眠ねむりに戻ろうとする身体に必死で抗あらがい、どうにか瞼まぶたをこじ開ける。

　包帯で左目を覆おおった娘むすめがマイカの上にかがみ込んでいた。葡え萄び茶ちやの着物の上から肩かたに縁ふち飾かざりのついた白い前まえ掛かけを着つけている。濡ぬれたように黒い髪かみはきっちりと結ゆい上げられ、白い大きな三さん角かく巾きんを被かぶっていた。まるで女給さんかお手伝いさんみたい、とマイカはぼんやりと思った。

　娘は布団をめくり、マイカの服に手をかけた。どうやら寝ね間ま着きを脱ぬがそうとしているらしい。

「起こしてしまいましたか」

　感情の籠こもらない声で娘が言った。紅あかい右目がマイカを視みる。

「寝ね汗あせをかきましたので、寝間着を替かえます」

　娘は淡たん々たんとそう言うと、返事も聞かずにマイカの寝間着をはだけた。

　しぼった手て拭ぬぐいで身体を拭ふかれる。その感かん触しよくにマイカは思わず吐と息いきを漏もらす。

「冷たかったですか？　申し訳ありません」

　娘はそう言いながら、手早くマイカの服を着せ替えた。それから、娘はマイカの上体を起こすと、甘あまい香かおりの湯気が立ち上のぼる湯飲みを彼女の唇に押しあてた。

「菩ぼ提だい樹じゆのお茶です」

　何も考えずに、マイカはその液体をこくりと飲んだ。とたんに、自分が猛もう烈れつな渇かわきをおぼえていた事を知る。マイカは意識していなかったが、身体は汗で失った水分を欲していたらしい。咽の喉どを鳴らして貪むさぼるようにお茶を飲み干ほす。

「……！」

　あわてて飲んだため、気管にお茶が入り込み、むせる。その背中を、包帯の娘がやさしくさする。

　どうにか呼吸が落ち着くと、包帯の娘は、マイカを再び布団に寝かしつけた。

「しばらくは微び熱ねつが続くと思いますが、もう大だい丈じよう夫ぶです。……何かご質問はありますか？」

「あなた、名前は」

　マイカは無表情な娘に訊いた。

「サヨリと申します」

　娘が相変わらず淡々とした口調で答える。

「他に、ご質問は？……それでは、これで失礼します」

　サヨリと名乗った娘は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、部屋から出ていった。
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　最後の客が店から出ていき、コウは大きく溜ため息いきをついた。

　後は任せた、と言い置いて『夕凪』の主人も店の奥おくに引っ込む。一人残されたコウは黙もく々もくと後片づけを始めた。とはいえ、調理をしながら片づけもしているから、そう大変な作業が残っている訳でもない。

　一通り掃そう除じを済すませ、最後にまな板に布ふ巾きんを敷しいて漂ひよう白はく剤ざいをかける。つんとした臭においが調理場に漂ただよった。

　その時、人の気配を感じてコウは振ふり向いた。調理場の入り口にマイカと名乗った少女が所在なげに立っていた。寝間着の上から綿わた入いれを羽は織おっている。寝間着も綿入れも身体に合わないほど大きいため、小こ柄がらな身体が一層頼たよりなく見えた。

「やあ。……もう起きて大丈夫なのか？」

　出来るだけ気軽な調子でコウは言った。少女は黙だまって頷うなずく。

「そうか。それは良かった」

「…………」

「ええと……」

　話の接つぎ穂ほが見つからず、居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくがおりる。ふい、と少女が視線を横に向けた。

「月」

「え？」

「今夜は満月ね」

「ああ。そういえばそうだな」

　沈黙が破られた事に少しホッとしてコウは頷いた。開け放したままの裏口から見える月を見上げる。

「月には、守られなかった約やく束そくや無む駄だにされた才能が仕し舞まわれているって話、知ってる？」

　なんとなくコウはそんな事を言った。錬金術についての最初の師し匠しようとなった呪まじない士を思い起こす。月は地上で打うち捨すてられた全すべてのものが行き着く先である、という話は、彼が教えてくれたものだ。

　少女が小首を傾かしげる。しばしの沈黙の後、吐と息いきに混ぜるようにして言葉を紡つむいだ。

「……あたしが知っている月の話とは違ちがう」

「どんな話かな？」

「妊にん婦ぷが月の光を浴びすぎると、出で来き損そこないの子供が産まれるって話」

「ああ。聞いた事ある」

　古い迷めい信しんである。実際問題として、月の満みち欠かけは人の生死に深くかかわっているし、月の光には魔ま力りよくがある。だが、だからといって産まれてくる子供と月との相そう関かん関係が立証されている訳ではない。

　不意に、くぅ、という可か愛わいらしい音が響ひびいた。

「あ……」

　マイカの顔に朱しゆが差す。どうやら、少女の身体は回復した証あかしに空腹を訴うつたえているようだ。

「ま、しばらく水物しかとってないからな」

　コウは軽く笑って戸と棚だなから小こ鍋なべを引っぱり出した。確か冷ひや飯めしがあったはずだ。白しら粥かゆを煮にるぐらいならすぐにできるだろう。

「ここは寒いだろ？　店の中で待っていてくれ」

　少女は素す直なおに頷うなずいた。




「ふう」

　満ち足りた溜息をついて、少女は空になった椀わんと匙さじを置いた。白粥に梅うめ干ぼしを添そえただけのものだったが、とりあえず満足してくれたようだ。

「ごちそうさま」

　お行ぎよう儀ぎ良く両手を合わせて少女が言う。笑みを含ふくんだ声でコウは返事を返した。

「お粗そ末まつさまでした。……落ち着いたかい？」

　うん、と少女がうなずく。短く揃そろえた柔やわらかな髪かみが揺ゆれた。

　少女が粥を食べ終わるのを待っていたかのように、コツコツという足音が階段から降りてきた。

「寝台の敷しき布ふ、換かえ終わりました」

　階段からサヨリが顔を出した。腰こしまで届く銀ぎん髪ぱつは今は解ほどいて背中に流している。店に出る時は黒く染そめているが、彼女の地毛はけぶるような銀色だ。

「それから、着き替がえは枕まくら元もとに置いてあります」

「ありがとう」

　少女が礼を言う。無表情にお辞じ儀ぎをして、サヨリはまた奥おくへ引っ込んだ。

「ねえ」

「なに？」

「あのサヨリってコ、どういう娘こなの？」

「ああ」

　コウが頷いた。

「あの娘こは自動人形だよ」

「自動人形？」

　少女が目を瞬まばたかせた。

「そう。外見は人間そっくりだけどね。……もしかして見るのは初めて？」

「そういう訳じゃないけど」

　自動人形自体はそう珍めずらしい存在ではない。しかし、どちらかというと単純な労働力として工場などで使われることが多く、普ふ通つうの家でお手伝いをしているというのは珍しい。整備の手間や設備を考えると、まとめて運用した方が効こう率りつがいいからだ。

　また、技術や費用といった問題以外にも、感情的な問題もある。自動人形は大たい抵ていの場合、人々に嫌けん悪おの目を向けられる。これは、いつか人形が反乱を起こすのではないかという恐きよう怖ふが人々の間にあるからだ。軍で自動人形が使われているという事実もあり、自動人形は一般的にあまり良い印象を持たれていない。

「君も自動人形は無感動な殺し屋だと思ってる？」

　コウが少女に尋たずねた。

「正直に言えば、ちょっと怖こわいと思う」

　少女が少し考えてから言った。

「仕方がない事かもしれないけどね。でも、できれば、サヨリには普通に接して欲しいな。自動人形にも心はあるんだから」

「努力する」

　少女がこくりと頷いた。

「ところで」

　唐とう突とつにコウが話題を変えた。

「君は、なんだって雨の中をあんな時間までうろついてたんだ？」

「それは……」

　少女が一瞬、言葉につまる。

「……ちょっと、道に迷まよっちゃって」

「また、ずいぶんと豪ごう快かいな迷い方だな」

「…………」

　少女が気まずそうに視線を逸そらした。

「ま、それはいいか。……で？　君はこれからどうするつもりなのかな？」

「…………」

「帰る家がないって言ってたね」

　黙だまって少女が頷く。

「どこか行く宛あては？」

　上うわ目め遣づかいにコウを見て、やはり黙ったままで少女は首を横に振ふる。しばらく沈ちん黙もくが続いた後で、少女は意を決したように口を開いた。

「あの。できれば、ここで働かせてもらえませんか？」

「…………」

　その申し出は、実はコウが予想していたものだった。

「三食住居付きで給料は応相談。経験者歓かん迎げい」

「……え？」

「と、うちの店長が言ってたけど。それでいい？」

「はい！」

　力いっぱい少女は頷いた。




　意外な事に、『夕ゆう凪なぎ』に転がり込んだ少女は有能な店員だった。雑用は元より、調理も本職なみにこなした。『夕凪』の老主人は思わぬ拾ひろい物に大喜びした。一人前の店員が、タダ同然でこき使えるのだ。そりゃあ嬉うれしくもなるだろう。

　一度、コウは、どこでそれらの技術を習い覚おぼえたのかマイカに尋ねてみた。どう見ても自分より年下の少女が、鮮あざやかな手つきで魚を捌さばき、店の粗あら利りを計算し、酔よっぱらいを軽くあしらう様子を不思議に思ったのだ。それに対する彼女の答えは「ごはん食べなきゃいけなかったからね。良心に反しない限りできる仕事は何でもやったわ」というものだった。

　そうこうするうちに季節は秋から冬へと変わっていった。かき入れ時の季節を迎むかえて、『夕凪』は忙いそがしさを増していった。







　第二章　『夕ゆう凪なぎ便だより』
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　ぎいぎいという揚よう水すい機きの音が開け放した裏口から調理場にまで響ひびいてきた。『夕凪』は小さいながらも料理屋なので、自前の井い戸どを備えている。井戸は裏口を出てすぐの裏庭にあって、井戸端ばたには石で固めた洗い場と動かすたびにギシギシいう手て押おしの揚水機が備え付けられていた。

　揚水機の音に続いて規則正しい足音が裏庭から近づいてきた。裏口の敷しき居いを注意深くまたぎ、髪かみをきっちりと結ゆい上げたサヨリが両手に水みず桶おけを提さげて調理場に入ってくる。彼女は、一いつ旦たん両手の水桶を床ゆかに置くと、一つずつ巨きよ大だいな水みず瓶がめにあけた。くぐもった水音が辺あたりに響く。

「水みず汲くみ終わりました」

「あ、ご苦労さま」

　水仕事用の前まえ掛かけを着つけ、手て拭ぬぐいで髪を押さえたマイカがサヨリに労ねぎらいの言葉をかける。

「うーん、やっぱり井戸が外ってのは不便だよなぁ……調理場に揚水機が欲しいよね」

　裏庭の洗い場で洗い終えたアラ樽だるを調理場の隅すみに置きながらコウが言った。水汲みが重労働だというだけではなく、衛えい生せい的な問題からも汲み置きの水を使うのは好ましくない。

「まあ、それには先立つ物が必要って事で」

　マイカが苦にが笑わらいをしながら言った。焜こん炉ろで鍋なべをふっている老主人は聞こえないフリをしている。

　すでに陽ひはかなり高い。昼前には『夕凪』を開店しなければならないから、今日は少し仕事が遅おくれ気味だ。

「店内の掃そう除じをします」

　サヨリが三さん角かく巾きんを頭に被かぶりながら言った。

「あ、サヨリ、ちょっと待って！」

　マイカがサヨリを呼び止めた。サヨリがきょとんとして振ふり返る。

「？」

「あなた、包ほう丁ちようは使える？」

「……下ごしらえ程度でしたら経験はありますが」

　サヨリが少し考えてからそう答える。

「じゃ、ごめん、切きり身みお願い」

　マイカはまな板の上に牛刀を置いた。

「ちょっと、手が足らないんだ」

「はい」

　サヨリは壁かべにかけてある防水の前まえ掛かけをつけながら頷うなずいた。

「コウ、店の中お願い」

　マイカはコウに声をかけるとサヨリの後ろに立った。念のため、彼女の腕うでを確かく認にんしておこうと思ったのだ。

　サヨリは、一ひと抱かかえもあるブリをまな板へ上げるとタワシを使って表面を洗った。鰓えら蓋ぶたから包丁を入れ、顎あごの下まで切る。そのまま切っ先で腹を切ると、鰓をつかんで一息に内ない臓ぞうを抜ぬいた。

　血合いを取り、頭を外はずして三枚におろす。身を四し分ぶ一いちに割って、切身に切る。

「へえ、大したもんじゃない」

　マイカが感心してつぶやいた。身は綺き麗れいだし、手も早い。

「ありがとうございます」

　サヨリが礼を言う。マイカが深く考えずに言葉を続けた。

「これなら、調理場もできるわね」

「いえ、私は味が解わかりませんので」

「あ……」

　マイカが、はっとして口をつぐむ。物もの覚おぼえのいい彼女が雑用に専念していたのにはそれなりの理由があったのだ。

「でも、そうですね、味付け以外でしたらお手伝いできると思います」

　マイカの表情を見て、サヨリが取りなすように言った。

「ああ、うん、じゃ、他ほかの下ごしらえもお願いするわね」

　マイカは何となく罪ざい悪あく感をおぼえながらそう言った。




　　　　二




　マイカは目を醒さました。まだ部屋の中は真っ暗だ。窓まどの雨戸の隙すき間まから蒼あおい月の光が筋すじとなって射さし込んでいる。

　マイカは枕まくら元もとに置いてある時と計けい儀ぎを確認した。部屋の中は暗かったが、夜よ目めの利きく彼女は苦労もなく文も字じ盤ばんを読みとる。時計儀の示す時刻は、まだ真夜中だった。

　マイカは自分が目醒めた理由を探した。窓の外から微かすかな水音が聞こえた。寝しん台だいの中でしばらく考えてから、マイカはそっと床ゆかへ降りた。布ふ団とんの上にかけてあった綿わた入いれをはおる。足音を忍しのばせて裏口へまわった。

　戸の鍵かぎは開いていた。マイカは注意深く外の気け配はいをうかがった。揚よう水すい機きを動かす音に続いて、何かを流すかなり派は手でな水音が響ひびく。マイカは思い切って裏口の戸を開けた。

　裏庭は蒼い月明かりに満ちていた。井い戸どと古びた揚水機が、影かげとなって浮うかび上がっている。そして、そこには、腰こしまで届く銀色の髪かみをほどいたサヨリが全ぜん裸らでひざまずいていた。

　月の光を浴びて、サヨリは長い髪を梳くしけずっていた。傍かたわらに手て桶おけが置いてあり、井戸の覆おおいの上に脱ぬいだ衣服がかけてある。気配を察したのか、サヨリはゆっくりと振ふり向いた。紅あかい右目と、金属地がむきだしの左目がマイカを視みる。左目のレンズが焦しよう点てんを合わせる微かすかなうなりが響いた。

　サヨリの左目は金属とレンズで構成された複合センサーになっている。高価で繊せん細さいな光学部品が使われている眼球が、どうしても一つしか手に入らなかった為ためである。機能的にはそれで問題はないが、そのままでは客商売に障さわりがあるので、店に出る時は左目の上から包帯を巻まいて隠かくすことにしていた。

　あまり普ふ段だんは意識していないが、こういう姿をみると、彼女が自動人形なのだという事を実感する。だが、そうと判わかっていても、月明かりに浮かび上がるサヨリの肢し体たいは美しかった。

「起こしてしまいましたか」

　サヨリが抑よく揚ように乏とぼしい声で言った。彼女の肢体に見とれていたマイカが我われに返る。

「え、あ、ごめん、別に覗のぞくつもりは……」

　外見上は一応同性なのよね、などと考えながら思わずそう口走る。

「いえ」

　サヨリは姿勢を戻もどすと、再び髪を洗う作業に戻った。丁てい寧ねいに髪を梳すき、手桶に汲くんだ水で流す。

「こんな夜中に行ぎよう水ずい？」

　なんとなく無視される形になったマイカはサヨリの背中に向かって声をかけた。

「はい。仕事柄がら、汚よごれやすいですし。毎日、仕事が一段落したら身体を洗うようにしています」

「寒くないの？」

　そう言うマイカの吐はく息は白い。すでに季節は冬である。夜ともなればかなり冷え込む。

「いえ。皮ひ膚ふ表面に温度受容体を備えていますので、体表面の温度は感知していますが、特にそれを苦痛と感じる事はありません。単なる情報として認にん識しきするだけです」

「あ、そ」

　マイカは腕うでを組んで身み震ぶるいをした。

「寒いのでしたら、中に入ってらしたらいかがでしょうか。それとも、私に何かご用ですか？」

「いや、別に用ってほどの事もないんだけどね」

「？」

　サヨリは再び振ふり向いた。じっとマイカの顔を見つめる。見つめられたマイカは思わず視線を逸そらした。

「ちょっと話をしてみたいと思っただけだから。邪じや魔まなら消えるけど？」

「いえ」

　サヨリはそう言って立ち上がった。蒼あおい月明かりに白くほっそりとした裸ら身しんがあらわになる。

「そう堂々とされても困るんだけど」

　マイカが口の中でごにょごにょと言った。サヨリは頭を一つ振って髪についた水滴を払はらう。そのまま、目を閉じて身体を緊きん張ちようさせる。

　しばらくすると、サヨリの全身から白い湯ゆ気げが上がりはじめた。髪の毛の間からは水が沸ふつ騰とうするシュンシュンという音がする。

「はあ。なるほどねぇ。あなたならヘソで茶を沸わかせるわね」

　マイカが感心したようにつぶやいた。

「？　そんな事をしてなんの役に立つのですか？」

「気にしないで。どのくらいあったかくなるのかな、って思っただけだから」

「皮膚は普ふ通つうの人間の体温を少し上回る程度までしか上げられません。水が沸騰するほど上げても無意味ですから」

「そうなの？」

「はい。ただし、髪の毛は放ほう熱ねつ索さくも兼かねていますので、かなりの温度まで上がります。試ためした事はありませんが、髪の毛ならお茶を沸かす事もできるのではないかと」

「だから、それはいいって」

「？」

　サヨリは不思議そうに小首を傾かしげた。

　身体の水気が完全になくなると、サヨリは井戸の覆いの上に脱いであった衣服を身につけはじめた。微かな衣きぬ擦ずれの音が夜の井い戸ど端ばたに響ひびく。

「お見苦しい所をお見せして、大変失礼いたしました」

　衣服を着け終わったサヨリが丁てい寧ねいに頭を下げた。

「ううん。いいもの見せて貰もらいました」

「……はい？」

　問い返すサヨリにマイカはぱたぱたと手を振る。

「なんでもない。邪魔しちゃって悪かったわね、って言ったの」

「？」

　サヨリは小首を傾げた。

「あー、そう言えば……」

　マイカが場を取り繕つくろうように言う。

「あなた、どうしてここで働いているの？」

「……どういう意味でしょう？」

「あんまり聞かないからさ。あなたみたいな、その……自動人形が女給をしてるなんて」

　サヨリは納なつ得とくしたというように頷うなずいた。

「私は、捨すてられていた所をコウさんに拾ひろっていただいたんです」

「へえ？」

　初耳である。

「コウさんは、工業地区の廃はい棄き物ぶつ置き場で私を見つけたと仰おつしやってました。恐おそらくは、あの辺あたりの工場で、使っていた人形を廃棄処分にしたのでしょう」

　サヨリは淡たん々たんと言葉を継ついだ。

「もっとも、今の私に以前の記き憶おくはありませんが。……コウさんが、私の躰からだを見つけた時、擬ぎ体たいに残っていた霊りよう子し脳のうは完全に壊こわれていたそうです」

　自動人形の人格を作る霊子脳は繊せん細さいで脆ぜい弱じやくだ。ちょっとした衝しよう撃げきで簡かん単たんに傷ついてしまう。普ふ段だんは頭ず蓋がいと緩かん衝しよう液えきに守られているが、もし何らかの理由で直接衝撃を受けたり、一定時間以上エネルギーの供給が絶たれたりすると、たとえ霊子脳そのものは壊れなくても、そこに保存されていた情報は消失してしまう。

「ふぅん。……じゃあ、色々と苦労したんだ？　家事とかおぼえるまで」

　マイカは、サヨリの鮮あざやかな包ほう丁ちよう捌さばきを思い浮かべながら尋たずねた。

「いいえ。そういった仕事に必要な情報は、コウさんが組み込んでくださった補助脳の記憶野に入っていましたので。特に問題はありませんでした」

「……そういうものなの？」

　マイカは曖あい昧まいに言葉を返した。知識と経験が別々に認識される、という事が感覚として良く解わからない。彼女にとって、知識は常に経験を伴ともなうものだ。

　首を捻ひねっているマイカに、サヨリが頭を下げた。

「御用はお済すみでしょうか？……それでは、私は仕事に戻もどらせていただきます」

「まだ仕事なの？」

「はい。明日の準じゆん備びがありますので」

「いや、そうじゃなくて。……辛つらくない？」

「？　なぜですか？」

「なぜって、それは……」

　マイカは軽く曲げた指を口元に当てた。どうもうまい言葉が浮うかばない。

「あたしだったらそう思うから」

　不意にサヨリの顔に笑みが浮かんだ。それは、本当にかすかな微ほほ笑えみだったが、マイカが初めてみる彼女の笑顔だった。

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、私は私の存在する意味を確かめているだけです。ですから、それが辛いなどと感じる事はありません」

「……そっか。うん、それならいいんだ。変なこと訊きいて悪かったわね」

「いいえ。こちらこそ、満足な受け答えもできずに申し訳ありませんでした。……それでは」
















　サヨリはマイカにもう一度お辞じ儀ぎをすると、店内へと戻っていった。




　　　　三




「コウ、いる？……うわ！」

　工こう房ぼうの扉とびらがいきなり開くと、そこには驚おどろいた顔のマイカが立っていた。割かつ烹ぽう着ぎを着ているところをみると、今まで調理場にいたのだろう。短く揃そろえた髪かみは幾き何か柄がらの手て拭ぬぐいを被かぶって押おさえてある。

　工房というのは『夕ゆう凪なぎ』の裏手にある古びた物置の事である。コウが『夕凪』に来た時、この物置はただのガラクタ置き場だった。コウは、『夕凪』の主人に許可をもらうと、物置を掃そう除じし、必要な装そう置ちを運び込んだ。単なる自己満足かもしれないが、錬れん金きん術じゆつ士しとしての活動の場が欲しかったのだ。実際、この工房でサヨリは組み立てられたし、今では不定期ながら植物の精製油や簡かん単たんな護ご符ふなどを作って店に卸おろしたりもしている。儲もうけなどほとんどなかったが、錬金術によって収入を得ているという事実はコウの心を慰なぐさめた。

「いきなり開けないでくれ。戸を叩たたいてから開けるのが礼れい儀ぎだろ？」

　読んでいた本から顔を上げてコウが言った。この工房は彼の錬金術士としての活動の拠きよ点てんである。寝ね泊とまりこそ母おも屋やでしていたが、今では空あいている時間はここで過ごす事が多い。

「ああ、ごめん。……男の子だもんねぇ」

「そういう誤ご解かいを招まねく言い方はやめてくれ」

　コウがむくれた顔で抗こう議ぎする。マイカは聞こえないフリをして片手に持った鉢はちを差し出した。

「これ、新しい献こん立だてなんだけど、味見してくれる？」

「なんだ、そりゃ？」

　コウが目を細めてマイカの手にある小鉢を見た。なにやら茶色くて平たい物が山やま盛もりになっている。

「廃はい物ぶつ利用で作った鰺あじの骨ほね煎せん餅べい」

「へえ？　うまそうじゃないか」

　コウが机の上に積み上げてあった本や何かの部品をどかしながら言った。

「じゃ、ちょっとお邪じや魔まするわね」

　マイカは入り口で沓くつを脱ぬぐと、工房に上がり込んだ。

「すごいな。店長がガラクタの山だって言ってたけど、本当ね」

　マイカが足あし元もとに注意して歩きながら言う。工房の中には拾ってきた機械や各種の工具、書しよ籍せきなどが所構わず置いてある。以前、ここを覗のぞいた『夕凪』の主人が「元の木もく阿あ弥みだな」とわらったものだ。

「ガラクタとは何だ。大事な商売道具だぞ」

　コウが憮ぶ然ぜんとして言った。彼の抗議など全く意に介かいさず、マイカはコウの前まで来ると鉢を机の上に置いた。

「はい、どうぞ」

「……これが、その骨煎餅か」

　コウは鉢に盛った茶色い小片をつまみ上げた。

「そ。余った中骨を油で揚げただけだけどね」

「んじゃ、ま、お味見っと」

　コウはその骨煎餅を一口かじった。香ばしい香かおりとパリパリとした歯は触ざわりがあり、油の甘あまみと鰺の旨うま味みが口に広がった。

「うん、旨いよ」

「そう、ありがと」

　マイカがにっこり笑う。

「うーん、でも、ちょっと生なま臭ぐさいかな？」

　コウはパリパリと骨煎餅をかじりながら言った。

「やっぱり？　おやつと言うよりお酒のつまみだしね」

　マイカも骨煎餅を一つつまむ。

「酒のつまみねぇ」

　コウは何かを思いついたように立ち上がると、積み上げてある荷物の合間をごそごそと引っかき回した。

「ほれ」

　そう言って振り返った彼の手には湯飲みが二つと透とう明めいな液体の入った瓶びんがあった。

「なに、それ」

「月の輝かがやき」

　コウは机の上に湯飲みを置きながら答えた。

『月の輝き』とは密造酒を指す隠いん語ごである。建たて前まえ上、酒類の醸じよう造ぞうには許可が必要な事になっているので、自家製の酒は全すべて『密造酒』という事になる。もっとも、実際には自家消費する分の酒の醸造は黙もく認にんされているので、特に世間の目を気にしながら造っているという訳でもない。中には酒造りを趣しゆ味みにしている人もいるくらいで、ちょっと気の利きいた雑貨屋などに行けば、優良な酵こう母ぼや糀こうじを売っていたりもする。

　コウは瓶の中身を湯飲みにあけた。焼しよう酎ちゆうに特有の匂においが辺あたりにただよう。マイカが分別くさい表情を作った。

「真っ昼間から、お酒なんて」

「嫌いやなら飲まなくていいよ」

「いただきます」

　マイカは素す早ばやく湯飲みを取り上げると一口のんだ。

「へえ、なかなか上手にできてるじゃない」

　コウの造った焼酎は、変なクセもなく、意外と呑のみやすい。

「そりゃ、まあ、最初に酒精を精製したのは錬金術士だというし」

　コウも湯飲みをすする。

「よくわからない理り屈くつだわね」

「そうかな」

　コウは村にいた呪まじない士を思い浮かべた。若い頃ころには錬金術士になる事を夢ゆめ見みて、正式に勉強もしていたそうだが、コウが憶おぼえている彼の姿すがたは、一年の半分は酔よっぱらっている薄うす汚よごれた年寄りである。「酒精を最初精製したのは錬金術士だ」というのは、お酒を控ひかえるように忠告された時の彼の常じよう套とう句くだった。

　呪い士は廃はい屋おくとなった農家を買い取って住んでいた。もともとは余よ所そ者もので、親しん戚せき筋すじを頼たよって村へと流れてきたらしい。村の者の彼に対する態度は『黙もく認にん』というところだった。家か畜ちくのお産や害虫駆く除じよ、あるいはちょっとした機械の修理など、錬金術士や呪じゆ医いを呼ぶほどでもないが素人しろうとの手には余る事態の時にはそれなりに重ちよう宝ほうされていた。しかし、彼が村社会に溶とけ込む事は決してなかった。彼は結局のところ余所者であり、呪い士という存在は保守的な村社会においてやはり異質なものだったからだ。

　コウは年老いた呪い士が嫌きらいではなかった。自分自身が村社会において異質な存在だったからかも知れない。農家に生まれて錬金術士になりたがるなど、『変人』呼ばわりされても仕方がないだろう。

　コウは、視線を落として、机の下に押おし込んである一冊さつの帳面を見た。これは、「王都に行く」と告げた彼に、呪い士が餞せん別べつとしてくれたものだ。表紙は擦すり切れ、頁ページは手て垢あかにまみれ、いかにも年代を感じさせる古々しい帳面である。だが、そこに記してあるものは、かつて錬金術士を目指した男が半生を費やした成果だ。

「あら？」

　不意にマイカが手巾ハンカチで指を拭ふきながら立ち上がった。床ゆかに積み重なった本の山をかき分ける。

「よっと」

　かけ声と共に本の合間から弦げん楽がつ器きを抱かかえ上げた。丸い胴どう体たいに四本の弦が張ってある変わった形の楽器だ。

「だから、人の物に勝手に触さわるなって」

「ふぅん」

　コウの苦言を黙もく殺さつし、マイカは弦楽器をいじくり回した。

「あなた、音楽の趣味もあるの？」

「ん？　いや、それは、確か……」

　コウは彼女の手にある弦楽器についての記き憶おくを辿たどった。以前、どこぞの旧家の引っ越しを手伝った際、倉くらから出てきた物の一つだ。どうせ捨すてるからというので、後で質屋にでも売ろうと貰もらってきたのである。

「……貰い物だよ。僕ぼくは弾ひいたこともない」

「そうなの？　もったいないわね。かなりの品よ、コレ」

「そうなのか？」

「うん。古いけど、元の造りがしっかりしてるし、保存状態も悪くなかったみたい」

　そう言ってマイカは懐ふところから硬こう貨かを一枚取り出した。その硬貨を使って弦を弾く。やわらかい音ね色いろが工房内に響ひびいた。

「ちょっと音が狂くるってるかな？」

　マイカはぶつぶつ言いながら慣なれた手つきで調ちよう弦げんを始めた。

「こんな感じかしら」

　しばらくして、マイカはそうつぶやくと、弦楽器を腹の辺あたりで立てるように構えた。硬貨を爪つめがわりにして楽器を奏かなでる。ゆったりとした旋せん律りつが工房内に流れた。それを見ていたコウが感心したように言う。

「君にそういう特技があったとは知らなかった」

「え？……ああ、昔ちょっと習ってた事があってね」

　マイカが演えん奏そうの手を止めて照れくさそうに言った。コウがちょっと考えてから言う。

「良かったら、それ、あげようか？」

「え？」

　マイカがきょとんとした顔をする。

「僕が持ってても使えないし。それに、楽器ってのは演奏するものだろ？」

「ホント!?　ありがと！」

　マイカは弦楽器を抱だきかかえて嬉うれしそうに礼を言った。




　　　　四




　コウは夜の街まち角かどに立っていた。空には上向きの三み日か月づきがかかっている。

　彼は黒い法ほう衣いを頭からすっぽりと被かぶっていた。手には糸いと杉すぎの枝と聖別した黒い柄えの短たん剣けんを持っている。胸には縞しま瑪瑙めのうの法ほう珠じゆを下げ、足あし元もとに置いた香こう炉ろからは甘あまったるい香かおりが漂ただよっていた。

「ねぇ、まだぁ？」

　寒さに足あし踏ぶみをしながらマイカが言った。彼女の吐はく息は夜よ目めにもはっきりと白い。土がむきだしの路面にはうっすらと霜しもが降りている。仕事があがってそのまま来たので、マイカは藍あいの作さ務む衣えに上うわ衣ぎをはおっただけの軽装だった。

「あたし、明日あしたも早いんだけど」

「あのさぁ、これから魔ま術じゆつの実験をやるんだから、もうちょっと緊きん張ちよう感かんとか持てない？」

　呪まじない士から譲ゆずり受けた帳面を見ていたコウが溜ため息いきをついた。万が一の事態に備え、人手を確保しておいた方が良いと思ってマイカを連れてきたのだが、どうやらあまり賢けん明めいな判断ではなかったようだ。彼女は店からくすねてきた清酒の瓶びんに直接口をつけながら答えた。

「どうせ失敗するんでしょ？　だったらとっとと終わらして早く帰ろうよ」

「マイカさん、そういう言い方はないと思います。過去の実績からしますと、この手の魔術実験が失敗する確率は九割程度です。十回に一回は成功するかも知れないんですよ」

　塗と料りようを落とした銀色の髪かみを腰こしまで垂たらしたサヨリが冷静な口調でたしなめた。

「…………」

　限りない脱だつ力りよく感かんと闘たたかいながら、コウは魔術の準じゆん備びを進めた。

　十字路に砂で二重の円を描えがき、さらにその中に五ご紡ぼう星せいを描く。その中心に祭さい壇だんを置き、まだ血の滴したたっている犬の生肉を供そなえた。祭壇の上の蜜みつ蝋ろうの蝋ろう燭そくに火を灯ともす。

「おお！　何だか本格的じゃない」

　マイカがパチパチと拍はく手しゆをする。コウは彼女の野や次じを無視して、霊れい力りよくを高めるための呼吸を始めた。冬の冷たい夜気が肺はいに染しみ込こむ。

　コウは、意識を閃ひらめかせて魔ま法ほう円えんを喚よび出した。昔はいちいち魔法陣じんを描いてから魔術動作をしていたのだが、それでは不便なので、魔術を遣つかう者達は法珠と呼ばれる特とく殊しゆな石に魔術や魔法円をあらかじめ記憶させておく。そうして魔術を遣う時には簡かん単たんな動作や暗唱で準備しておいた魔術を喚び出し、行使する。

「今から、月を降ろす魔術を行います」

　コウは厳おごそかに宣せん言げんした。これから、月の邪じや霊れいと契けい約やくをするという魔術の実験を行うのだ。召しよう喚かん術じゆつとしては割と高等な魔術である。コウは意識を集中させて呪じゆ文もんの詠えい唱しように入った。

「きたれ、十字路を支配する者よ、汝なんじ、夜を旅する者、犬の遠とお吠ぼえを、流血を喜ぶ者よ」

　コウは両手で複雑な図形を空中に描いた。

「夜の闇やみを彷徨さまよう者、血と生ける者の恐きよう怖ふを欲する者よ」

　五紡星の中心から硫い黄おうの臭においのする煙けむりが立ち上のぼり始めた。ギチギチという牙きばを擦こすり合わせる音が人ひと気けのない十字路に響ひびく。

「千の貌かおもつ月の庇ひ護ごのもと我われに従え」

　コウは呪文の詠唱を続けた。月の邪霊を従属させ、法珠に術式を記憶させれば、月げつ齢れいや時刻に左右される事なく月の邪霊を召しよう喚かんできるようになる。従属に抵てい抗こうする邪霊をコウは精神力をふり絞しぼって抑おさえ込んだ。

　その時、一陣じんの風が祭さい壇だんの上の蝋燭を吹ふき消した。夜気に混じる邪気が一気に濃こくなる。コウが顔色を変えた。

「!?　陣が破れた！」

　召喚した邪霊を縛しばる呪まじないがうち破られようとしていた。蝋燭が消え、魔法陣が崩くずれた事により、呪文の効力が完全に発はつ揮きされなかったのだ。

「要するに失敗したの？」

　マイカは傍かたわらに立つサヨリに訊きいた。

「大おお筋すじにおいてはそのような解かい釈しやくも成り立ちますが、一応、召喚自体は成功していますので、見方を変えれば部分的成功と言えるのではないでしょうか」

　サヨリが冷静な口調で回りくどい事を言う。もしかすると彼女なりに気を遣つかっているのかもしれない。

　ふぅん、とマイカは頷うなずいた。

「で、これからどうなるわけ？」

「そうですね。私の記憶野にある情報によりますと、従属に失敗した場合、召喚されたモノは術者に襲おそいかかるようですが」

　砂で描かれた召喚陣の上に、黒い影かげが実体化しつつあった。月の邪霊だ。精せい霊れいとしては低級の部類に入るが、月の女め神がみの眷けん属ぞくとも言われ、人を喰くい殺す事もある危険な魔ま獣じゆうである。

　実体化した邪霊の顔はどことなく犬に似ていた。前まえ脚あしには長い鈎かぎ爪づめがついており、後あと脚あしには蹄ひづめがある。全身を短い剛ごう毛もうがおおっていた。縛いましめを解とかれた邪霊がのっそりと後脚で起たちあがる。人の背せ丈たけをはるかに上回る巨きよ体たいがあらわになった。踏ふみつぶされた祭壇が、乾かわいた音をたてて砕くだける。

　コウは慌あわてて従属の呪文を再び唱となえ始めた。魔法陣が作動していないために効力は数段落ちるが、それでも邪霊の魔力に打ち勝てば縛る事が出来るはずである。強化呪文を上乗せして効力を補いつつ、コウは従属の呪文を詠唱した。

　邪霊が口を開いた。耳まで裂さけた口から鋭するどい牙が白い列となってのぞく。獣けものくさい息を吐き、邪霊は異様に長い舌で唇くちびるをなめ回した。その、黄色い瞳ひとみが従属の呪文を詠唱するコウを捉とらえる。

　邪霊が威い嚇かくの咆ほう吼こうを上げた。金属を擦こすり合わせるような耳みみ障ざわりな声である。本来ならば、邪霊は魔法陣から出て来られないはずだった。しかし、今、魔法陣の一部である蝋燭の火は消えている。蹄のある後脚が地を蹴けった。鈍どん重じゆうそうな外見からは想像できない身軽さで巨体が宙を舞まう。邪霊は、そのままコウの頭上から前脚の鈎爪を振りかざして襲いかかった。

「！」

　マイカが手に持っていた清酒の瓶を邪霊に投げつけた。邪霊が鈎爪で瓶を振り払う。澄すんだ音と共に瓶が粉々に砕くだけた。硝子ガラスの破片と清酒の雫しずくが邪霊に降りかかる。一瞬、邪霊の注意がコウから逸それた。

　マイカが瓶を投げるのと同時にサヨリも地を蹴った。立ち竦すくんでいるコウを腕うでに抱かかえ、邪霊の着地点から跳とび退のく。鈎爪が一瞬前までコウのいた空間を抉えぐった。邪霊が怒いかりの唸うなり声を上げる。邪霊は首を巡めぐらせると瓶を投げつけたマイカを睨にらみ付けた。

「ちょっと、コウ！　腰こし抜ぬかしてないで何とかしてよっ！」

　マイカが邪霊と視線を合わせたままで言った。邪霊が牙を鳴らすギチギチという音が響く。目を逸らしたら襲ってくる。野生動物に対するのと同じ要領だ。

「お、おう」

　コウはどうにか気を静めると魔術動作のステップを踏ふんだ。中断してしまった従属呪の代わりに捕ほ縛ばく結けつ界かいの呪文を喚よび出す。とりあえず、結界に捉えて、動きを封ふうじた後で邪霊を従属させようと考えたのだ。

　唐とう突とつに邪霊が身を翻ひるがえすとコウに向かって襲いかかった。彼を庇かばってサヨリが邪霊の前に立ちはだかる。邪霊が咆吼と共に鈎爪を突つき込んだ。サヨリは一歩踏み込むと、華きや奢しやな腕を振り回して、邪霊の肘ひじを下から打ち上げた。

　邪霊が苦く悶もんの叫さけびを上げた。どうやら関節の仕組みは人間と同じらしい。挫くじかれた腕を庇いながら蹄でサヨリの腹を蹴りつける。

　サヨリの身体がふわりと宙に舞う。邪霊の蹄が、膝ひざを揃そろえて曲げた彼女の脚の下をかすめる。サヨリは頭を振って長い銀髪を振り回した。同時に髪の毛に充じゆう填てんされている冷れい却きやく液えきの圧力を上げる。銀色の針と化した髪が邪霊の顔面を襲った。邪霊が苦鳴を上げて闇やみ雲くもに鈎爪を振り回す。

　邪霊の鈎爪がサヨリの胸元をかすめた。着ていた女給服の布地が裂さけ、白い肌はだがあらわになる。

「！」

　サヨリが微かすかに怒いかりの表情を浮うかべた。軽かろやかに着地すると、身体からだを沈しずめて邪霊の懐ふところに潜もぐり込んだ。邪霊の腰に両腕を回して捕つかまえると、身体を密着して持ち上げる。サヨリは、そのまま後ろに倒たおれ込むようにして、邪霊の身体を肩かた越ごしに投げ捨てた。頭から地面に打ち付けられた邪霊が重々しい音を立てて地面に延のびる。

「うわ……すご」

　マイカが感かん嘆たんの声を漏もらした。仮にも相手は魔ま獣じゆうと呼ばれる一族である。それを素す手でで張り倒す者がいるなど思いもしなかった。

「コウさん、今のうちに従属を」

「ああ、うん」

　呆ぼう然ぜんとしていたコウが慌あわてて魔法円を喚よび出した。従属の呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。

「服が破けてしまいました」
















　サヨリが少し悲しそうにつぶやいた。そういう問題じゃないだろう、とマイカは思ったが、結局、何も言わなかった。




　　　　五




『夕ゆう凪なぎ』はこの辺あたりの大たい抵ていの飲食店がそうであるように、昼時が終わると一いつ旦たん店を閉め、夕方に再び開く。だから、今、店内にいるのはコウ達だけだった。

『夕凪』の老主人は自室で休んでいる。マイカがアテになると分かると、彼女に店を任まかせて休んでいる事が多くなった。別にぐうたらという訳ではなく、それが主人の人の使い方であるらしかった。要所要所はきちんと自分で確かめるし、店が開いている間はちゃんと店に出ている。全すべてを任せるのは信しん頼らいしている証あかしなのだろう。

　人ひと気けのない店内で、サヨリは椅い子すに腰こし掛かけ、両足を投げ出していた。太ふと腿ももまでむきだしにした彼女の脚あしをコウが神しん妙みような顔で調べている。

「骨に異常はないみたいだけど……」

　コウが首を振ふりながら呟つぶやいた。

「脚の反応が鈍にぶいって？」

「はい。今のところ業務に支し障しようはありませんが、理論値との誤ご差さが許容範はん囲いを越こえています」

「筋肉か神経かな？　自己診断の結果は？」

「いくつかの機能不全が認みとめられますが、これは以前からあったものです。他ほかに、特に致ち命めい的てきな損そん傷しようは検出されませんでした」

「悪いの？」

　マイカが心配そうにコウの脇わきからのぞき込んだ。

「まあ、とりあえず動くのに問題はないけど……元が元だからな」

　サヨリは要するにガラクタの寄せ集めである。コウが彼女の躰からだを拾ひろってきた時、そのまま使える部品は骨格と筋肉ぐらいのもので、それも所々欠けつ損そんしているという有あり様さまだった。足りない分は廃はい棄き物ぶつ置き場やガラクタ屋を漁あさって見つけてきた部品の継つぎ足たしである。規格も何も無茶苦茶だから、不具合が出ても、どこがどう悪いのか見当もつかない。

　サヨリの筋肉を構成しているのは、霊れい力りよくを通す事により分子間のすべり現象を起こす特とく殊しゆな合成繊せん維いである。一本一本の力は小さいが、束たばにする事でかなりの力を発はつ揮きする。動力と制せい御ぎよが一つの機構で済すむうえ、軽量で動きが滑なめらかなので、自動人形や医い療りよう用の擬ぎ肢しなどに広く用いられている。

　この機能性繊維の欠点は、耐たい用よう年数があまり長くないことだ。常に摩ま擦さつや熱にさらされているのだからこればかりはどうしようもない。定期的な交こう換かんが使用の前ぜん提ていである。

　コウは何本もの探針を打ち込んだサヨリの脚を見た。探針から伸のびる導線は彼の手元にある水すい晶しよう板ばんに繋つながっている。水晶板の表示はサヨリの筋肉組織の劣れつ化かがかなり進んでいる事を示していた。今はまだ中ちゆう枢すうに及およぶ障しよう害がいは出ていないが、細かな負ふ荷かが蓄ちく積せきされればそのうち深刻な損そん傷しようが発生するかも知れない。

「あまり力仕事はしない方がいいかもな。無理をすればそれだけ摩ま耗もうが激しくなるし」

　サヨリはその儚はかなげな外見に似合わず力持ちである。人工筋肉の収しゆう縮しゆく力が人間の筋肉より強い上に、常に発揮しうる最大限の力を出しているためだ。だから、彼女が嫌いやな顔をしないのを良いことに、コウ達はつい力仕事を任まかせてしまう事が多かった。しかし、それは、サヨリの設計上予定されていない負荷をかける事になる。元々、彼女は力仕事向きには造られていない。

　サヨリの設計思想は「可能な限り人間に近く」である。実際、彼女の体重や比重は人間とほぼ同じである。そのために強度や耐たい久きゆう性せいを犠ぎ牲せいにしているほどだ。人間の間で働くためには可能な限り人間と似ている必要がある。うっかり客の足を踏ふんだとき、相手の骨が砕くだけてしまうようでは危なくて客商売などさせられない。

「そうですか」

　サヨリが相変わらず抑よく揚ように乏とぼしい声で言った。マイカがコウに尋たずねる。

「なんとかならないの？」

「なんとか、ねぇ……」

　コウは難むずかしい顔をして唸うなった。人工筋肉の劣化が原因なのだから、対処法としては新しい部品に交換するしかない。しかも、一部分だけの交換では他の部分への負荷が増えてしまい、かえって全体としての寿じゆ命みようを縮ちぢめてしまうから、全身の筋肉組織を一度に交換する必要がある。その費用を思って彼は溜ため息いきをついた。

「要するに寿命だからなぁ」

　思わず口をついて出た独白に、マイカがコウを睨にらみつける。

「そういう言い方はないんじゃない？」

「……そうだな。サヨリ、悪かった」

　コウはサヨリに頭を下げた。確かに、少し軽けい率そつな発言だった。

「いえ、事実ですから」

　サヨリが首を左右に振ふった。

「なに、今すぐどうこうって話じゃない」

　コウはサヨリの脚から探針を抜ぬき取りながら言った。

「それに、サヨリの組み立てと造形は僕ぼくが一からやったんだ。多少、壊こわれたぐらいならすぐに修理できるよ」

　工こう房ぼうの作業台の上で、拾ってきた自動人形の目が開いた時の事を思い出す。あれはなかなか感動的な一いつ瞬しゆんだった。半なかば独学で身につけた知識と技術が、きちんとした形になった瞬間である。

「だから、まあ、僕に任せてくれ。近いうちに何とかするから」

　コウは人間そっくりの質感を持つサヨリの脚を軽く叩たたいた。彼女の皮ひ膚ふを形成するのは特殊な高分子素材である。半流動的な性質を持つので小さな傷ならじきに塞ふさがってしまう。探針を刺さした痕あとはすぐに分からなくなった。

「はい。信じています」

　サヨリは無表情にそう言うと、服の裾すそを下ろして脚を隠かくした。




　　　　六




　その日はこの季節には珍めずらしく朝から雨だった。

「今日は暇ひまよねぇ」

　マイカが人ひと気けのない店内で卓子つくえに頬ほお杖づえをついてため息をついた。

「まぁ、この雨じゃあね」

　コウがあくび混じりにそう言った。昼時にはそれなりにまとまった客が来たが、その後はぱったりと客足が途と絶だえている。

「もう、閉めちゃわないか？」

　コウが壁かべに掛かけてある時と計けい儀ぎを見上げて言った。こう客が来ないと店を開けているのが馬ば鹿からしくなってくる。

「んー、でも、まだお客さん来るかもしれないし」

　マイカが煮にえ切らない返事をする。

「調理場の掃そう除じ、終わりました」

　その時、マイカの後ろから声がかけられた。一人でまじめに働いていたサヨリである。

「あ、ご苦労さま。とりあえず後は休んでていいわよ」

　マイカが横着に首だけをサヨリに向けて言った。

「そう、ですか」

　サヨリが戸と惑まどった顔をする。しばらく考えた末に、彼女は、マイカとコウに倣ならって店内の椅い子すに腰こし掛かけた。そのまま、置物のようにじっとしている。

「ねぇ、サヨリ」

　しばらくサヨリの様子を眺ながめていたマイカが言った。

「そうやってて楽しい？」

「どういう意味でしょう？」

　サヨリが背せ筋すじを伸のばしたまま、マイカの方を向いた。

「退たい屈くつじゃないの？」

「いえ、別に」

　サヨリが首を横に振る。

「見ている方が肩かた凝こっちゃうのよねぇ」

「そうですか」

　サヨリは素す直なおに謝あやまった。

「それでは、肩をお揉もみいたしましょうか？」

「いや、そういう意味じゃないんだけど……」

「そうなのですか？」

　サヨリが小首をかしげた。

「では、何をすればお気に召めすのでしょうか」

「そうねぇ、歌でも唄うたうとか」

　マイカは冗じよう談だんでそう言った。

「歌ですか。かしこまりました」

　サヨリがすいと椅子から立ち上がる。

「では、失礼致します」

　そう言って一礼すると、胸の前で手を組み合わせて澄すんだ歌声を響ひびかせ始める。

　マイカは、しばらくポカンとした表情でその様子を眺めていたが、不意にコウの方を振り向くと早口にささやいた。

「ちょっと、コウ！」

「なんだよ」

「何でサヨリが歌を唄えるのよ？」

「そりゃ、まあ、発声機構はちゃんとついているからね」

「そうじゃなくて！　うまいじゃない、本職並なみよ」

　実際、サヨリの歌声は素す晴ばらしかった。このまま街まち角かどで唄わせれば金がとれるだろう。

「そうだね。僕も驚おどろいた」

「あなたが作ったんでしょうが」

「そう言われてもなぁ。サヨリの霊りよう子し脳のうはガラクタ屋で漁あさってきたものだし」

　自動人形の霊子脳には、ごく薄うすい板にした鉱こう石せきの結けつ晶しように魔ま術じゆつを焼き付けて、何重にも貼はり合わせたものを使っている。長時間に亘わたって人々の想おもいが注がれると自然石などが精せい霊れい化かする『魂たましいの焼きつき』現象と同じ原理だ。

　霊子脳の製作には、精密な工作機械と高度な技術が必要だから、多少錬れん金きん術じゆつの知識がある程度の個人がどうにかできるものではない。

　サヨリを組み上げるにあたり、コウはガラクタ屋を漁って出来るだけ無傷な霊子脳を見つけだしてきた。当然、それが入っていた擬ぎ体たいが何に使われていたかなどわかるはずもない。しかも、思考を司つかさどる主脳と、あらかじめ情報を記き憶おくさせておき、必要に応じて読み出す補助脳を違ちがう擬体から取ってきたから、その記憶野にどんな情報が残っているのかコウはもちろん、サヨリ本人も解わかっていない。

「どこかの芸人の使っていた記憶野でも混じっていたのかな？」

　コウが腕うでを組んでふむと唸うなった。人格を作る主思考脳は一つだけだが、単なる情報庫である補助脳は、用よう途とに合わせて数個を組み合わせて使うことが多い。とりあえず、できるだけ家事手伝いなどの情報の詰つまった補助脳を選んだはずだったが、その中に芸人向けに作られた補助脳が混じっていなかったとは言い切れない。そういえば、普ふ段だん無表情なくせに、サヨリは妙みように客あしらいがうまい。

「いかがでしたでしょうか」

　歌を唄い終えたサヨリがマイカに訊きいた。マイカが首を振りながら答える。

「上手だったわよ。もう、驚くぐらい」

「お褒ほめいただいて恐きよう縮しゆくです」

　サヨリは服の裾すそをつまんで一礼した。




　コウとマイカに歌を披ひ露ろうしてから、サヨリは少しだけ表情が豊かになった。コウに言わせると「どこかの線が繋つながった」という事らしい。

　もともとサヨリは美形顔である。それが愛あい想そよく応対するのだから、客の評判も悪くなかった。

　一度、マイカは思いついて、コウに貰もらった弦げん楽がつ器きをサヨリに弾ひかせてみた。しかし、彼女は楽器演奏の情報は持っていないようだった。あるいは、情報はもっているのだが、それをうまく読み出す事ができないのかもしれない。

『夕凪』の老主人は、最初、お手伝い人形のサヨリが本業以外に労力を割さく事を良く思っていない様子だった。しかし、彼女の歌が、客に評判がいいと解ると、積極的に歌を披露させるようになった。じきに歌を唄う自動人形は『夕凪』の名物になった。

　サヨリ自身も歌を唄う事は嫌きらいではないらしい。客に歌をせがまれるとどことはなしに嬉うれしそうな表情を見せる。楽しそうに歌を披露する彼女は、いつもの無機的なお手伝い人形とは違ちがって見えた。

　マイカも手が空あいている時には、サヨリの歌に伴ばん奏そうをつける事があった。自作した竹製の爪つめで月の形をした弦楽器をつま弾びくマイカの姿は、少女めいた美び貌ぼうと相まって、お伽とぎ話ばなしに出てくる異国の楽がく士しを連想させる。すらりとした長身に腰こしまで届く長い髪かみのサヨリと、小こ柄がらで髪の毛を短く切りそろえたマイカが並ならんでいる様は、見る者に幻げん想そう的な印象を与あたえた。

　一方で、サヨリは身体の不具合を訴うつたえる事が多くなった。歌を唄うためには、筋肉の微び妙みような制せい御ぎよが必要になる。今までは表に出なかった身体機能の劣れつ化かが、はっきりとした機能不全として認にん識しきされ始めていた。どちらにせよ、サヨリの躰からだは、限界に近づいてきている。早急に手を打つ必要があった。







　第三章　『玻は璃りの杜もり』










　　　　一




「……という訳で、手っ取り早くお金になる仕事が欲しいんだけど」

「いや、いきなりそう言われましてもねぇ」

　どことなく狸たぬきを連想させる店の主人は苦にがり切った顔をした。……普ふ通つう、『金が必要だから仕事を紹しよう介かいしろ』と突とつ然ぜん言われても困るだけだろう。

　ここは、『夕ゆう凪なぎ』の近所にある職業仲ちゆう介かい業者、いわゆる『口入れ屋』の店先だ。コウは、過去に何度かここで仕事を紹介してもらった事がある。また、主人は『夕凪』の常連でもあった。

「ええと、今、入っている仕事は……」

　お義理で、という言葉がぴったりの態度で、主人は帳面をめくった。

「港こう湾わん地区の改修工事の人にん足そく、倉庫整理、夜間警けい備び……」

「ああ、もう、ちょっと見せてくれ」

「あ、何をするんですか！」

　帳面をひったくろうとしたコウと口入れ屋の主人が揉もみ合う。その拍ひよう子しに帳面の間から一枚の紙が落ちた。

「？」

　ひょい、とコウはその紙切れを拾ひろい上げた。

「ああ、それは！」

「地方整備局？」

　いかめしいハンコが紙切れの上部に押してある。どうやら政府機関の公式書類らしい。

　何やら難むずかしい単語がやたらに使われている文面をざっと読む。御お祓はらいの依い頼らいのようだ。十八番街の外はずれ、王都を二分する大河の河岸にある教会を取り壊こわそうとしているのだが、霊れい障しようがあって工事ができない、ついてはそれを祓ってくれないか、という内容だ。

「ふーん、成功報ほう酬しゆうが……」

　その金額を見てコウは顔色を変えた。それだけの金があれば、サヨリの新しい擬ぎ体たいを買ってもおつりがくる。

「オヤジ、この仕事もらった」

「ダメですよ！　苦労して取ってきた仕事なんですから。それに、もし失敗したらウチの信用にかかわりますっ」

　何やら失礼な事を言われている気もするが、この際そんな細かい事はどうでもいい。

　コウは、書類を取り返そうとする口入れ屋を振りきって店の外に走り出た。




　深夜の教会は黒々とした夜空を背はい景けいに不ぶ気き味みに静まり返っていた。

「で、さ」

　声をひそめてマイカが訊きく。

「どうしてわざわざ夜中に来るわけ？」

「仕方ないだろう、明日も仕事があるんだから」

　憮ぶ然ぜんとしてコウが答える。

　大体、自由に使える時間があるのなら、こんな危険な事に首を突つっ込まず、地道に稼かせぐ方を選んでいた。

「それに、夜の方が出そうだろ、……その、幽ゆう霊れいとか」

「幽霊……なの？　何か因いん縁ねんでも？」

「いや、調べた限りでは何もなかった」

　コウが首を横に振る。

　この教会は、もともとは王都の自治体で建てたものである。都市計画の一いつ環かんとして作られた集会場のようなもので、特定の宗教や宗派とは全く関係がない。だから、この建物は、正確には教会ですらない。

　であるから、現在進んでいる王都の再開発計画で、あっさり取り壊しが決まったのは、当然の成り行きだろう。むしろ、ここまで放置されていたという事の方が不思議だ。事故でも起こったら公営物の瑕か疵し責任を問われかねない。もしかすると、無む駄だに税金を使った責任を回かい避ひするため、関係者全員が定年をむかえるまで放置しておくつもりだったのかも知れない。

「霊れい圧あつは正常値。熱源反応なし、動体反応なし。……報告すべき異常はありません」

　左目の複合センサーを使ってサヨリが建物を走そう査さする。

「ちょっと疑問に思ったんだけど」

　マイカがサヨリの顔を見た。

「サヨリ、あなた、どうしてそんな事がわかるの？」

「？　左目で視みただけですが？」

「見えるのと理わ解かるのとじゃ大違いよ」

　マイカが首を振りながら言う。例たとえば、耳から入った音を言葉や音楽として理解するためにはそれに応じた知識が必要だ。同じように、センサーを搭とう載さいしていても、その情報を処理する能力がなければ、それは何の意味も持たないただの刺し激げきである。

「そうなのですか？」

　やはりよく解わかっていない様子でサヨリが言う。マイカがコウに向き直って訊きいた。

「コウ、もしかしてサヨリに軍事用の記き憶おく野やとか入れた？」

「そういえば、センサーユニットに情報処理用の部品もついてたような」

　コウは首を捻ひねった。サヨリを組み立てる時に使えそうな物は何でも入れたので、具体的にどんな機能が彼女にあるのか、生みの親であるコウにもよく解っていない。

「あの中に記憶装そう置ちなんかも入ってたかもなぁ……レーザー測そつ距きよ儀ぎとかもついてたし」

「女給にそんな物つけてどうする気だったのよ！」

　マイカがこめかみに指を当てて言った。これでは、サヨリの躰はびっくり箱みたいなものである。

「別に不ふ都つ合ごうはないと思いますが」

「あるわよ！　もし機能が暴ぼう走そうしたらどうするの？　誰だれも手に負おえないわよ？　造った本人も良く解ってないんだから！」

　マイカは、目から怪かい光こう線せんを発して暴あばれまくるサヨリの姿を想像した。……なんというか、意外と似合いそうな所が恐おそろしい。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私はコウさんを信じていますから」

　それに、とサヨリは付け加えた。

「そのくらい、この街では良くある事です。きっと何とかなりますよ」




　教会の内部は耳が痛くなるくらいの静せい寂じやくに満ちていた。

　コウは呪じゆ文もんを唱となえて魔ま力りよくの灯あかりを喚よびだした。青白い燐りん光こうを放はなつ光の球が、目の高さでふわふわと漂ただよう。

　教会内部には、飾かざり気のない木の長なが椅い子すが整然とならんでいる。正面の一番奥おくには一段高くなった演えん壇だんがあった。

「何もいないな」

　辺あたりを見回してコウがつぶやく。床ゆかに固定された長椅子の上にはうっすらと埃ほこりが積もり、ここが長い間使われていない事を示していた。

「ところで」

　マイカがふと思いついて尋たずねる。
















「霊れい障しようって、具体的にどんな事が起こったの？」

「ええと、作業用の機械がいきなり故障したり、作業員が病気になったり。……そんなところだったと思う」

「その程度なの？」

　なんだ、と拍ひよう子し抜ぬけしたようにマイカが言う。

「てっきり死者が何十人も出てるとか、そういう話かと思った。それなら都と警けいの心しん霊れい課かにでも頼たのめばいいのに」

　その方が、賞金まがいの手段を使うより、ずっと安上がりで確実だ。

「縦たて割わり行政の弊へい害がいってヤツだよ。他人に首をつっこんで欲しくないんだ」

「あ、なるほど」

　納なつ得とくしたようにマイカが頷うなずく。要するに、弱みや失敗はできるだけ隠かくしておきたいのだろう。

「だから成功報ほう酬しゆうで事前契けい約やくなしなのか」

　報酬は、事じ件けん解決後に申告する事になっているから、もし不幸な事故が起きたとしても当局は知らぬ存ぜぬで突っぱねられる。

「ま、口止め料込みって事かな？……なんにしろ、おかげでおいしい仕事にありつけた訳だから、文句をいう筋すじ合あいじゃないんだけど」

　不意にサヨリがコウの肩かたをつかんだ。

「？」

「奇き妙みような霊れい波はを感じます。これは……」

　視界の隅すみを白い影かげが横切った。小さな獣けもののような影だ。

「何だ？」

　暗くら闇やみの中に何かがいた。しかし、気け配はいだけで姿が見えない。じりじりと時間だけが過ぎていく。

「サヨリ、動体反応は？」

「いえ……」

　サヨリが曖あい昧まいに答える。少しの間があって、自信なさそうに言葉を続けた。

「断言はできませんが……おそらく敵は隠おん形ぎようの術を使うのではないかと」

　隠形とは気脈に乗り姿を隠す術である。単に姿を消すというだけでなく、一時的に気脈に融とけ込んでしまうから、大たい抵ていの探知法は無効化されてしまう。

「何とか見つけだせないか？」

「霊波計には反応がありますから、近くにいる事は解わかるのですが、正確な位置までは……」

　その時。建物の外で何か重い物が身み震ぶるいするような音がした。

「？」

　重量物が移動する足音が近づいてくる。ずしん、という腹に響ひびく音と共に教会の壁かべに亀き裂れつが入った。

「……ねぇ？」

「なんだ？」

「そういえば、外に作業用のゴーレムが置いてあったわよね」

「奇き遇ぐうだな。実は僕ぼくもその事を考えていたんだ」

　派は手でな音と共に壁に穴があいた。その向こうから姿を現したのは、どことなく類るい人じん猿えんめいた輪りん郭かくをもつ木ゴーレムだった。

　ゴーレムは真まっ直すぐにコウ達に向かって歩いてくる。その足あし元もとで踏ふみつぶされた長なが椅い子すが乾かわいた音を立てた。

「なんか、思いっきりヤバイ感じなんだけど？」

　マイカがゴーレムから視線を外はずさずに言った。コウがサヨリに顔を向ける。

「サヨリ。僕がゴーレムの動きを止めるから、その隙すきに有線で停てい止し暗あん証しようを打ち込んでくれ」

「わかりました」

　サヨリが頷く。コウは意識を閃ひらめかせて魔ま法ほう円えんを喚よびだした。彼の精神と共感している法ほう珠じゆが喚びだしに応こたえ、燐りん光こうを放はなつ魔法円が空中に出現する。

「来たれ十字路を支配する者よ……」

　両手で印いんを結びながらコウは呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。魔法心しん象しようを呪文に重ね合わせ、術式を組み上げる。膨ぼう大だいな量の情報が彼自身の身体を演算機にして処理され、それに合わせて魔法円の模も様ようが複雑に変化する。

「……千の貌かおもつ月の庇ひ護ごのもと我われに従え」

　硫い黄おうの臭においのする煙けむりが立ち上のぼり、その中から犬に似た顔と鋭するどい鈎かぎ爪づめのついた前まえ脚あしを持つ月の邪じや霊れいが現れた。後あと脚あしの蹄ひづめが床ゆかに当たってカツンと硬かたい音を立てる。

　鋭い牙きばの間からダラリと長い舌を垂たらし、邪霊が咆ほう吼こうした。悦よろこびの声か怒いかりの呻うめきか判断のつきかねる吠ほえ声である。

「行け！」

　コウは、ゴーレムを指さして命令した。蹄の音を立てて邪霊がゴーレムに突とつ進しんする。

　振ふり上げた鈎爪が、金属的な雄お叫たけびと共に振り下ろされた。防ぼう腐ふ処理を施ほどこした木で出来ているゴーレムの身体に深い爪つめ痕あとが刻きざまれる。それには構わずゴーレムが無む造ぞう作さに腕うでを振り回した。圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくを秘ひめた腕が邪霊の身体に叩たたきつけられる。

　邪霊の身体を覆おおう剛ごう毛もうと、分ぶ厚あつい筋肉が、ゴーレムの一いち撃げきを弾はじき返した。怒りの咆吼と共に、邪霊が後脚の蹄でゴーレムを蹴けりつける。身体の破片をまき散らしてゴーレムが床ゆかに倒たおれ込んだ。追い打ちをかけようとする邪霊に向かって、ゴーレムが手近にあった長椅子を床から引き剥はがし投げつける。邪霊が鈎爪で長椅子を叩き壊こわした。一いつ瞬しゆんにしてただの木片と化した長椅子の破片が、バラバラと床に飛び散る。

「うわ……なんか事態が悪化してない？」

　重量級同士の凄すさまじい戦いを観みて、マイカが呆あきれたように呟つぶやいた。教会内部はまたたく間に瓦が礫れきの山と化していく。

「ゴーレムの動きさえ止まれば、サヨリが停止暗証を打ち込む。そうすれば……」

　コウの言葉に被かぶさるようにして、乾いた破は壊かい音おんが響いた。殴なぐりかかってきたゴーレムの腕を、邪霊が力ちから任まかせにへし折ったのだ。そのまま強ごう引いんに腕を肘ひじ関節から引きちぎる。動力線やら補強用の骨格やらを引きずったゴーレムの腕を、邪霊は無造作に投げ捨てた。

「その前に、この建物が崩くずれるんじゃないかしら？」

　マイカがもっともな意見を述べた。

　ゴーレムと邪霊とが幾いく度ど目めかの激げき突とつをした。重い物がぶつかり合う衝しよう撃げきに、建物が震ふるえる。ゴーレムが残った片腕を振り回した。受け止めようとした邪霊の鈎爪が折れて飛ぶ。

　邪霊が苦鳴をあげた。爪の折れた指先からどす黒い血が滴したたる。しかし、片腕を失って重心が狂くるっているゴーレムの方も、腕を振り回した勢いを殺しきれずに大きくよろめいた。その隙をついて、邪霊の蹄がゴーレムの膝ひざを蹴り砕くだく。堪こらえきれずに地響きを立てて床に転がったゴーレムに、全体重をかけた蹄が追い打ちをかけた。

　派手な破は砕さい音と共に、ゴーレムの胸部外板が割れる。動力中ちゆう枢すうを破壊されたのか、それでゴーレムの動きが停止した。邪霊が勝利の雄叫びを上げる。

「ゴーレムの動きが止まったけど？」

　物問いたげにマイカがコウの顔をのぞき込む。それには答えず、コウは魔法円を喚びだして退たい去きよの印を切った。

　月の邪霊の姿が一瞬にしてぼやけ、融とけるように消えた。後には硫黄の臭いのする煙だけが残る。

「あーあ。派手にやったわね」

　わざとらしく言いながら、マイカが破壊されたゴーレムに歩み寄った。

「マイカさん、危ない！」

「え？」

　白い影がゴーレムの残ざん骸がいから走り出てきた。それはそのままマイカの身体からだに飛び込む。

「……！」

　がくがくとマイカの身体が震えた。何かを堪えるように両腕で自分の身体を抱だきしめる。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　慌あわてて駆かけ寄よったコウに、マイカは敵意のこもった視線を向けた。

「まさか、憑つかれたとか言わないだろうな？」

　恐おそる恐るコウが訊きく。返事の代わりにマイカは獣けものじみた唸うなり声を上げた。

「マイカさん！　しっかりしてください！」

　ふーっ、とマイカが猫ねこのような威い嚇かく音を発した。その身体が大きく跳はねる。

「！」

　頭上から降ってきたマイカの一撃を、コウは床に転がってかわした。彼女の脚が長椅子の一つをあっさり蹴り砕く。人間離ばなれした動きと腕わん力りよくだ。

　狐きつ憑ねつきの人間が、信じられないような怪かい力りきを発はつ揮きする事がある。今のマイカはその状態らしい。

「マイカさんっ」

　着地の隙すきを狙ねらってサヨリがマイカの身体を押おさえ込もうとした。しかし、マイカはサヨリの腕をすり抜け、身を翻ひるがえして跳とんだ。そのまま連続して跳ちよう躍やくを繰くり返かえし、演えん壇だんの上に跳びのる。

「うわ……まるで猫だな」

　身体を起こしながら、呆れたようにコウがつぶやく。

「こんな事なら猫じゃらしとマタタビを用意しておくんだった」

「コウさん！」

「いや、すまん。冗じよう談だんだ」

　マイカは演壇の上に座り込んで動かない。どうやら高いところが好きなようだ。

「どうしましょう？　あまり無茶な事をするとマイカさんの身体を傷つけてしまいます」

「そうだなぁ。憑き物用の護ご符ふを飲ませれば元にもどると思うんだが……おとなしく飲んでくれるかどうか」

「…………」

　サヨリが思し案あん気げな顔をした。

「私に考えがあります。その護符を貸していただけませんか？」

「ん？　ああ」

　どのみち護符は何枚もある。そのうちの一枚をコウはサヨリに渡した。

　サヨリは結ゆい上げていた髪かみをほどいた。放ほう熱ねつ効こう率りつを上げるためだ。さらさらと音を立てて放熱索さくを兼かねる銀色の髪が広がる。

「行きますっ！」

　サヨリが演壇に向かって走った。ほとんど一瞬で距きよ離りがつまる。

「ふーっ！」

　威嚇音を発してマイカが跳躍した。一息にサヨリの頭上を跳とび越こえようとする。

「！」

　だん、という一ひと際きわ大きな足音がした。信じられないような反射速度でサヨリの躰からだが跳ねる。サヨリは、空中で身動きがとれないマイカの身体を両りよう腕うでで抱だきすくめるようにして捕つかまえた。そのまま二人はもつれ合って床ゆかに転がる。

「よし、良くやった！　今、護符を……」

　コウの言葉を最後まで待たず、サヨリは腕の中でもがくマイカの顔に自分の顔を近づけた。

「んんっ！」

　そのまま、問答無用でマイカの唇くちびるに自分の唇を押しつける。マイカの咽の喉どがこくりと動いた。一瞬の緊きん張ちようの後、その身体から力が抜ける。

　口移しで護符を飲ませたのだ、とコウはぼんやりと理解した。サヨリは両手が使えない状態で、もっとも有効な手段をとったにすぎない。だが、その光景は、ひどく倒とう錯さく的な印象を持ってコウの脳のう裏りに焼き付いた。

「キィッ！」

　甲かん高だかい悲鳴を上げて、マイカの身体から、白い毛け並なみのネズミに似た獣けものが転がり出してきた。そのまま鞠まりのように床の上をころころと転がる。

「……！」

　我に返ったコウは、懐ふところから金属製の小さな筒つつをつかみ出した。栓せんを親指ではじき飛ばす。床を蹴けって気脈に紛まぎれようとした獣に向かって筒の中身をぶちまけた。灰色の粉が幕まくになって獣の身体を包み込む。

「ギャン!!」

　明らかに悲鳴とわかる叫さけびをあげて獣が地面を転げ回った。苦しそうに前肢で鼻先をこする。粉を吸い込んでしまったらしい。けほけほと苦しそうに獣が咳せき込む。

　筒の中身は馬あ酔せ木びの粉と鉄粉を混ぜたものだった。馬酔木は妖よう力りよくを封ふうじる力がある。また、多くの妖物は金かな気けを嫌きらう。この獣がどういったものであれ、これで、もう妖力は使えないはずだ。

　苦しそうにもがきながらもどうにか起きあがり、獣けものは教会の奥おくに逃にげ込もうとした。そこへコウが捕ほ縛ばく結けつ界かいを投げつけた。目には見えない呪じゆ力りよくの網あみが獣の身体からだを搦からめ捕とる。

　結界に捕とらえられた獣は何とか縛いましめを解とこうと暴あばれた。しかし、妖力を封じられた状態ではどうする事もできない。ただ、むなしくもがくだけだ。

「……う」

　額ひたいに掌てのひらを当ててマイカが起たちあがった。強ごう引いんに憑ひよう依いされた影えい響きようだろう。まだ少し足あし元もとがふらついている。

「大丈夫か」

「……舌入れられた」

　思わずそう口走ってしまってから、マイカは慌あわてて言い直す。

「じゃなくて！……身体の方は何ともない。ちょっとびっくりしたけどね。まあ、なかなか貴き重ちような体験だったわよ」

「口移しで護ご符ふを飲まされた事が？」

「憑依された事がよっ」

　まあ、確かに滅めつ多たにできる経験ではない。

「で？　なんなの、この子」

　マイカはじたばたともがく獣に注意深く近づいた。獣は一見ネズミに似た姿すがたをしている。毛け並なみは純白で、光こう彩さいのない紅い瞳ひとみと二つに割れた尻尾しつぽを持っていた。

「犬神だな」

「いぬがみ？」

「そう。管くだ狐ぎつねとか尾お裂さき狐とも呼ばれる」

「ああ。狐きつ憑ねつきのお狐様ね」

「……まあ、似たようなものだな」

「でも、どうしてそんなモノがここにいたの？　普ふ通つう、こういうのって祠ほこらとか杜もりとかに棲すんでいるんじゃなかったっけ？」

　動物霊や精霊などの〝小さき神〟は祠や杜に祀まつられている事が多い。犬神は霊ではなく妖あやかしだが、それでも敬意を持って祀る人々はいたし、本来は山やま奥おくで暮らしているモノだから、こうして街中を彷徨うろついているのは不自然だ。

「こいつは、多分『はぐれ』だ」

「はぐれ？」

「そう。要するに棲むところをなくした犬神だな。……そういえば、はぐれは高い屋根の建物を好むと聞いたことがある」

　はぐれとなった犬神は、どういう訳か高い屋根を持つ建物を好む。憑依する人間を捜さがすのに便利だから、とも言われているが、本当のところはどうかわからない。そして、この教会は、この辺あたりで一番高い建物だった。

「そうなの。……この子も帰る家がないんだ」

　マイカは呟つぶやくように言った。その横顔が、ひどく寂さびしそうに見える。

「それで、この子はどうなるの？」

「そりゃまあ、御お祓はらいをした証しよう拠こに当局に引き渡して、その後は……」

　恐おそらく『処分』という事になるだろう。可か哀わい相そうだが、人に害を為なした妖よう獣じゆうを、当局がそのまま見み逃のがすとは思えない。

「殺されちゃうの？」

「まあ、たぶん」

「そんな！　何とかならないの？」

「そうは言っても……このまま放す訳にもいかないし」

　そんな事をすれば、また人に害悪を為すだけだ。今の所、この犬神による死者は出ていないが、それは単に運が良かっただけで、その幸運が今後も続くとは限らない。そうして犠ぎ牲せい者しやが出たとき、コウ達に責任がないと言えるだろうか。

「方法はあります」

　それまで黙だまって二人の会話を聞いていたサヨリが割って入った。

「マイカさんが、この犬神を飼かえばいいんです」

「できるの？　そんな事？」

「はい。実際、犬神を使し役えきする『飯い綱づなの法』というものがありますし」

「どうすればいいの？」

　マイカはコウに視線を向けた。

「そうだな、一般的な使つかい魔まとの契けい約やく方法でいいだろう。左手の小指を切ってその血をコイツに飲ませればいい」

　マイカは頷うなずいて、左手の小指を歯で噛かみ切った。血の滲にじむ小指をじたばたともがく犬神に差し出す。

「ばか！　噛みつかれるぞ！」

　コウが慌あわてた声を上げた。だが、案に相そう違いして、犬神は暴れるのを止やめ、きょとんとした顔で血の滲む小指を見つめた。

「ほら。キミのためだから。ね？」

　床ゆかにしゃがみこんで、諭さとすようにマイカが言う。犬神はマイカの顔と差し出された小指を交こう互ごに見た後、紅あかく細い舌をチロリと出して、彼女の小指から滴したたる血をなめた。

「！」

　マイカがぞくりと身を震ふるわす。血脈に直結する左手の小指の血をなめるという事は、生命と精神の一部を共有するという事だ。自分の中に他者が入ってくる感かん触しよくは、あまり気持ちの良いものではない。

「これで、いいの？」

　悪お寒かんを堪こらえてマイカが訊きいた。

「ああ。後は名前をつけてやってくれ」

「名前？」

「そう。名前を与あたえる事で使い魔を支配するんだ。それで契約は終しゆう了りようする」

　んー、とマイカは小首を傾かしげて考えた。

「ミルなんてのはどうかな？」

「いいんじゃないか」

「うん。じゃあ、今日から君はミルだ」

　キィ、と今は彼女の使い魔になった犬神が応こたえた。



















　この夜の騒さわぎは三人だけの秘密になった。元げん凶きようである犬神を引き渡せない以上、当局に賞金の支し払はらいを求める訳にもいかないからだ。

　教会の破は損そんについては思ったよりも騒ぎにならずに済すんだ。後でこっそり見に行ったところ、教会は立入禁止になっていたが、特に事じ件けんとして取り扱あつかわれている様子はない。元々、内々で処理しようとしていたのは向こうなのだから、当然と言えば当然の事だろう。

　狸たぬき顔がおの口入れ屋だけは何かに気付いたようだった。だが、一度だけ「本当にあなた達は関係ないんですね？」と訊きいたきり、その後は何も言ってこなかった。世の中、うやむやにしておいた方が良い事というのは確かに存在するのだ。

　ミルと名付けられた犬神は、すっかりマイカに懐なついていた。小さな竹たけ筒づつを住すみ処かとして、大たい抵ていはその中で大人おとなしくしている。たまにマイカとじゃれている姿を見かけたが、そうしていると本当にただの愛あい玩がん動物のようだった。

　不思議な事に、マイカは犬神の使役方法を心得ているようだった。「なんとなく感覚でわかるんだ」と言っていたが、それは単に精神の一部を共有しているためだけではないように思える。その事を尋たずねると「あたしも似たようなものだし」と寂さびしげに彼女は言った。それがどういう意味なのか、コウは少し気になったが、彼女の寂しそうな顔を見ると、どうしてもしつこくは訊けなかった。




　　　　二




「この辺でいいかしら」

　マイカは辺あたりを見回した。王都を二分する大河にかかる橋のたもとである。空は雲一つない快晴で、小春日和びよりの陽ひ射ざしがぽかぽかと心地ここちよい。

　道みち端ばたに腰こしを下ろし、マイカは弦げん楽がつ器きの調ちよう弦げんを始めた。彼女は、いつもの作さ務む衣えではなく明るい色の上下を身につけている。短く揃そろえた色の薄うすい髪かみは、演えん奏そうの邪じや魔まにならないように手て拭ぬぐいを被かぶって押おさえていた。

　マイカの脇わきに、葡え萄び茶ちやの女給服を着たままのサヨリが立った。縁ふち飾かざりの付いた白い前まえ掛かけまで着つけている。黒く染そめた髪は、今は解といて背中に流していた。かなり場ば違ちがいな恰かつ好こうだが、一応『夕ゆう凪なぎ』の宣せん伝でんでもあるので仕方がない。

「で？　僕ぼくは何をすればいいんだ？　呼び込みか？」

　手持ちぶさたのコウが尋ねる。

「あなたは『さくら』よ」

　調弦の手を休めないでマイカが言う。

「さくら？」

「そ。誰だれもいないとなかなか人が集まらないからね」

「客は客を呼ぶってか」

　まあ、商売の基本ではある。

「あ、鍋なべにも少し小こ銭ぜにを入れといた方がいいわね」

　料金箱代わりに持ってきた鉄鍋を視線で示す。

「…………」

　コウは懐ふところから財さい布ふを取りだして小銭を鍋に放ほうり込んだ。カラン、と硬かたい音が響ひびく。

『夕凪』の宣伝を兼かねて街がい頭とう演えん奏そうをしよう、と言い出したのはマイカである。『夕凪』の主人への借金交こう渉しようが失敗し、サヨリの修理代の捻ねん出しゆつが絶望的になったからだ。あるいは、ミルを使い魔にすることで賞金をフイにしてしまったことに責任を感じているのかも知れない。

「じゃ、始めようか」

　マイカは、いつも通りの無表情で道端に立っているサヨリに、目顔で合図を送った。




　　　　三




　サヨリが服の裾すそをつまんでお辞じ儀ぎをすると、集まった群衆から拍はく手しゆが上がった。

　マイカは額ひたいの汗あせをぬぐった。鉄鍋にはかなりの金額が集まっている。もちろん、この程度ではサヨリの修理代には全然足りないが、最初にしては上出来だ。それに、これで『夕凪』の収益が上がれば、店長も借金について考え直してくれるかもしれない。

　マイカが、集まった群衆に演奏の終わりを告げると、群衆からはそれを惜おしむ声があがった。まあ、半分は礼儀みたいなものだが、それでも嬉うれしい反応ではある。

　またやれよー、などと声をかけつつ群衆が散り始める。それをかき分けるようにして、コウはマイカとサヨリに近づこうとした。

「あの、すみません」

　突とつ然ぜん、コウの背はい後ごから遠えん慮りよがちに声がかけられた。コウが肩かた越ごしに後ろを振ふり向く。

　そこには、一人の娘むすめが立っていた。淡あわい色合いの長衣に毛織りの肩かた掛かけを羽は織おっている。華か美びではないが仕立ての良い物のようだ。肩で揃そろえた少し色の薄い髪が、陽ひの光を透すかしていた。

　コウは、その娘にどこか見み覚おぼえがあるような気がした。どこで、と考えてすぐに思いつく。娘は、マイカによく似ていた。マイカがあと数年経たてばこうなるだろう、という容姿をしている。

「ええと、僕？」

　確かく認にんするようにコウが返事をする。娘は、意志の強そうな瞳ひとみで真まっ直すぐに彼の顔を見つめた。

「貴方あなたは、あの人のお知り合いですか？」

「もしかしてマイカのこと？」

　訊きくまでもないような気がしたが、念のためそう尋たずねてみる。娘はこくりと頷うなずいた。肩で揃えたクセのない髪がその動きに合わせて揺ゆれる。

「それで、君は……」

　誰だれなの？　と訊こうとしたコウの言葉を、背後からの声が遮さえぎった。

「ちょっと！　何してんのよ。夕方の開店準じゆん備びがあるんだから……」

　そこで、彼と話をしている娘に気付く。視線が合って、娘はマイカに会え釈しやくを返した。

「お久しぶりです。マイカさん」

「……マナ!?」

　マイカは驚おどろきの声を上げた。




　そのまま道端で立ち話という訳にもいかず、マイカは手近な茶館にマナを引っ張り込んだ。コウとサヨリは先に『夕凪』へと帰ってもらったので、今はマイカとマナの二人きりである。

　マイカは向かい合わせに座るマナを観察した。手紙はかなり頻ひん繁ぱんに貰もらっていたが、直接会うのは久しぶりである。まだまだ子供だと思っていたが、しばらく見ないうちにすっかり一人前の娘になった。

　マナは、先ほどから顔を俯うつむけて何事か考えている様子だった。訊きたい事があるのに言い出せないといった風ふ情ぜいである。

「あの」

　マナが意を決したように顔を上げた。

「マイカさん、王都にいらしたんですね」

「まあね。ちょっと用事があって」

「その……私の手紙、ちゃんと届きましたか？」

「ああ、うん。……いつもありがとう」

　彼女が言っている『手紙』とは、マイカが王都を訪れる原因になった手紙の事だろう。

「それじゃあ、葬そう儀ぎの日に……」

「で？　今日はどうしたのよ」

　マイカは、彼女の言葉を遮った。不意をつかれたマナが「え？」と目をしばたたかせる。

「あんまり感心しないわね。若い娘が独ひとりで」

　十八番街を始めとする河のこちら側は一般に『新市街』と呼ばれている。王城を取り巻く昔からの街まち並なみ、つまり河の向こう側と区別するためだ。

　新市街は、王都の再開発計画によって造られた街である。埋うめ立て地や港こう湾わん区を含ふくみ、地価が安いために移民や労働者などの低所得層が住み着いている。工業地区と隣りん接せつして場当たり的な開発が繰くり返されたため、街並みは雑然としているし、治安もあまり良くない。

「あ、ええと……ちょっとしたお使いです」

　マナが言葉を濁にごした。マイカは茶ちや碗わんを取り上げながら、悪戯いたずらっぽい目をする。

「ふぅん。誰かいい人とでも会ってたの？」

「まさか！」

　マナが驚いた顔をして否定する。それから、辺りを見回して声をひそめた。

「内ない緒しよですよ？　ちょっと前に、この近くの教会で不ふ審しんな事故がありまして」

　マイカは思わず飲んでいた茶を噴ふき出しそうになった。

「マイカさん？」

　マナが怪け訝げんな顔をする。
















「な、なんでもない」

　どうにか茶を飲み込んでマイカは言った。

「それが、どうも妙みようなんですよ。その事故が起きたのって真夜中なんですよ？　そんな時間に、あんな場所に人が居るはずないと思いません？」

「そうよね。人が居るはずないわよね」

　必要以上に力強くマイカが同意する。

「一応、書類上は『霊れい障しよう』って事になってるんですけど、だったらどうして霊障はおさまったんでしょう？　勝手におさまるなんて、そんな都つ合ごうのいいことある訳ないじゃないですか」

「いや、そう決めつけるのはよくないよ」

　うん、とマイカは頷く。……たまには、そういう事だってあるかも知れない。

「そうですか？　まあ、今のところ、何か事件に発展するって事もありませんけど」

　ふう、とマナは吐と息いきをもらした。

「でも、父は、事故に見せかけた公金の横おう領りようじゃないかって疑ってます。王都の再開発計画絡がらみで、結構そういう事件が頻ひん発ぱつしてるんですよ」

　現在、王都では新たな再開発計画が進められている。第何次だかの全国総合開発計画の一いつ環かんだ。もっとも、王都のあるべき姿について明確な具体像がないし、担当官庁がそれぞれ勝手に計画を進めているから、その有効性については疑問が残る所だ。

「ふぅん。……って、どうして、あなたの父親がそんな事気にしてるのよ？」

　マナの父親が王国議会の代議士になった事は知っている。だが、議会に認みとめられた権能はごく限定的で、立法権と財政に関する承認権があるに過ぎない。

　王国の主権は王室のものであり、国権の多くはその使用人たる官かん吏りの手に握にぎられている。憲法の制定と議会の設立によって、民衆には、君主の所有物ではなく一個の人間としての権利が認められるようになった。だが、それは消極的な自由を保障するにとどまる。その民衆の代表に過ぎない代議士が、国策に深く関かかわる分野で、官吏に対たい抗こうする事はほぼ不可能だ。公金の横領は、むしろ王家に対する反逆と見なされ、国王の輔ほ弼ひつ者しやである宰さい相しようと執しつ政せい府ふによって追及される。

「だって、父は財ざい務む卿きようですから」

「ええ!?」

　マイカは驚きの声を上げた。財務卿と言えば王国の財政を司つかさどる要職であり、また、執政府の一員でもある。つまり、実際に国を動かしている人々の一人だ。

「少し前に、王国宰相が交替しましたよね？　その新しい宰相が代議院第一党の党首なんです。で、同じ政党の代議士である父も一いつ緒しよに執政府入りが決まりまして」

「どうりで」

　マイカは独ひとり言ごちた。やけに警けい備びが厳げん重じゆうだから、妙だとは思っていたのだ。財務卿なら、屋や敷しきに警備の官憲がいても不思議ではない。

　マイカの独り言には気付かず、マナが言葉を継ついだ。

「父は……父達はこのまま憲政の常道を定着させるつもりです。行政と憲政の二つが補いあってこそ、正しい政治ができるのだと言っていました」

「へえ」

　マイカは適当に相づちをうった。基本的な政治制度や噂うわさ話程度ならともかく、込み入った政界内部の話などされてもさっぱり解わからない。

「大体、以前の執政府が主張していた超ちよう然ぜん主義などというものが……」

　マナは、マイカには理解不能の話を延えん々えんと続ける。いい加か減げん、頭痛を感じてきたマイカは、かなり強ごう引いんに話の方向を変えた。

「そういえば、マナ。あなた、今、何してるの？」

　マイカの記き憶おくが確かならば、彼女もそろそろ成人しているはずだ。まさか、家事手伝いという訳でもないだろう。

「わたしの仕事ですか？　父の手伝いをしています」

「手伝い？」

「はい。秘書みたいなものです。予定を管理したり、父の名みよう代だいとして会合に出席したり……」

　言いかけて、マナは何かを思いついたようにマイカの顔を見た。

「そういえば、マイカさんは、今、どちらにいらっしゃるんです？　また、旅芸人と一緒にいるんですか？」

「……『夕ゆう凪なぎ』っていう居い酒ざか屋やで働いてる」

　少し迷まよった末、マイカは素す直なおに答える事にした。どうせ調べればすぐに判わかる事だ。

「そうですか。じゃあ、当分、王都にはいらっしゃるんですね」

　マナが嬉うれしそうに言った。

「まあね」

　マイカは『夕凪』の面々を思い浮うかべて頷うなずく。最初は、迷いが吹ふっ切れるまでの一時的な腰こし掛かけのつもりだった。しかし、今ではすっかり落ち着いてしまっている。いつかは出ていかなければならない、とは解っているが、その日を出来るだけ先に延のばしたいと思う。

「それで、その」

　少しためらってからマナは言葉を続けた。

「やっぱり、父には会わないつもりですか？」

「今さら会ったってお互たがいに嫌いやな思いをするだけよ」

「そんなこと、ないです」

　哀かなしそうにマナが言った。顔を俯うつむかせて視線を落とす。

「暗くなってきたわね」

　唐とう突とつにマイカが言った。首を傾かたむけて窓まどの外を見る。

「え？」

　マナもつられて外を見た。それから慌あわてて懐ふところから時と計けい儀ぎをとりだす。

「……あ」

　時計儀を見て、マナの顔が少し曇くもった。

「家で心配するといけないわよ」

「ええ……」

　マナが名残なごり惜おしそうな表情をする。

「そんな顔しないで。またすぐ会えるわよ」

「そう、ですね」

　マナは不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子でうなずいた。
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　コウは岸がん壁ぺきに腰掛けて釣つり糸を垂たれていた。適当に切りそろえた髪かみが海風になぶられて乱れる。

　何となく思いついて来ただけだが、釣ちよう果かはあった。魚び籠くにはカレイが数匹ひき入っている。手の平ほどの木こっ端ぱガレイだが、唐から揚あげか干ひ物ものにすればそれなりに旨うまい。

「調子はどう」

　不意にコウの手元に影かげが落ちた。振ふり返るまでもない。マイカの声だ。

「まあまあ」

　コウは、気のない返事を返す。魚籠を覗のぞいたマイカが「あら」と言った。

「ふぅん。……一匹もらうわよ」

　コウの返事も待たずに大きめの一匹を取り上げる。小こ出で刃ばを取りだし、その辺から適当な木切れを拾ひろってくる。

　木切れをまな板代わりにして、カレイをその上に置いた。カレイの首に小出刃の切っ先を当てる。力を込めると、カレイの身が大きく反そった。ぶつり、と骨を断つ感かん触しよくがあってカレイの体から力が抜ける。尾の付け根にも切れ目を入れて、マイカはカレイの身を持ち上げた。

　しばらくカレイの身を折り曲げて血を抜ぬいてから、マイカはまな板代わりの木切れの上にカレイを乗せた。頭を落とし、身を五枚にする。小出刃の刃を立てるようにしてカレイの皮を引いた。

「はい」

　皮を引いたままのカレイの身をコウに差し出す。コウは黙だまってそれを受け取った。マイカはそのままコウの隣となりに腰こしを下ろす。

「……醤しよう油ゆぐらいないのか」

　カレイの身を囓かじってコウが言う。新鮮なカレイは、泥どろ臭くささも生なま臭ぐささもなかったが、それでも少し物足りない気がする。

「贅ぜい沢たくいいなさんな」

　マイカもカレイの身を噛かみながら言った。包ほう丁ちようもまな板もきちんと洗ってないので、多少鱗うろこがついてしまっているのはご愛あい敬きようだ。

「なあ」

　そうして、しばらく黙ってカレイの身を噛んでいたコウが言った。
















「なによ？」

　マイカは顔を振り向けて釣り糸を垂れるコウの横顔を視みた。ひょろりと長い手足と、意外と整った顔立ちが間近にある。風に乱された髪は、恐おそらく櫛くしも通していないのだろうが、きちんと洗っているらしく清せい潔けつだった。

　カレイの身に残っていた小骨を海に向かって吐はき出して、コウが言葉を続けた。

「この間の娘こは誰だ？」

「マナ？……大事なお友達よ」

　マイカは質問をはぐらかそうとした。だが、コウはしつこく食い下がってくる。

「どういう娘なんだ？」

「なに？　興味あるの？　やめときなさいよ。ああ見えて、実は財ざい務む卿きようの愛まな娘むすめなんだから。下へ手たに手を出すと、タダじゃ済すまないわよ」

「そんな娘と、どうして君は知り合いなのさ？」

「…………」

　マイカは言葉に詰つまる。

「やらしいわね。女の子の事、あれこれ詮せん索さくしてるんじゃないわよ」

　ようやく、マイカはそう返した。

「君は、帰る家がないって言ったよな」

　構わず、コウは言葉を重ねる。

「あたしが嘘うそついてるっての？」

「いや。……だったら、ずっと『夕凪』にいるんだよな？」

「何よ、急に。……そんなの当たり前じゃない」

「そうか」

　それきり、コウは黙って釣り糸を垂れていた。その横顔が紅あかく見えたのは、弱々しい冬の陽ひ射ざしと身を切る寒さのせいだろう。マイカは、とりあえずそういう事にしておいた。







　第四章　『月の寵ちよう臣しん』
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　マイカはまな板に屈かがみ込んで、三枚におろした鯖さばの中骨を、骨ほね抜ぬきを使って抜いていた。〆しめ鯖さばにするためである。

『夕ゆう凪なぎ』では、〆鯖を漬つける時に独特の調味をほどこしたダシ汁じるを混ぜる。複雑な旨うま味みとほのかな酸さん味みがある〆鯖は『夕凪』の人気商品の一つだった。

　コウは裏庭の片づけをしている。今日は、保存分も含ふくめて、大量の食材が入ってきたため、その整理をしているのだ。通い箱などは、綺き麗れいに洗って返さなくてはならないから、結構手間がかかる。

　すでに夜もかなり更ふけている。そろそろ客が切れ始める時刻だった。店ではサヨリが、いつものように左目に包帯を巻まいた姿すがたで給きゆう仕じをしていた。

　その時、ガラガラという音が響ひびいて、『夕凪』の入り口の戸が開いた。ろれつの怪あやしい口調で、辺あたり構わぬ大声を出しながら、三人の客が入ってくる。その客達は枯かれ草くさ色の軍服を着ていた。

　マイカは、軍人達の姿を見て、思わず眉まゆ根ねを寄せた。彼女は、あまり軍人が好きではない。特に何か恨うらみがあるという訳ではないのだが、そのどこか人を見み下くだしたような雰ふん囲い気きが嫌きらいだった。また、人殺しを職業にしているという事実も気に入らない。

「いらっしゃいませ」

　サヨリが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして軍人達を出で迎むかえた。マイカの個人的な好みはともかく、金を払はらってくれる限り誰だれでもお客様である。サヨリは、空あいている席に三人を案内した。

「注文入ります」

　サヨリがそう言うと、注文の覚え書きを記しるした紙片を紙立てに挿さした。マイカは、注文を確かめて、手早く調理に入る。

　店内で、サヨリの歌声が響き始めた。また、常連の誰かがせがんだのだろう。忙いそがしい時間には無理だが、こうして客が少ない時にはできるだけ要望に応こたえるようにしている。伴ばん奏そうを付けてやりたい所だが、今は注文が入っている。マイカは澄すんだ歌声を聞きながら、包丁を使った。

　不意にサヨリの歌声が途と切ぎれた。不ふ審しんに思ったマイカがまな板から顔を上げると、サヨリが酔よった軍人に絡からまれている。

「なんだ、貴き様さま、それが客に対する態度か？」

　軍人の一人がサヨリの腕うでをつかんだ。

「すみません。何かお気に障さわりましたでしょうか？」

　サヨリが腕をつかまれたまま、丁寧に謝しや罪ざいする。酔っぱらいのあしらいも女給の仕事のうちだ。

「その態度が客をなめているというんだ……大体、何だ、その包帯は？」

　そういうと、別の一人がサヨリの顔に手を伸のばした。ほとんど反射的にサヨリはその手を払はらいのけた。

「貴様っ！」

　三人の軍人が激げつ昂こうした声を上げた。

「すみません。ですが、この包帯はお客様を不快にしないために……」

「不快かどうかは我われ々われが決める事だ。……押おさえつけろ！」

　三人の中で、一番威い張ばっていた男が、他ほかの二人に命令した。命令された二人は、サヨリの両側から腕をつかむと、そのまま彼女の上体を仰あお向むけにして卓子つくえの上に押さえつけた。

　サヨリは、振り払おうと思えば力ちから任まかせに振り払えるのだが、相手は一応客という事で、抵てい抗こうしかねているようだった。もがくサヨリの姿が軍人達の嗜し虐ぎやく心しんをそそったらしい。軍人は、だらしない笑みを浮うかべると、サヨリの顔に手を伸ばして包帯をむしり取った。

「！　こいつ」

「人形か!?」

　軍人達は、包帯の下に隠かくされていたサヨリの金属むきだしのセンサーを見て、一いつ瞬しゆん、ひるんだようだった。しかし、すぐに、にたにたとした笑みを浮かべる。

「人形の分ぶん際ざいで、人間様に楯たて突つくとはな」

「これは、我々が教育してやらねばなるまい」

　この状じよう況きようにあって、サヨリは相変わらず無表情だった。左目のレンズが焦しよう点てんを合わせる微かすかな唸うなりが響ひびく。卓子の上に、仰向けに押さえつけられた状態で、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「これ以上は、他のお客様の迷めい惑わくになります。どうか……」

「こいつ、まだ逆さからう気か！」

　サヨリの頬ほおが鳴った。軍人が平手で殴なぐりつけたのだ。

「どうせ痛みなど感じないんだろうが、この人形がっ！」

　サヨリを殴りつけた軍人が吐はき捨すてるように言う。

「おい、そのくらいにしたらどうだ？」

　見かねて客の一人が止めに入る。その客を、軍人は酔いに濁にごった目で睨にらみ付けた。

「なんだと、貴様！　我々の邪じや魔まをするか、ああ？」

　軍人は客の胸むなぐらをつかむと酒臭くさい息をはきながら言った。

「貴様ごとき平民が、偉えらそうな事を吐ぬかすな！」

　そう叫さけぶと腕を振り上げる。

「やめてくださいっ！」

　サヨリが叫んだ。軍人がゆっくりとした動作で振り返る。

「その人は関係ありません!!　暴力は……」

　その言葉が終わらないうちに、サヨリの顎あごに拳こぶしが叩たたき込まれた。ガッという硬い音が響ひびいて、サヨリが顔をのけぞらす。

「っ！」

　サヨリは小さく悲鳴を上げた。この程度で壊こわれる事はないが、だからと言って叩かれて気持ちが良い訳もない。軍人は客を床ゆかに投げ捨てると、サヨリの顎をつかんだ。そのまま強ごう引いんに彼女の顔を自分の方に向けさせる。

「悲鳴なぞ上げおって、人間のふりをすれば我々が手て加か減げんするとでも思っているのかっ！」

「……すみません」

「まったく人形の分際で……」

　そう言いながら軍人はサヨリの顔を眺ながめた。その視線が、首くび筋すじから胸元へと、なめるように移動する。

「おい、どこまで人間と同じに出来ているか確かめてみたらどうだ？」

　サヨリの腕を押さえつけているうちの一人がそう言った。だらしなく顔を緩ゆるませている。人形相手に何を期待しているのか知らないが、みっともない事この上ない。

「そうだな」

　サヨリの顎をつかんでいる軍人もニタニタとした笑みを浮うかべてうなずいた。

「何を……」

　サヨリの声に狼ろう狽ばいが混じった。さすがに男達の態度に不ふ穏おんなものを感じたらしい。

「うるさい、貴様はおとなしくしていろ！」

　男はそう怒ど鳴なりつけると、空いている方の手をサヨリの女給服の胸元に伸ばした。その手がピクリと震ふるえて空中で止まる。

「どうした？」

　先ほどいかがわしい提てい案あんをした軍人が尋たずねた。

「…………」

　だが、硬こう直ちよくしている軍人は何も言わない。その身体からだが不意に揺ゆらぎ、床ゆかに倒たおれ込む。

「おい！」

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　突とつ然ぜんの事態に、二人の軍人が狼狽した声を上げる。

「お客さん、どうしたんですか？」

　マイカが笑みを浮かべて軍人達に歩み寄った。

「なんだ、貴様？」

　サヨリを押さえつけていたもう一人の軍人が訝いぶかしげにマイカを視みた。どう見ても、まだ少女といってもいい年ねん齢れいの小娘である。藍あいの作さ務む衣えに割かつ烹ぽう着ぎを着て、幾き何か柄がらの手て拭ぬぐいで髪かみを押おさえている。その物言いから店員という事は見当がついたが、職業軍人を相手に一体何をするつもりなのだろう。

「貴様も人形か？」

「いえ、別にそういう訳じゃありませんけどね」

　マイカはにっこり笑った。

「だったらすっこんでろ！　それとも、この木で偶くと一いつ緒しよに教育して欲しいのか」

「どちらかというと、教育が必要なのはお客さんの方だと思いますが？」

　その軍人が浴びせられた言葉の意味を理解するまでに少しの間があった。

「貴様っ！　小娘の分際で我らを愚ぐ弄ろうするかっ！」

　軍人がサヨリから手を離はなしてマイカにつかみかかろうとした。マイカは伸ばされた腕をかいくぐると、男の首筋に手を伸ばした。鎖さ骨こつの隙すき間まに人差し指と中指を揃そろえて突つき入れる。

「がっ！」

　軍人が痛みにうめき声を上げた。マイカは軍人のうめきに構わず、容よう赦しやなく指を喰くい込ませる。そのまま鎖骨に指を引っかけて軍人を床に引き倒した。

「な、なにを！」

　残った一人はようやく事態を悟さとった。狼狽したようにサヨリとマイカを交こう互ごに見る。軍人を床に引き倒したまま、マイカが言った。

「サヨリ、構わないからやっちゃいなさい。……痕あとが残らないようにね」

「しかし……」

「ほっといたら他のお客に迷惑でしょうが。これも仕事のうちよ」

「はい」

　サヨリは、納なつ得とくしたように頷うなずいた。自分の腕をつかんでいる軍人の手首を、解放された方の手で取る。そのまま相手の肘ひじを卓子つくえに押しつけ、手首を直角に曲げるようにして上から押さえ込んだ。

「いっ！」

　軍人が悲鳴を上げた。手首と肘が極きまっているが、肘が卓子で固定されているために逃のがれる事が出来ない。軍人の額ひたいから脂あぶら汗あせがにじんだ。

「き、貴様ら、こんな事をして、ただで済すむと思っているのかっ！」

　マイカに押さえ込まれている軍人が苦痛をこらえて喚わめく。マイカはにっこり笑うと軍人の耳元でささやいた。

「まさかぁ？　このままで済すませるワケないじゃないですか」

「き、き、貴様、何をする気だっ？」

　床に押さえ込まれている軍人が、蒼あおざめた顔で言った。マイカが楽しそうに言う。

「さあ？　どうするのがいいと思います？　最さい期ごの願いぐらい聞いてあげますよ」

「ま、待て、解わかった、謝あやまる、この通りだ」

　軍人が血の気の引いた顔で言う。マイカはサヨリに顔を向けた。

「だってさ。どうするサヨリ」

「それでは、できるだけ苦しまない方法でお願いします」

　サヨリがさらりと言った。軍人が恐きよう怖ふの悲鳴を上げる。

「助けてくれっ！　人殺しだっ！」

　その叫さけびが途と中ちゆうで途切れた。マイカが隠おん形ぎようさせていた犬神を憑つかせたのだ。

「人聞きの悪いこと言わないでくださいよ」

　マイカはそう言うと、床に押さえ込んでいた軍人から手を離はなした。その男は、床にぐったりとして動かない。

「な、何をした!?」

　サヨリに手首を極められている軍人が喚いた。それには答えず、マイカはその男の首筋に手しゆ刀とうを叩き込む。

　蛙かえるが挽ひき潰つぶされるような声を上げて軍人が失神する。ふん、とマイカは鼻はなを鳴らした。

「感謝しなさいよ。本当なら腕の一本もへし折ってやるところなんだから」

　サヨリはその軍人から手を離した。力の抜けた男の身体がずるずると崩くずれ落ちる。マイカは、床にのびている軍人の中にいるミルに命令を下した。

「ここに入ってきてからの記き憶おくを消しちゃって」

　簡かん単たんな暗示のようなものだが、どうせもともと酔よっぱらいだ。断片的な記憶が蘇よみがえる事があっても、それを自分の体験に結びつける事はないだろう。

「そしたら、どこか……そうね、十八番街の入り口の橋の上にでも捨すててきて」

　のたのたとした動きで、ミルが憑ついている軍人が仲間を抱かかえ上げる。そのまま仲間を引きずって、戸口へと向かう。マイカが磨すり硝子ガラスの入った引き戸を開けた。敷しき居いにつまずきそうになりながら、軍人達は戸口から外へ出ていった。

　マイカは勢いよく戸を閉めた。塩でもまこうか、と思ったが、もったいないのでやめておく。その一部始終を見ていた客達から拍はく手しゆがあがった。

「あー、どもども。……えー、皆さん、わかっていらっしゃるとは思いますが、今、見た事はどうかここだけの秘密ということでお願いします」

　マイカが芝しば居いがかった仕し草ぐさでそう言った。客達の間から「わかっている」という声があがる。……どうせ、明日あしたには常連の間に知れ渡っているのだろうが。

　サヨリが乱れた服を直して、左目に包帯を巻まき直した。十八番街には移民も多いため、目や髪かみの色が違ちがう人々も珍めずらしくない。だから、サヨリの右目の紅あかい瞳ひとみはそれほど人目を引かなかった。だが、やはり、金属とレンズがむきだしの左目を見られれば、彼女の正体が自動人形だという事は判わかってしまう。

「サヨリ、大丈夫？」

　ひとしきり拍手に応こたえて、マイカはサヨリに気き遣づかわしげな視線を向けた。普ふ通つうの女の子だったら恐怖と嫌けん悪お感かんに泣なき出している所だ。

「はい。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　サヨリが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「やめてよ。悪いのはあいつらでしょ。まったく、女の子に何て事するんだか」

「……女の子、ですか」

　サヨリが噛かみしめるようにその言葉を繰くり返かえす。

「それにしても……」

　マイカは含ふくみ笑いを漏もらした。

「サヨリ、あなたもなかなか言うわね。あいつら、本気で怖こわがってたわよ」

「……？　何かおかしな所でもありましたか？」

　サヨリが不思議そうに小首を傾かしげた。少しの間があって、マイカがかぶりを振る。

「ううん。気にしないで。……あなた、本当に良い娘こだわ」

　マイカはサヨリの肩かたをポンポンと叩たたきながら言った。




　　　　二




　次の店休日。コウ達は港こう湾わん地区と工業地区の廃はい棄き物ぶつ置き場を巡じゆん回かいに出かけた。……ありていに言えばゴミ漁あさりである。

　サヨリが軍人に絡からまれた一件もあり、マイカもゴミ漁りに参加していた。色いろ違ちがいでもいいから、サヨリの目を入れてやりたいと思ったのだ。

　半日かけて、コウ達は工業区く域いきの廃棄物置き場をまわった。しかし、今の所、収しゆう穫かくはない。大体、廃棄物というのは、いらなくなった物を指すのだから、そうそう都つ合ごうよく欲しい物が手に入るという考えが甘あまいのかも知れない。

　むなしく空の荷車を引いて、彼等らは歩いていた。今、いる場所は、十八番街の南の外はずれにある港湾地区だった。工業地区と隣りん接せつしており、原料の陸りく揚あげや製品の輸送などに使われる各種の港湾施し設せつがある。しかし、近年は、工業地区がさらに郊外に移動した事により、施設の多くが放ほう棄きされつつあった。

　縦じゆう横おうに走る運河で区切られた河岸には倉庫が建たち並ならび、その隙すき間まで複雑な路ろ地じを形成している。潮しおの匂においを含ふくんだ湿しめった風が倉庫の間を寂さびしげな音を立てて吹ふき抜ぬけていった。

「あれ？」

　コウは辺あたりを見回した。どこかで路みちを間違えたらしい。いつの間にか見たことのない風景に迷まよい込んでいた。

　辺りには積み上げられた荷物や作業用のゴーレムが防水布をかけられてたたずんでいる。まだ陽ひは落ちていなかったが、斜ななめに射さし込む陽射しはいかにも弱々しかった。人ひと影かげはまばらであり、作業員や船員風の男達が時折早足で行き過ぎる程度である。

「何？　迷ったの？」

　マイカが遠えん慮りよのない口調で尋たずねる。

「いや、まあ……」

　コウは曖あい昧まいに答えた。

「さっきの曲がり角を間違えたらしいな」

「引き返す？」

　何となくそれも癪しやくだ。

「いいさ、このまま行ってみよう。何か新しい発見があるかもしれない」




　コウ達は複雑に折れ曲がる路地を進んでいった。いくつか分かれ道もあったが、ほとんどはすぐに行き止まりが見えるようなものだったので、迷うことなく路地を進む。

　そのまましばらく進むと不意に開けた場所へ出た。潮のにおいが鼻はなにつく。一いつ瞬しゆん、海に出たのかと思ったが違うようだ。縦横に走っている運河の一つにぶつかったらしい。

　もう一本、彼等が進んできた路地と平行して走っている運河があり、その運河とコウ達の行く手を遮さえぎった運河は十字に交わっていた。その角に大きな倉庫が三つならんでいる。

　倉庫の前には何やらごちゃごちゃと廃材が積み重ねられている。それ以外には特に何もない。

「行き止まり？」

　マイカは眉まゆ根ねを寄よせた。無む駄だ足あしになったかと思うと何となく腹が立つ。

「まあ、そうみたいだな」

　居い心ごこ地ち悪そうにコウが言った。

「ここまで来て？」

　むー、とマイカが猫ねこのように唸うなる。その視線が河岸にならんだ三つの倉庫に止まった。

「サヨリ、あの倉庫の持ち主、わかる？」

　マイカがサヨリに向かって訊きいた。サヨリが記き憶おく野やの情じよう報ほうを検けん索さくする。

「……あの倉庫に関する情報はありませんが、この地区は再開発地域に指定されています。ですから、近々、この辺あたりの港湾施設は取り壊こわされる予定です。土地の買ばい収しゆうも終しゆう了りようしているようですし、あの倉庫もすでに放ほう棄きされているのではないでしょうか」

「……そうなの？」

　マイカが腕うで組ぐみをして言う。

「一体どうしたんだよ？」

　コウがマイカに尋ねた。マイカがはっきりとしない口調で答える。

「ちょっと、気になるのよね。女の勘かんってやつかしら？」

「なんだよ、それ」

　コウが呆あきれたように言った。

「勘、というものは、本人も意識しないで行なっている情報分ぶん析せきだという説があります」

　サヨリが冷静な口調で言う。

「サヨリ！　いいこというわね」

　マイカがポンとサヨリの肩かたを叩たたいた。

「ありがとうございます」

　サヨリが丁てい寧ねいに礼を言う。

「で、その女の勘ってやつによると、どういう事になるんだ？」

「あの倉庫に何かあるような気がするのよねぇ……」

　マイカが三つ並んで立っている倉庫を指さした。

「解わかったよ。あの倉庫を調べてみれば気が済すむんだろ？」

　コウが首を振りながら言った。




　コウ達は、とりあえず、一番手近な倉庫から調べる事にした。車しや輌りようが出入りできるような巨きよ大だいな扉とびらを引き開ける。倉庫の扉は、古びた外観に似合わず、意外と滑なめらかに動いた。

「お邪じや魔まします……」

　マイカは、何となく足音を忍しのばせるようにして倉庫内に踏ふみ込んだ。照明がないので倉庫の内部は薄うす暗ぐらい。

「……荷物があるわね」

　マイカがつぶやいた。予想に反して、倉庫の中には大小様々な木箱が積み上げられていた。内部も割と綺き麗れいで、定期的に掃そう除じが行われているようだった。

「まだ、使われているのかな？」

　コウがサヨリを見て言った。彼女は小首を傾かしげて倉庫内を見渡した。

「おかしいですね。荷物ごと放ほう棄きしたのでしょうか」

「それにしては手入れが行き届いてるみたいだけど？」

　そう言いながら、マイカは手近な木箱に歩み寄った。打ち付けてある蓋ふたを強ごう引いんにこじ開ける。コウが慌あわてて言った。

「おい、まずいって」

「コウ、見て！」

　マイカが緊きん張ちようした様子でコウを手て招まねきした。

「何だよ」

　コウがマイカの後ろから木箱の中をのぞき込んだ。

「！　こりゃあ……」

　コウが驚おどろきの声を上げた。木箱の中には小しよう銃じゆうがきちんと並べられて入っていた。

「本物なのか……」

　コウは小銃を一丁取り上げた。念入りに調べる。

「本物、みたいね」

　マイカも小銃を手にとってみる。槓こう桿かんを引くと軽い金属音と共に遊ゆう底ていが開いた。薬室から見える銃身には線条が切られている。手て触ざわりや重量感から判断しても本物のようだった。

「以前、陸軍で使っていた三十八式ですね」

　サヨリがコウの手にある小銃を見て言った。

「先年、新型が採用されて廃はい止しになったはずです」

「つまり、ここは軍の在庫置き場って事か？」

　コウがつぶやいた。マイカが言下に否定する。

「そんな訳ないでしょ！　横流し品よ。誰だれかが、軍の武器を闇やみ経けい路ろでさばいてるのよ」

「その可能性は極きわめて高いと思われます」

　サヨリも賛同の声を上げる。

「じゃあ、他ほかの箱も……」

　コウは小銃の箱の隣となりに置いてあった大きめの木箱の蓋を引き剥はがした。中には歩兵用の臼きゆう砲ほうが入っていた。

「こっちは大砲!?」

　コウが目をむく。

「……こっちには弾だん薬やくがあるわよ」

　やはり手近な箱を開けてみたマイカが言う。それから、呆あきれたように倉庫内に積み上げられた木箱を見渡した。

「すごいわね。これ全部が武器？」

「他の二つの倉庫も同様だとすると、一個連隊分はありますね」

　サヨリが冷静な口調で言う。コウが呆ぼう然ぜんとして言った。

「驚いたな……どうする、これ？」

「とりあえず、当局に通報しなくちゃ」

　マイカは小銃を箱に投げ込んだ。金属同士がぶつかるガシャリという音が響ひびく。

「もったいないなぁ。叩たたき売ってもサヨリの修理代ぐらい軽く出るだろうに」

　コウが名残なごり惜おしそうに小銃を箱に戻もどした。マイカがたしなめるように言う。

「あなた、犯はん罪ざい者しやになりたいの？」

「うーん、犯罪者でもいいからお金が欲しいような気もする……」

「馬ば鹿か言ってないで……」

　そこでマイカは口をつぐんだ。耳を澄すませる仕し草ぐさをする。

「どうした？」

　コウが訊きく。マイカが「しっ！」と唇くちびるに人差し指を当てた。

「足音ですね」

　サヨリが抑よく揚ように乏とぼしい声で言った。コウがその意味を考える。

「まずい！　逃にげないと！」

　荷車を引いて、出口へ走り出そうとするコウの服の裾すそをマイカがつかんだ。

「馬ば鹿かっ！　今、出ていったらまともに鉢はち合あわせするわよ」

「そんな事いったって、じゃあ、どうするんだよ？」

　コウは慌あわてて倉庫内を見渡した。倉庫の出入り口は一つだけである。文字どおりの袋ふくろの鼠ねずみだ。

「とりあえず、奥おくへ」

　マイカは足音を立てないように注意して倉庫の奥へ走った。その後に荷車を引いたコウとサヨリが続く。

　大して広くもない倉庫はすぐに行き止まりになった。通用口でもあるのでは、とマイカは期待したのだが、それらしいものは見あたらない。

「窓まどぐらいあってもいいじゃない！」

　マイカが誰にともなく文句を言った。

「あまり希望的観測にすがるのはどういうものかと」

　サヨリが相変わらず淡たん々たんとした口調で言う。

「誰かいるのかっ！」

　その時、倉庫の入り口で怒ど声せいが響いた。コウ達は慌てて荷物の陰かげに身を潜ひそめた。

「何だ？」

「いや、倉庫の入り口が開いてるんでさ」

「馬鹿野や郎ろう、誰かに見られたらどうするんだ！」

「へえ、すみません」

　声から判断して十人近くいるようだった。

「確かに閉めたはずだったんだけどなぁ」

　ブツブツ言いながら、男達の一人が倉庫の扉を閉めようとする。

「！　あれは……」

「どうした？」

「いえ、あの荷車」

　その言葉にコウの心しん臓ぞうは縮ちぢみ上がった。とっさの事に荷車まで手が回らず、入り口から丸見えの場所に放置したままである。気づかないでいてくれる事を期待したのだが、相手はそこまで間ま抜ぬけではないらしい。

「あんな物、なかったはずですぜ？」

「やはり、誰かいるってのか？」

　男達の声に険けわしさが増した。

「どうする？」

　コウは小声でマイカにささやいた。そんな事をしている間にも、男達は倉庫の中を調べ始める。このままでは見つかるのは時間の問題だ。

「どうするったって……こうなったら強行突とつ破ぱしかないんじゃない？」

　マイカが短たん絡らく的てきな結論を出す。

「これだけ爆ばく発はつ物ぶつがあれば、連中もそう無茶はできないはずだし」

「そういう出たとこ勝負みたいなのって、なんか嫌いやだなぁ」

　コウが渋しぶい顔をした。マイカが小声で叱しつ咤たする。

「男でしょ！　覚かく悟ごを決めなさい！」

「その発言は性差別だぞ！」

　コウが負けじと言い返す。

「ご相談はまとまりましたでしょうか？　そろそろ、こちらに来ますが？」

　サヨリが箱の陰かげから男達の様子を観察しながら言った。男達は、箱の陰や中を調べながら、次し第だいにこちらに近づいてくる。

「合図をしたら、そこの箱、思いっきり倒たおして」

　マイカは積み上げられた木箱の一つを指さした。

「中身が爆発物だったら、どうするんだ？」

　コウがもっともな指し摘てきをする。

「ちょっとひっくり返したくらいでいきなり爆発はしないでしょ……多分」

　マイカが無責任に答える。そうこうするうちに、男達の一人がコウ達の隠かくれている木箱の側そばへやってきた。

「今よっ！」

　マイカはそう叫さけぶと思いきり木箱を押おした。コウとサヨリも一いつ緒しよに木箱を押す。人一人がすっぽり入りそうな木箱が大きな音を立ててひっくり返った。すぐ側にいた男が悲鳴を上げて木箱の下した敷じきになる。

「なんだっ!?」

「こっちだ！」

　男達が混乱した叫び声を上げた。その混乱に乗じて、マイカ達は一気に物陰から飛び出す。

「いたぞ！」

「たたっ殺せ！」

　マイカ達の姿を認みとめて、男達が殺気じみた声を上げた。男達の手に物ぶつ騒そうな得え物ものが鈍にぶい輝かがやきを放はなつ。

　マイカ達は、一気に倉庫を走り抜けた。どうにか倉庫の入り口にたどり着き、外へ走り出る。

「あ、外には……」

　サヨリが何かを言いかけたが、その時にはマイカは外へ飛び出していた。

「……え!?」

　マイカは、思わず身体からだを硬こう直ちよくさせた。続いて飛び出してきたコウも同じく硬直する。外には、何やら柄がらの悪い男達が数十人ほどもいた。男達は二手に分かれて向かい合っており、その間の地面には札さつ束たばの詰つまった鞄かばんがいくつも口を開けて置いてある。

　男達が一いつ斉せいに倉庫から飛び出してきたマイカとコウを視みた。

「ええと……」

　コウが唇をなめてつぶやいた。どうみても、非合法な取引が行われている現場である。取引されている商品は想像がついた。十中八九、倉庫の中の大量の武器が取引の対象だろう。

「てめえらっ！」

「何者だっ！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後に、男達が口々に叫んだ。

「こっち！」

　マイカは、まだ硬直しているコウの襟えり首くびをひっつかんで、今出てきたばかりの倉庫に駆かけ戻もどった。

「戻ってどうするんだよ？」

　コウが抗こう議ぎの声を上げる。

「いいから入り口閉めて！」

　マイカはそう叫ぶと、入り口の巨きよ大だいな扉とびらの片方を押おした。コウも慌あわててマイカに倣ならう。

「鍵かぎがない？」

　コウは扉に錠じようを下ろそうとして声を上げた。倉庫に内側から鍵をかける人はそうはいないだろうから、当然と言えば当然である。

「やろうっ！」

　その時、怒ど声せいと共に、倉庫の中にいた男達が殺さつ到とうしてきた。

「ああ、もう、この忙いそがしい時にっ！」

　マイカは扉を両手で押さえたまま、飛びかかってきた男に蹴けりを入れた。まともに蹴りをうけた男の身体が後ろに倒たおれ込み、不安定に積み上げてあった荷物の山に頭から突つっ込んだ。

　派は手でな音を立てて木箱の山が崩くずれた。その音に混じって何やら蛙かえるが挽ひき潰つぶされたような声が聞こえたが、まあ、死んではいないだろう。

　コウは魔ま法ほう円えんを喚よび出すと、灯あかりの呪じゆ文もんを遣つかった。倉庫には、明かり取りの天てん窓まどがあるだけなので、入り口を閉めた今、夜よ目めの利きくマイカやサヨリはともかく、コウなどは危なかっしくて歩く事もままならない。

　だが、灯りをともした事は、倉庫内の男達に攻こう撃げきの目標を教える事にもなった。慎しん重ちようにマイカ達を取り囲んでいた男達が、手に手に短刀を閃ひらめかせて一いつ斉せいに斬きりかかってくる。

「サヨリっ！　扉を押さえてて！」

　マイカはサヨリにそう言うと、殺到してくる男達に向き直った。素す早ばやく周囲の状じよう況きようを確かく認にんする。

　相手の人数は四人。それに対してマイカは一人だ。サヨリは扉から手が離せないし、コウはこういった乱らん闘とうではアテにならない。犬神を連れてくれば良かった、とチラと思ったが、今さらそんな事を言っても始まらない。

　マイカは、手近な一人に向かって一息に間合いを詰つめた。彼女の倍はありそうな大男だ。反射的に男が突き込んできた短刀を相手の手首を打ってそらし、マイカは男の懐ふところに飛び込んだ。体勢の崩れた男の膝ひざを踏ふみつけて動きを殺し、踏みつけた膝を踏み台にして肘ひじで顎あごを打ち上げた。大男は脚を踏みつけられているために衝しよう撃げきを逃にがせない。強きよう烈れつな手て応ごたえがあり、骨の砕くだける音が響ひびいた。大男の頭が後ろに弾はじける。口から血ち泡あわをふいて大男は床ゆかに倒れた。

　大男の身体を蹴けって着地した彼女に、横合いから別の男が斬りかかってきた。奇声と共に短刀が振り下ろされる。マイカは大きく一歩踏み込んで相手の腕うでを跳はね上げた。がら空あきになった胴どうに短い前蹴りを入れる。相手が呻うめいて前まえ屈かがみになった隙すきに腕を取って脇わきをすりぬけ、そのまま背中合わせに投げ落とした。

　残った二人がマイカを両側から挟はさみこんだ。身体を低くして短刀を身体に引きつけて構える。

「……！」

　同時に二人の男がマイカに斬りかかってきた。充分連れん携けいの取れた動きである。どうにか体を捌さばいてマイカは斬ざん撃げきをかわした。しかし、反撃する隙を見つけられず、一方的に斬りたてられる。

「マイカ！　目をつぶれ！」

　その時、すっかり忘れられていたコウの声が響いた。反射的にマイカが腕で目を庇かばう。次の瞬しゆん間かん、ふわふわと漂ただよっていた魔ま力りよくの灯りが、眩まばゆい閃せん光こうを発して弾けた。

「……!?」

「なんだっ？」

　視界を奪うばわれた男達が立ち竦すくむ。その隙をついてマイカが男の懐に飛び込んだ。肩かたを入れて内から外へ腕うでを振り回すようにして拳こぶしで打ち抜く。まともに顎あごに裏うら拳けんが入った男が顔を仰のけ反ぞらせて床に倒れた。

「！　てめえっ！」

　残った一人が、マイカに向かって短刀を投げつけた。彼女は身を捻ひねってどうにか短刀をかわしたが、大きく体勢を崩してしまう。そこへ男が組みついてきた。その勢いのまま、マイカを床に組み伏せる。

「へへ、こうなっちまえば……」

　男が舌なめずりしそうな声で言った。

「マイカ！」

　コウが魔法円を喚よび出しながら叫んだ。そのコウに向かって男が凄すごむ。

「おっと。妙みようなマネすると、この娘むすめっ子の首をへし折るぜ？」

　男は脅おどすようにマイカの細い首に両手をかけた。コウが歯がみをしながら喚び出した魔法円を消す。

　次の瞬間、両腕が自由になったマイカが、抱だきつくようにして男の上体を引きつけた。相手の肩かた越ごしに背中に腕を回して、男の帯おびを取る。強く帯を引きながら、男の内うち腿ももを蹴り上げて身体ごと一回転する。

　男の上に乗ったマイカは、両腕を交差させて相手の襟えりを取った。そのまま、腕全体を押し込むようにして体重をかける。ほんの数すう拍はくで、男は白目をむいて失神した。

　男が完全に動かなくなると、マイカはようやく男から両腕を放した。乱れた衣服を直して起たちあがる。

　コウは再び灯りの魔ま術じゆつを遣つかった。喚び出された魔力の灯りが、ふわりと出現する。その明かりに照らされたマイカの姿を見て、気き遣づかわしげな声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　マイカは自分の身体をあちこち触さわってみた。乱らん闘とうしている時は気づかなかったが、短刀にかすめられたらしく、服が数ヶ所に渡って斬きり裂さかれていた。うっすらと血がにじんでいる箇か所しよもある。

「大丈夫。かすり傷よ」

　その時、扉がドンドンと激しく叩たたかれ始めた。何やら怒ど鳴なっているような声も聞こえる。

「…………」

　サヨリは無言で扉を押さえつけていた。扉自体は頑がん丈じように出来ているから、そう簡かん単たんに破られる事はないが、数人の男達が相手では、彼女の腕わん力りよくをもってしても長くは持ちこたえられないだろう。

「何か、扉を押さえる物！」

　マイカが辺あたりを見回しながら言う。

「マイカ、あれ！」

　コウが目ざとく床に転がっている金属製の筒つつを見つけた。先ほどの乱闘で壊こわれた木箱から転げ出してきた物だ。内側に線条が切ってある所をみると火か砲ほうの砲身だろう。頑がん丈じようそうであるし、長さも手て頃ごろである。

　マイカとコウは、二人がかりで砲身を運ぶと倉庫の内側にある敷しき居いの上に転がした。予想通り扉のつっかえ棒ぼうにピッタリだ。同じような砲身をもう一つ見つけてきて反対側の扉も固定する。これでしばらくは時間が稼かせげるはずだ。

「しかし、驚おどろいたな」

　ようやく一息ついてコウが言った。訝いぶかしげにマイカが訊きき返す。

「何がよ？」

「君の腕うで前まえがだよ。用心棒でもやってたのか？」

「……まあ、そういう事をやってた時もあったけどね」

「へえ。実戦仕込みってヤツか」

「そんな大したモノじゃないわよ。実家が武ぶ家けだったから、子供の頃ころから武芸には縁えんがあったってだけ」

　マイカは、何気なくそう言ってしまってから、はっとして両手で口元を覆おおった。うっかり口を滑すべらせてしまったらしい。コウは気づかないふりをして話題を変える。

「それにしても、いつの間にあんなに人が集まったんだ？　先刻はいなかったぞ、あんなの」

「裏手の水路から、船の発動機音が聞こえました。おそらく、大型の平底船ではないかと思われます」

　サヨリが冷静に言った。コウが憮ぶ然ぜんとして言う。

「知ってたんなら先に教えてくれよ」

「いえ、お教えしようとしたのですが、その前にお二人が飛び出してしまいましたので」

「……まあ、過ぎた事は仕方ないわ。問題は、これから、どうやってこの場を切り抜けるかよ」

　マイカが前向きな提てい案あんをする。コウは控ひかえめに意見を述べた。

「しばらくこうしてたら、諦あきらめて帰ってくれないかな？」

「コウさん、自分でも信じていない事を言うのは現実逃とう避ひです」

「……じゃあ、この倉庫の中を調べるってのは？　これだけの武器があれば、この状じよう況きようをどうにかできる物があるかも知れない」

「秘密兵器ってやつ？……ま、悪くない考えかもね」

　マイカは倉庫の中に山と積まれた荷物を見回した。




　三人は、とりあえず手分けして木箱の中身を調べた。中身の大部分は小銃や短銃で、その他には弾薬の類たぐいが多い。偽ぎ装そうの関係か、箱の大きさもまちまちで、外観からは中身の予想が全くつかない。普ふ通つう車しや輌りようがすっぽり入りそうな木箱を苦労して開けると、底の方に小銃が数丁だけ、などという事もあった。

「うーん、使えるものがないなぁ……」

　コウは溜ため息いきまじりにつぶやいた。

「気長にやりましょう。これだけあるのですから、きっと役に立つ物があるはずです」

　サヨリが、まだ半分も調べ終わっていない武器の山を見渡して言う。

「気長にって……あまりのんびりもしてられないんだけどなぁ」

　コウは、先ほどから不気味に静まり返っている入り口の扉を見ながら言った。まさか、他の倉庫から持ち出してきた爆ばく薬やくで扉を吹ふっ飛とばす、などという手段に出るとは思わないが、向こうは向こうで何らかの対策を練ねっている事は確実だ。

「ああ、もう、まどろっこしいっ！」

　唐とう突とつにそう叫さけぶと、マイカは片かたっ端ぱしから木箱を蹴けり倒たおし始めた。壊こわれた箱から小銃の弾丸がこぼれて床に転がる。

「わあ！　危ない事するなっ！」

　コウが悲鳴を上げた。構わずにマイカは次々と木箱を叩たたき壊す。どうやら危機に直面すると逆上する性た質ちらしい。

　マイカはいらだたしげに、目の前にあった一ひと際きわ大きな木箱の蓋ふたを引き剥はがす。中身は牽けん引いん用の車輪がついた野砲だった。一瞬、大砲で外にいる連中を吹っ飛ばすという考えが浮うかんだが、すぐに頭を振ってその考えを棄すてた。危険すぎるし、人死にが出るのはできるだけ避さけたい。

「全く、ちゃんと中身がわかるように整理しときなさいよっ！」

　理り不ふ尽じんな事を言いながら、マイカは細長い木箱を蹴り飛ばした。木箱が横倒しになり、蓋が外はずれる。その中から、ごろりと全ぜん裸らの女性の躰からだが出てきた。

「え！」

　コウが床ゆかに転がった躰を抱き上げた。……細身の割にずしりと重い。

「六十六式魔ま術じゆつ歩ほ兵へい？」

　木箱の中に一いつ緒しよに入っていた小しよう冊さつ子しの表紙を読む。どうやら、軍用の自動人形らしい。年式から判断すると、一世代前の旧型だが、見たところ新品同様のようだ。おそらく、予備として在庫にされていたものなのだろう。

「喜べ、サヨリ！　代わりの擬ぎ体たいが見つかったぞ」

　コウがサヨリに向かって言った。サヨリが冷静な口調で言う。

「そういう事は、この場を切り抜けてからにした方がよろしいかと思いますが」

「……コウ、これ見て」

　突とつ然ぜん、マイカが大声でコウを呼んだ。彼女は一際大きな木箱の中をのぞき込んでいる。その中にある物を見て、コウは思わず声を上げた。

「戦術型ゴーレム？　こんな物まで……」

　戦術型ゴーレムとは、特に軍用に作られたゴーレムの事である。分ぶ厚あつい装そう甲こうは小銃程度の火力は受けつけないし、全身が〝冷たい鉄〟で出来ているからほとんどの魔術は効果がない。別名『歩兵の天敵』である。

「これが暴あばれ出したら、外の連中もあたし達どころじゃなくなるんじゃないかしら？」

「凄すごいことを言うな、君は」

　コウは呆あきれて頭を振ふった。

「こんな物が暴れたら、辺あたり一面瓦が礫れきの山だぞ？」

「ちょうどいいじゃない。どうせ、この辺りの建物は取り壊しが決定してるんでしょ」

「まあ、それはそうなんだが……」

　コウは顔をしかめた。しかし、他にいい考えもない。

「サヨリ！　このゴーレムの命令暗あん証しようを解かい読どくできるか？」

「やってみます」

　サヨリは首の後ろから導線を引っぱり出すと、ゴーレムの頭部に接続した。

「制せい御ぎよ機構は初期状態のままです。暗証は設定されていません」

「よおし。動かせるか？」

「……可能です。起動命令を送りますか？」

「やってくれ」

「了りよう解かい」

　サヨリの瞳ひとみに不思議な光が走った。同時に、戦術型ゴーレムが身み震ぶるいをする。

「作さ動どう状態を設定してください」

「そうだなぁ……」

　コウは腕うでを組んで考え込んだ。マイカが横から口をはさむ。

「とりあえず、適当に騒さわぎをおこせば充分なんじゃない？」

「適当ってのは、どのくらいなんだ？」

　戦術型ゴーレムへの命令は、通常は有線や魔ま術じゆつによる遠えん隔かく操そう作さで行われる。だが、戦場では乱戦になる事もあり得るから、半自じ律りつ的に行動させる事もできる。

「無差別攻こう撃げき命令……ってのはいくら何でもやりすぎだよな」

「ただ行進させるってのは？　これが歩き回るだけでも大騒ぎだと思うけど？」

「よし！　それで行こう」

　コウは頷うなずいてサヨリに向かって言った。

「自律状態で起動。命令は『真まっ直すぐに歩け』……出来るか？」

「はい。……命令入力、完かん了りようしました」

「そのまま命令を固定してくれ。あと、回路の閉へい鎖さも頼たのむ」

「了解しました」

　サヨリの言葉が終わらないうちに戦術型ゴーレムが起たちあがった。そのまま、意外に素す早ばやい動きで歩き出す。サヨリはゴーレムの頭部から導線を引き抜くと、床ゆかに飛び降りた。

　ゴーレムは真っ直ぐに倉庫の入り口に向かって歩き出す。

「さて、後は逃にげ道みちの確保ね」

　マイカが顔にかかる前まえ髪がみをかき上げながら言った。コウが驚おどろいて叫ぶ。

「おい！　何も考えてなかったのか？」

「……考えてなかった訳じゃないわ。忘れてただけよ」

「サヨリ！　ゴーレムを止めてくれ」

　コウがサヨリを振り返る。

「無理です。回路を閉鎖してしまいましたので、一切の命令を受け付けません」

「ああ、もう！」

　コウが頭を抱かかえた。

「『策士策に溺おぼれる』とはこういう状じよう況きようを言うのですね」

　サヨリが感かん慨がい深げに言う。コウは思わず床にへたり込んだ。

「大丈夫だって。壁かべをぶち破って逃げればいいのよ」

　マイカが、単なる思いつきのような事を言う。

「どうやって？　小銃や刀ぐらいで破れるものじゃないぞ？」

　倉庫の壁は、見た目の古さに反してかなり頑がん丈じように出来ていた。もしかすると、武器の保管庫にするために後から補強したのかもしれない。

「いいものがあるじゃない」

　マイカは床に置いてある野砲を見て言った。

「まさか、その大砲で壁を吹っ飛ばすとか言うんじゃないだろうな？」

「あたり。……確か砲ほう弾だんもその辺にあったわよね」

　マイカの記き憶おくが正しければ、先刻、手当たりしだいに木箱をひっくり返した時、手て頃ごろな砲弾が入った箱があったはずだ。

「ちょっと待て、よく考えてくれ。……第一、君は大砲を扱あつかった事があるのか？」

「多分、私が出来ると思います」

　遠えん慮りよがちにサヨリが言った。マイカがにっこりと笑う。

「これで決まりね」




　　　　三




　倉庫を取り巻まく男達は、突とつ然ぜん、不気味な音を聞いた。ズシンズシンと地じ響ひびきのような重い音が次し第だいに大きくなっていく。音源は倉庫の中のようだった。組織の親分格が部下に尋たずねる。

「おい、あの音はなんだ」

「はい……」

　部下はしばらく考えてから、ある可能性に思い至いたった。その顔から血の気が引く。

「まさか……」

「おい、どうした？」

　親分が訝いぶかしげに問いただした。

「いえ、まさかとは思うのですが、あの中には戦術型ゴーレムがあったはずでして……」

「何だと！」

　親分が激げつ昂こうした声を上げる。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　こんな所でそんな物が暴あばれて見ろ、一体どんな騒さわぎになるか」

「いえ、素人しろうとが扱える物じゃありませんし、まさかとは思うのですが……」

　その言葉が終わらないうちに倉庫の扉とびらが内側から破は壊かいされた。その中から、戦術型ゴーレムの巨きよ大だいな姿があらわれる。

　男達に動どう揺ようが走った。一いつ瞬しゆんの空白の後、「足を止めろ！」という命令が幹かん部ぶから出る。命令に従って、男達は何とかゴーレムの足止めをしようとした。しかし、太た刀ちや短たん銃じゆう程度でどうにかできる相手ではない。火砲を使えば破壊できるかも知れなかったが、あいにく重火器の類たぐいは倉庫の中である。

　男達がゴーレムを足止めしようと無む駄だな努力をしていると、いきなり砲声が轟とどろいた。一いつ拍ぱく遅おくれて、隣となりの倉庫から火柱があがった。

「!?　あいつら、火砲まで……」

　部下が蒼あおざめた顔でつぶやいた。発射角や砲声から判断して、使われた砲は、歩兵が携けい行こうする臼きゆう砲ほうや歩兵砲などではなく、陣じん地ちで砲兵が運用するための大型の砲である。しかも、使用された砲弾は、要よう塞さいなどの硬目標に対して使われる徹てつ甲こう焼しよう夷い弾だんのようだった。倉庫の壁には多少の補強がなされていたが、至し近きん距きよ離りからの徹甲焼夷弾の直ちよく撃げきの前には紙も同然だ。

　再び砲声が響いた。今度の砲弾は、隣の倉庫を丸々貫かん通つうして、三つ目の倉庫に飛び込んだ。どの倉庫の中にも武器弾薬が積み上げてある。一拍遅れて凄すさまじい音と共に倉庫の屋根が吹き飛んだ。弾薬が誘ゆう爆ばくしたらしい。パンパンという小銃弾が暴発する連続音が響く。

　部下は思わず頭を抱かかえ込んだ。その目の前を、悠ゆう然ぜんとした足取りで戦術型ゴーレムが歩き過ぎる。今日は、彼にとって人生最悪の厄やく日びになるようだった。




「これだけやれば充分じゃないかな」

　コウは、立て続けに行なった零れい距きよ離り射しや撃げきにより、大おお穴あなの開いた倉庫の壁を見て言った。

「そうね」

　マイカがうなずいた。サヨリの予想通り、隣の倉庫にも武器弾薬の類が積み上げられていたらしい。砲撃によって発生した隣の倉庫の火災は次第に激しさを増している。じきに、三人が潜ひそんでいる倉庫にも類るい焼しようするだろう。ここには大量の爆発物がある事を考えると、一刻も早く逃にげだすのが得とく策さくのようだ。

「これ以上、騒さわぎが大きくならないうちに退散しましょ」

「あ、ちょっと待って」

　コウは床に転がっていた魔ま術じゆつ歩ほ兵へいの躰からだを抱かかえ上げた。

「コウさん、それは火事場泥どろ棒ぼうではないのですか？」

　サヨリが冷静に指し摘てきする。コウはサヨリを諭さとすように言った。

「それは違ちがうぞ、サヨリ。こういうのは『緊きん急きゆう避ひ難なん』とか『正当防ぼう衛えい』って言うんだ」

「そういうものなのですか？」

　サヨリが釈しやく然ぜんとしない様子で小首を傾かしげた。




　壁かべの穴を抜けると、そこは隣となりの倉庫との間に出来た狭せまい路ろ地じだった。

「裏手に船があるとか言ってたわよね」

　マイカは運河の方向に目をやった。倉庫の前ではゴーレムが大暴れしているだろうから、そこへのこのこ出ていくのは得策ではない。万が一、船が手に入らなくても、運河を泳いで渡れば逃げられる。焼け死んだり、怒いかり狂くるった暴ぼう漢かんになます斬ぎりにされたりするよりは、寒中水泳の方がはるかにマシである。

　マイカはそう判断すると、狭い路地を倉庫の裏手に向かって走った。その後を、魔術歩兵の躰を抱かかえたコウとサヨリが続く。

　果たして、倉庫の裏手は小さな船着き場になっていた。運河の護ご岸がんには階段が刻まれている。おそらくは、この倉庫が建てられた当初に、一いつ緒しよに造られたものだろう。

　船着き場には、一艘そうの平底船が係けい留りゆうされていた。船頭らしき男が、ポカンとした顔をして陸の騒ぎを見上げている。

　マイカは護岸の上から船に直接とび降りた。物音に船頭が振ふり返る。

「なんだ、お前……」

　彼の言葉を最後まで聞かずに、マイカは鳩尾みぞおちに掌しよう底ていを叩たたき込んだ。「うっ」とうめいて船頭が船底に崩くずれ落ちる。

「だんだん行動が犯はん罪ざい者しやじみてきたな」

　もやい綱づなをほどいて船に乗り込んだコウが言った。

「…………」

　魔術歩兵の躰を抱えたサヨリが黙だまって船に乗り込む。

「ええっと、これでいいのかな？」

　マイカは船外機の紐ひもを引っ張った。船外機が身み震ぶるいをして動き出す。

「おい、船の操そう縦じゆうなんてできるのか？」

　コウが心配そうに訊きいた。マイカがあっけらかんとして言う。

「やった事はないけど、見た事はあるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「サヨリ、頼たのむ！」

　コウはサヨリを振り返った。サヨリがすまなそうに言う。

「申し訳ありません。私の記き憶おく野やには船せん舶ぱくの操縦に関する情報はないようです」

　コウは思わず頭を抱えた。




　結局、三人は、すぐにその平底船を降りる事になった。マイカがいきなり対岸に船で乗り上げたからだ。

「あー、死ぬかと思った」

　コウが肩かたで息をしながら護岸の上にへたり込んだ。

「まあ、ちゃんと無事に脱だつ出しゆつできたんだからいいじゃない」

　マイカが全く悪びれた様子もなく言う。

「とにかく、これ以上この場所に留とどまるのは危険です。先を急ぎましょう」

　サヨリが、魔術歩兵の躰を、船にあった防水布でくるみながら言った。

「そうね、こんな所、人に見られたら、あたし達が犯人だと思われちゃう」

　マイカは、対岸で派は手でに炎ほのおと煙けむりをあげている倉庫と、足あし元もとで舳へ先さきを護岸に突つっ込んでいる平底船を見て言った。

　三人は、河岸から続く路地の一つに入り込んだ。




　三人が、路地から大通りに抜け出すのとほぼ同時に一ひと際きわ大きな爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。振り返ってみると、巨きよ大だいな火柱が空に向かって伸のび、その周まわりから真っ黒な煙が立ち上のぼっている。これだけ派手にやれば通報するまでもなく当局が駆かけつけてくるだろう。

「ふう、ここまでくれば一安心」

　コウがまるっきり犯罪者の台詞せりふをつぶやいて、息をついた。その横をけたたましい警けい鐘しようを鳴らしながら消防車しや輌りようが走り抜ける。

「……一体、何だったのかしらね」

　マイカがポツリとつぶやいた。どうやら、かなり大きな犯罪の一いつ端たんを垣かい間ま見みたようだったが、それがどのような全体像を持っているのか皆かい目もく見当もつかない。

「平へい穏おんな日常の裏側ってやつだね」

　コウがもっともらしく頷うなずいた。




　港こう湾わん地区での不ふ審しんな火か災さいは、しばらくの間、王都の人々の話題になった。だが、結局、単なる事故という事になり、すぐに忘れ去られていった。人々は日々の暮らしに忙いそがしかったし、王都にはもっと刺し激げき的てきな事じ件けんがいくらでもあったからだ。

　事件を揉もみ消す方向に何らかの力が働いた事は確実だった。しかし、具体的にそれがどういったものであるのか、コウ達には知る術すべもないし、知りたいとも思わない。それは、平穏な日常を送るためには知らない方が良い類たぐいの事だ。

　倉庫で見つけた魔術歩兵の擬ぎ体たいは、現在、コウが分解調査中である。アシがつかないように、という事だったが、マイカには新しい玩具おもちやを手に入れてはしゃいでいるようにしか見えない。サヨリの躰が新しくなるまで、まだしばらくの時間がかかりそうだった。

　そうこうするうちに年の暮れも押おし迫せまり、『夕ゆう凪なぎ』は一層その忙しさを増していった。







　第五章　『星の宿り』
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　コウは魔ま術じゆつ道具屋の入り口を開けた。

　店内は古い物に特有の匂においに満ちていた。素人しろうとには何に使うのか解わからない道具がごちゃごちゃと積み上げてある。その間を、コウは注意深く歩いた。

「いらっしゃい」

　店の奥おくに座っていた顔色の悪い店主が陰いん気きに声をかけてくる。店主の前には、薄うす汚よごれた卓つくえが一つ置かれていた。

「今日はどうしたんです？」

「いや、近くまで来たから、ちょっと寄ってみたんだ」

　コウが店内を見回しながら言う。相変わらず、陰気な店だ。

「ああ、そういえば、この間、納品してもらった護ご符ふね……」

　ぼそぼそと店主が聴きき取とり難にくい声で言う。

「割と評判良かったですよ。効果はそれなりだけど、なんてったって格安だからね」

　何がおかしいのか、店主は軋きしむような笑い声をたてた。

「…………」

　コウは何と答えたものか解らず、黙だまり込む。店主は気にした様子もなく言葉を続けた。

「また出来上がったら持ってきてくださいよ。今度は、もう少し良い値段で買い取らせてもらいます」

　どうやら、これはこの店主なりの誉ほめ言葉らしい。そう判断したコウは、とりあえず「ありがとう」と礼を言う。

「そうそう、今日はちょっと珍めずらしい物があるんですよ」

　店主は卓の下から、何やら布包みを取りだした。

「これなんですがね」

　卓の上で布包みを開く。中からは、手の平に載るほどの平たい石が出てきた。

　コウは石を注意深く視みた。石の表面には、蜘く蛛もの形をした模も様ようがついている。その模様からは、禍まが々まがしい邪じや気きを感じた。単なる蜘蛛の化石という訳ではなさそうだ。

「……これは」

　コウは、手を伸のばしてその石を持ち上げた。素す早ばやく記き憶おくを手た繰ぐる。呪まじない士から譲ゆずり受けた帳面に、これと似た写生画があったはずだ。

「〝アトラク＝ナクアの仔こ〟か？　初めて見た」

　アトラク＝ナクアとは〝地の底で橋を架かける者〟として伝でん承しようされる神である。今となっては憶おぼえている者も少ない旧ふるい神々の一柱はしらだ。

　店主が例の軋むような笑い声を上げた。

「その通り。さすがはコウさん。よく一目でわかりましたね」

　お世せ辞じのつもりなのだろうか。ぼそぼそと聴き取りにくい声で店主が言葉を続ける。

「つい先日、異国風の船乗りが持ち込んできましてね。その男は、これが何なのか解っていない様子でしたが」

　店主は、コウの手から石を取り上げた。

「あたしにはすぐに解りましたよ。いえ、あたしも実際に見るのは初めてですけどね。商人の勘かんってやつですかね」

「いくらかな？」

　コウは石を包み直す店主の手元を見ながら尋たずねた。

「話が早くて助かります。そうですね……」
















　狡こう猾かつそうな表情で店主の提てい示じした金額は、コウにはかなり良心的に思えた。

「いいのか？　そんな値段で」

「はい。勉強のしすぎとは思いますけど、まあ、仕入れ値がタダ同然でしたからね。いつもお世話になっている御お礼れいと言うことで」

　それにね、と店主は言葉を継ついだ。

「こんなもの、この辺あたりで買ってくれるのはあなたぐらいのものですし」

　違ちがいない。コウは納なつ得とくして頷うなずいた。




　魔術道具屋を出ると、コウは足早に歩き始めた。足りなくなった食材を買いに来たついでの寄り道である。早く戻もどらないとマイカにどやしつけられる。

　薬味用のネギやら大葉やらが詰つまった駕か籠ごを下げてコウは歩き出した。使う量が少ないため、朝の仕入れではつい忘れてしまいがちな物だ。しかも、『夕ゆう凪なぎ』は表通りから離はなれているため、八や百お屋やへの買い出しはちょっとした手間になる。

〝アトラク＝ナクアの仔〟は懐ふところ深くしまい込んであった。なかなか良い買い物だった。早く帰って調べてみたい。そんな事を考えていたコウは、少々注意が足らなくなっていた。

　急ぎ足で角を曲がろうとして、コウは危あやうく人とぶつかりそうになった。

「おっと」

　コウはとっさに踏ふみとどまった。危うい所で正面衝しよう突とつを回かい避ひする。

「すみません！」

　どうやら相手もよそ見をしていたらしい。慌あわてて頭を下げる。その声と姿すがたにコウは見み覚おぼえがあった。

「あれ？　君は確か……」

　以前、マイカとサヨリが行なった街がい頭とう演えん奏そうで声をかけてきた娘むすめである。

　相手もコウを憶おぼえていたのか、両手で口を覆おおって「あ！」と声を上げる。

「この間は失礼しました。ええと……」

　娘が言葉に詰つまる。そう言えば名前を名乗っていなかった。

「僕ぼくはコウ。君はマナさんだったね」

「はい」

　娘がこくりと頷く。その動きに合わせて、肩かたで揃そろえたクセのない髪かみが揺ゆれた。

「それで、今日はどうしたのさ？　この辺りに何か用でも？」

　マイカの話によれば彼女は財ざい務む卿きよう家の御ご令れい嬢じようだという。そんな娘こが、どうして供ともも連れずにこんな場所に居るのだろう。

　娘は「ええ」とうなずいて言葉を続けた。

「マイカさんに少し用事があって」

「彼女だったら『夕凪』にいると思うけど？」

　マナが向かっていたのは、『夕凪』と反対方向である。彼女は、少し顔を紅あかくして俯うつむいた。

「いえ、あの、実は道に迷まよってしまいまして」

「ああ」

　コウは納得した。十八番街の路ろ地じはごちゃごちゃと入り組んでいるから、馴なれない者には迷めい路ろと同じだ。

「じゃあ、一いつ緒しよに行こうか？」

　え、と娘は声を上げた。驚おどろいたようにコウの顔を見る。

「いいんですか？」

「ああ。どうせこれから帰るところだし」

「そうですか。それではお願いします」

　娘はぺこりと頭をさげた。




「遅おそいっ！」

『夕凪』の裏口を開けるなりマイカの怒ど声せいが響ひびき渡った。

「どこまで買い物にいってたのよ、あなたはっ！」

「あー」

　コウは両手を上げてマイカの剣けん幕まくを押おしとどめた。

「ちょっとそこで人に会ってね……」

「言い訳しないっ！」

　マイカは愛用の牛刀をコウに突きつけた。

「そういう物を振ふり回すのは感心しないぞ」

　調理場では安全第一である。ちょっとした油断が大事故につながるからだ。だが、マイカは、そんな事は知ったこっちゃない様子だった。

「ただでさえ今日は忙いそがしいんだから！　ごちゃごちゃ言っている暇ひまがあったら店内を手伝う！」

「ああ、はい」

　コウは首を竦すくめた。ここは素す直なおに言う事を聞いておいた方が良さそうだ。

「あのぅ」

　コウの後ろで、すっかり忘れられていたマナが遠えん慮りよがちに声を出す。

「何……ってマナ!?」

　マイカが驚いた声を上げた。

「どうしたのよ？」

「いえ、ちょっとマイカさんに用がありまして」

「あー、ごめん。今それどころじゃないんだ」

　マイカは牛刀を握にぎったままの手を左右に振った。

「ちょっと追われてて。お客さんも待たせてるからさ」

「だったらわたしも手伝います」

　マナが意外な事を言った。一いつ瞬しゆん、マイカは考え込んだ。相手は素人しろうとである。だが、今は猫ねこの手も借りたいほど忙しい。

「……じゃあ、お願いしようかな？」

「はい！」

　何な故ぜかマナは嬉うれしそうに頷いた。




　　　　二




　仕事が一段落して、マイカは調理場のまな板を上げた。長時間、包ほう丁ちようと鍋なべを使っていたので、右みぎ腕うでがだるく、重い。

「いつもこんなに忙しいんですか？」

　調理場の入り口に置いてある木箱にへたり込んでいたマナが訊きいた。長なが袖そでの短衣の上に借り物の白い前まえ掛かけを着つけている。彼女には、雑用と給きゆう仕じを手伝ってもらったのだが、慣なれていない者には少々きつい仕事だったかもしれない。

「だから途と中ちゆうであがっていいって言ったのに」

　マイカが笑みを含ふくんだ口調で言った。適当な所で切り上げていいと言ったのだが、結局、マナは最後まで付き合った。……そう言えば、昔から強ごう情じようなところのある子だった。一体、誰だれに似たのだろう。

「ま、年末だからね」

　裏口から入ってきたコウが、ひょいと調理場に顔を出して言った。手には湯飲みを二つ持っている。

「はい、どうぞ」

「わあ、ありがとうございます」

　マナが礼を言って湯飲みを受け取った。甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。一口すすると程良い甘みと酸さん味みが口の中に広がった。

「美お味いしい。梅酒ですか？」

「そ。梅酒のお湯割り」

　コウは自分も湯飲みをすすった。

「まぁた、店長がいないからって」

　マイカが呆あきれた顔をした。『夕ゆう凪なぎ』の老主人は、今日も店が一段落すると、早々に仕事を切り上げてしまった。年と齢しだから仕方がないとも言えるが、最近、とみにマイカに頼たよる部分が増えているようだった。実際、コウやサヨリも彼女に指し示じを仰あおぐ事が多くなっている。

　マイカ自身はそうやって頼られる事が嬉しかった。仕事を押しつけられているというより、必要とされていると感じるからだ。

「まだ片づけが残ってるでしょうが」

「裏は終わったよ。それに、もう、客も切れてるし」

　コウが調理場の入り口の壁かべに寄りかかって店内に視線を向けた。店内には、酔よいつぶれかけた客が二人、話すというよりてんで勝手な事を言い合っているだけだった。寒さのせいか、今日はいつもより客の引きが早い。

「もう、のれん外はずしていいよな？」

　コウは一息に湯飲みを空あけて言った。マイカが目顔でうなずく。

「あ、それじゃ、わたし、そろそろ帰ります」

　マナはそう言って立ち上がった。空になった湯飲みをコウに手渡す。

「ご馳ち走そうさまでした」

「どうもお粗そ末まつさま」

　コウが空の湯飲みを受け取って裏へ消えた。ふと思いついてマイカが尋たずねる。

「そういえば、マナ、あなた何か用があったんじゃないの？」

「あ」

　マナが声を上げる。どうやら肝かん心じんの要件をすっかり忘れていたらしい。

「えと、その、実はマイカさんにお願いしたい事があるんです」

「なによ」

「はい。……父の護ご衛えいをして貰もらえませんか？」

「はい？」

　マイカは思わず訊きき返した。

「何であたしが？　警けい備びの人がいるでしょう」

「それはそうなんですけど」

　マナは落ち着かなげに視線を動かした。

「その、最近は内密での会合などが増えまして。それで、できればあまり他人に知られたくないというか……」

「あの人、狙ねらわれてるの？」

　マナの言葉を遮さえぎってマイカが訊いた。

「はい。詳くわしい事は言えませんが、父が進めている政策に反対する一派がいるんです。それが、最近、不ふ穏おんな動きを見せていまして」

「不穏な動き？」

「ええ。彼らも追いつめられていますから。……少し前に港で不ふ審しんな火か災さいがありましたよね？」

「あ、うん」

　マイカは視線をさまよわせた。その現場にマイカがいたなどマナは思いもすまい。

「ここだけの話ですけど、実は、あれは軍の武器横流しに関係した事じ件けんだったんです」

「へえ、そうなの。驚おどろいたわ」

　白しら々じらしくマイカが相づちを打つ。

「あの事件で、彼らは大きな痛手を受けました。もう、後がないと思っているはずです。ですから、場合によっては、かなり思い切った手段てに出てくるでしょう」

「…………」

「そういった理わ由けで、ぜひ、マイカさんに父の護衛を……」

「悪いけど、その話は受けられないわ」

　マイカはマナの話を最後まで聞かずに首を振ふった。

「あたしは、もう、あの家とは関係ないもの」

「…………」

「それに、今はそんな事してる暇ひまなんてないわ。店が忙いそがしい時期だしね。……わかるでしょ？」

「そう、ですか」

　マナは嘆たん息そくした。

「あなたが、あたしの事、気き遣づかってくれているのは嬉うれしいけど」

　マイカはマナの肩かたに手を置いた。マナの父親に強力な政敵がいるのは事実だろうが、だからと言っていきなり命を狙ねらってくるとは思えない。護衛云うん々ぬんの話は、マイカと父親の関係を修復しようという彼女の計けい略りやくだろう。

「でも、ごめんね。こればっかりは、会って話し合えば済すむって問題じゃないの」

「……はい。すみません、余計なこと言って」

　マナが沈しずんだ声でそう言った。




　結局、帰りもコウがマナを送っていく事になった。マナが十八番街の地理に不ふ案あん内ないなのと、彼女を一人にする事をマイカが不安がったためである。すでに深夜と言ってもよい時間帯だ。マイカの心配は当然のものだろう。

「すいません、お手数をおかけして」

　マナが並ならんで歩くコウに礼を言った。コウが手を振って答える。

「別に道案内ぐらい大した手間じゃないよ」

　そのまま、しばらく黙だまって歩く。十八番街は、深夜でも人ひと気けが絶える事はない。繁はん華か街がいにとってはまだまだこれからが本番だし、港こう湾わん関係者など夜間でも仕事がある人達はいる。

「一つ、訊きいてもいいかな？」

　不意にコウが言った。

「なんでしょう？」

「ええと、その、君とマイカとはどういった関係なのかな？」

「それは……」

　マナが言い淀よどんだ。

「すいません、わたしの口からはなんとも」

「いや、悪かった、変なこと訊いて。別に個人的な秘密を探ろうとか、そういうつもりはないんだ」

　コウは少し早口に言った。

「彼女、取とり替かえっ子だろ？　当然、色々あるとは思うけど、君みたいな良いとこのお嬢じようさんと知り合いだなんて驚いたからさ」

　取り替えっ子とは、先天的に持っている因いん子しが何らかのきっかけで発現してしまう一連の症しよう状じようの総称である。普ふ通つうの人には見えないモノが見えるようになったり、奇き矯きような行動をとるようになったり、極きよく端たんな場合には肉体が完全に変成してしまうなど、その症例は様々である。妖よう精せいが自分の子供と人間の子供を取り替えるという迷めい信しんから〝取り替えっ子〟と呼ばれているが、実際には一種の遺い伝でん子し病だ。

「……ご存じだったんですか」

　マナが目を見開いてコウの横顔を見た。

「なにを？」

「マイカさんが取り替えっ子だって事。……マイカさんが自分で喋しやべったんですか？」

「いいや。前に、彼女の血液を調べる機会があってね。その時、いくつかの酵こう素そ反応が普通の人と違ちがってたんだ。で、念のため知人の所に検査に出していたんだが、その結果が先日届いてね」

『夕凪』の裏手で少女を拾ひろったあの日。コウは念のためにその血液を調べていた。簡かん単たんな検査だったが、少女の血液は普通の人とは違う反応を示した。

「…………」

「彼女の背中の火傷やけどの痕あともその事と関係があるんだろう？」

「！　見たんですか!?」

　悲鳴じみた声をマナがあげる。

「いや、君が想像しているようないかがわしい事は何もしていない。ただ、彼女が『夕凪』に来た時、肺はい炎えんをおこしかけていてね。どうも、雨の中を傘かさもささずにうろついていたらしくて。……それで、その、聴ちよう診しんをするために仕方なく……」

　コウがしどろもどろに説明する。しかし、マナは、何か他ほかに気にかかる事があるらしく、コウの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。

「それはいつの事ですか？」

「え？」

　コウがきょとんとして訊きき返す。

「ですから、マイカさんが雨の中を彷徨さまよっていた日です」

「ああ。あれは、確か……三ヶ月ぐらい前だったかな？」

　マイカが『夕ゆう凪なぎ』に転がり込んできたのは、ひとつ前の季節の事だった。

「やっぱり」

　マナが何事か納なつ得とくしたようにつぶやく。

「？　何がやっぱりなんだ？」

「たぶん、マイカさんが倒たおれていた日は、わたしの祖そ父ふの葬そう儀ぎの日です」

「…………」

「警けい備びの方から、当日、不ふ審しんな人物が屋や敷しきの外をうろついていたという報告を受けています。その人物は、声をかけると、何かに怯おびえるように逃にげ出したそうです。遠目でしたが、その人物がわたしに似ていたと聞いて、もしかしたらとは思っていたのですが……」

「つまり、マイカは君の姉し妹まいなのか？」

　マナを初めて見た時から、ずっと考えていた事をコウは訊いた。これだけ似ていて何の関係もないという方が不自然である。しかし、マナは首を横に振った。

「いいえ。マイカさんは、わたしの伯お母ばです」

　はっきりとした口調で、マナはそう言った。




　現在の財ざい務む卿きようには一人の姉がいた。幼い頃ころから利発で、父親は目の中に入れても痛くないほどの可か愛わいがりようだったという。

　それが、十六の誕たん生じよう日びを迎むかえてしばらく経たったある日、娘むすめは急に高熱を出して寝ね込こんだ。幸い一命を取り留とめたものの、それ以来、その娘は成長が止まってしまった。

「それがマイカ、か」

「はい」

　マナは神しん妙みような顔をして頷うなずいた。

「もう、今から三十年以上も昔の事です」

　取り替えっ子は多くの場合、成長が極きよく端たんに遅おそい。妖精の形質がそうさせるのだという説が一般的だが、そもそも妖精の生態がよく分かっていないのだからはっきりとした事は解わからない。どちらにせよ、取り替えっ子は通常の人間の数倍から数十倍の寿じゆ命みようを持つ事になる。

「どうりで」

　コウは納得したように頷いた。マイカが、外見に似合わないほど世よ慣なれている理由が判わかった。なんの事はない。経験の量がそれだけ多かったのだ。

「それで、マイカは、今でも君達の事を恨うらんでいるのか？」

「……言いにくい事を、はっきり訊くんですね」

「悪いな。あまり上品な口のきき方は知らないんだ」

「いえ」

　マナが首を左右に振った。その動きに合わせて肩で揃そろえた髪かみが揺ゆれる。

「責めてる訳じゃないんです。ただ……」

　マナがうっすらと微ほほ笑えんだ。それは、どことなく自じ嘲ちよう的てきな笑みだった。

「わたし達も、そうやって、はっきりと言うべき事を言い合っていれば、と思って」

「…………」

「一度、距きよ離りが開いてしまうと、お互たがいに遠えん慮りよしてしまうんですよね。……どちらか一方だけでも、その距離を縮ちぢめようと努力すれば、簡かん単たんに溝みぞは埋うまるのに」

　マナは溜ため息いきをついた。

「君も苦労しているんだな」

「ええ。わたしは、マイカさんも父も大好きですから。できれば仲良くして欲しいと思ってます」

　でも、とマナは言葉を重ねた。

「マイカさんは、きっと、わたし達の事を恨んでいるんでしょうね。この三十年間、一度も家には寄りつきませんでしたし。……どういう訳か、わたしとだけは親しくしてくれてますが、それも義理のようなものなのかも知れません」

「君は、どうやってマイカと知り合ったんだ？」

　コウは、疑問に思った事を尋たずねてみた。

「はい。……あの時、まだわたしは幼かったので、詳くわしい状じよう況きようまではわかりませんが……」

　たぶん稽けい古こごとの帰り道だったと思う。不意に現れた怪あやしい風ふう体ていの男達に、マナは車の中に連れ込まれそうになった。

「付き添そいの人は殴なぐり倒たおされて……とても怖こわかった事を憶おぼえています」

　マナが身を震ふるわせる。

「その時、突とつ然ぜん、女の人が飛び出してきて、あっという間に男達を倒して、わたしを助けてくれたんです」

「何というか、えらく恰かつ好こういい登場の仕方だな」

　それにしてもずいぶん都つ合ごうよく出てきたものだ。もしかすると、マイカの方でも、マナに話しかける機会を狙ねらっていたのかもしれない。

「はい。わたしもすっかり感動してしまって。それで、時々、外でこっそり会うようになったんです」

　ただ、その女ひ性とは、時が経ってマナが成長しても、少しも老おいる様子がなかった。

「……いつの間にか、わたしの方が見た目は年上になってしまいました」

　哀かなしそうにマナが言う。

「それで、いつ、彼女が自分の伯お母ばだと気付いたんだ？」

「わたしの家に縁ゆかりの者だという事は、なんとなくわかってました。ただ、はっきりと伯母だと知ったのは……その、色々と、戸こ籍せきとかを調べて」

　マナが言葉を濁にごした。どうやら、あまり人には言えない方法を使ったらしい。

　コウは路みちを折れた。表通りから外はずれて、不意に辺あたりは静まり返る。路面列車の線路が、通りを一つ隔へだてた所を走っている。そこまで近道をしようと思ったのだ。

　マナは人ひと気けのない路に入り込んでも気にする風はなかった。コウを信しん頼らいしてくれているらしい。とりあえず、停てい車しや場ばまで送れば後は大だい丈じよう夫ぶだろう。最終列車までにはまだ時間があるし、車を拾ひろうにしても停車場なら簡単だ。

「今日、見ていて解わかりました」

　マナが唐とう突とつに言った。コウは並んで歩く彼女の横顔を視みた。

「何が？」

「マイカさん、本当に楽しそうでした」

「そうかな？」

「はい」

　それともう一つ、とマナは言葉を継ついだ。

「コウさん、実は女の人に苛いじめられる性た質ちでしょう？」

「いや。そんな事はないぞ」

　何となく思い当たる節ふしはあったが、とりあえず否定しておく。

「そうですか？　マイカさんに頭が上がってないみたいでしたけど？」

「あれは……その、店を廻まわす上で仕方なく、だな」

「その割には、すごく自然でしたよね」

「…………」

「冗じよう談だんです」

　コウは憮ぶ然ぜんとした。さすがはマイカの姪めいだ。
















　マナが不意に表情をあらためた。

「コウさん、貴方あなたは……」

　少し言い淀よどんでから、言葉を重ねる。

「……マイカさんに、このまま『夕凪』に居てほしいですか？」

「それは……」

　不意打ちを受けて、コウは言葉に詰つまる。

「……うん。そうだな。居て欲しいと思う」

　しかし、自分でも意外な事に、素す直なおな言葉が口から出ていた。

「そうですか」

　マナが嬉うれしそうに言った。

「マイカさんの事、よろしくお願いしますね」

「!?　それは、どういう……」

　その時。コウの言葉を遮さえぎるようにして車の制動器ブレーキの音が響ひびいた。

「危ない!!」

　コウは、とっさにマナを背はい後ごに庇かばった。その前に一台の車が車輪を滑すべらせて停止する。

「……！」

　車の扉とびらを開けて、屈くつ強きような体つきの男達が降りてくる。直感的にコウは危険を感じた。

「逃にげろ！」

　そう叫さけんで、男達に向かい合う。相手はどう見ても暴力に馴なれた男達だ。ずぶの素人しろうとが敵かなうとは思わないが、せめてマナを逃がす時間を稼かせがなければならない。

　男達の一人が無む造ぞう作さに拳こぶしを振るった。鈍にぶい衝しよう撃げきと共にコウの身体からだから力が抜ぬける。

「ふ……」

　息を吐はいて、コウは地面に膝ひざをついた。それには、もう見向きもせずに、男達がマナを捕とらえる。

「コウさん！」

　マナの叫び声が人気のない路に響いた。その声に、自分を気き遣づかう色を感じる。

　男達は、暴あばれるマナを車の中に押し込んだ。車の扉が閉まる音が響く。

「く！」

　コウは自分の不ふ甲が斐いなさに歯は噛がみした。それを嘲あざ笑わらうように、土つち埃ぼこりをあげて車が走り去った。




　　　　三




　コウはよろめくようにして『夕ゆう凪なぎ』へと戻もどった。かなりみっともない姿だと我われながら思うが、なりふりを構っている場合ではない。

「コウさんっ！」

『夕凪』の入り口を開けて、倒たおれ込むように店内に転がり込んだコウを見てサヨリが悲鳴を上げた。彼女にしては珍めずらしく取り乱しているようだ。

「どうしたの!?」

　マイカもコウのただならぬ様子に駆かけ寄よってくる。コウは、どうにか椅い子すに座り込んだ。殴なぐられた身体はずきずきと痛んだが、一刻も早く伝えるべき事がある。

「マナが、さらわれた」

　目め眩まいをこらえてコウは言った。

「！　マナが!?」

　マイカの身体が緊きん張ちようする。

「妙みような車がいきなり突つっ込んできて……あいつら、最初っからマナを狙ねらってた」

「…………」

　何か思い当たる事でもあるのか、マイカは悔くやしそうに拳こぶしを卓子つくえに打ちつけた。

「ごめん、ちょっと出かけてくる」

　しばらく何事か考えていたが、不意にマイカは思い詰めた顔で起たちあがった。

「弟の所へ行くのか？」

　マイカに向かってコウが声をかける。少し休んだおかげか、気分もだいぶ良くなってきた。それに伴ともなってようやく頭が回り始める。

「知ってたの？」

　マイカが、強こわ張ばった顔をコウに向ける。

「ああ。マナから聞いた」

「そう。……じゃあ、あたしの事も？」

「ああ。取とり替かえっ子だって事は、ずいぶん前から気付いてたけどね。……しかし、まさか伯お母ばと姪めいだとは思わなかったよ。正しよう直じき驚おどろいた」

「そう」

　マイカが無表情に頷うなずく。

「悪かったわね。今まで黙だまっていて。……今回の件が片づいたら、すぐに出ていくから」

「何を言ってるんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。解わかってるから」

　マイカが顔をそむける。

「当たり前よね。誰だれだってこんな薄うす気き味み悪い娘むすめと一いつ緒しよにいたくなんてないわ」

「君が、何を気にしているのかわからないけど……」

　コウは、マイカの横顔に視線を注いだ。

「君が取り替えっ子なのは君の責任じゃない。財ざい務む卿きようと姉弟だってのは、まあ、たまたまそうだったってだけだ。それから、年と齢しの事は……」

　コウが肩かたを竦すくめた。

「経験豊富なのは、むしろ大歓かん迎げいだ。……で、他ほかに何か問題があるのかな？」

「…………」

「誰だって、問題の一つや二つ抱かかえている。特に、この街まちではね」

　コウは出来るだけ何でもない事のように言った。少しわざとらしい気もするが、今、大事なのは自分がどう思っているか伝える事だ。……その後どうするかは、マイカ次し第だいである。

「僕ぼくは君に居て欲しい。取り替えっ子だとか、そんな事は関係ない」

「…………」

「その、変な意味じゃなくて。君がいないと店が廻まわせないだろ？　店長はもう年と齢しだし。サヨリは料理ができないし。君は『夕凪』に必要なんだ」

「……なに、恥はずかしい事言ってんのよ」

　顔をそむけたままでマイカが言った。

「そういう事は、もっとさりげなく言うものよ？」

「悪い。そういうの、良くわかんなくて」

「でも、ま、一応、お礼を言っとくわ。……ありがとう、嬉うれしかった」

「いや」

　コウがそっぽを向いて言った。その耳が真まっ赤かに染そまっている。

「初めてじゃないかしら、そんな事言われたの。両親にとって、あたしは出で来き損そこないだったから」

　妊にん婦ぷが月の光を浴びすぎると出来損ないの子供が産まれる。……その迷めい信しんを知ったのは、父親がマイカを罵ののしった時だった。

　コウは向き直ってマイカの顔を視みた。マイカの顔には自じ嘲ちようめいた笑みが浮うかんでいる。投なげ遣やりな調子でマイカは言葉を継ついだ。

「当然よね。取り替えっ子だなんて」

　マイカの背中の火傷やけどの痕あとが疼うずいた。妖よう精せいに取り替えられた子供を取り戻もどすには、取り替えっ子を暖だん炉ろに放ほうり込むとよいという。この痕きずあとは、彼女の父親が、自分の娘を取り戻すためにつけたものだ。

「その、ご両親とは？」

　思わずそう口走ってしまってからコウは後こう悔かいした。これでは傷口を広げているだけだ。マイカが肩をすくめて言った。

「家を飛び出してそれっきりよ。結局、父親の死に目にも間に合わなかったし」

　マイカが父親の危き篤とくを知ったのは旅先での事である。マナからの手紙で急を知り、取る物もとりあえず王都に戻ったのだが、ようやくたどり着いたのは葬そう儀ぎの当日だった。

「せめて墓はか参まいりだけでも、って思ったけど。……あたしなんかが行っても喜ばないわよね」

　その踏ふん切ぎりがつかないから、今だに王都になんか居い座すわっている。早く、この地を離はなれていれば、マナが夜中に新市街をうろつく事もなく、結果として今回の事件は起こらなかったかも知れない。

「多分、ご両親は君の事を出来損ないだなんて思ってなかったよ」

　根こん拠きよも何もない。ただ、コウは思った事を言った。

「適当な事いわないで」

「ご両親は、現実の君を認みとめるのが恐こわかっただけじゃないかな」

「…………」

「だけど、それは、決して君の事が憎にくかったわけじゃない。それだけ期待が大きかったんだ」

　コウは、「錬れん金きん術じゆつ士しになる」と告げた時の、両親の戸と惑まどった顔を思い浮うかべた。なんであれ、親の期待に添そえないというのは辛つらいものだ。

「そんなの、今さらどっちだって同じじゃない」

　マイカが絞しぼり出すように言った。そのままの自分を否定されたから、あの家に居場所がなくなったのだ。その理由が、憎しみだろうと過ぎた期待であろうと同じ事だ。

「一つ、聞かせてくれ」

　先刻のマナとの会話を思い出しながらコウは言った。一つだけ、どうしても確かく認にんしておかなければならない事がある。

「なによ」

「君は、今でもご両親の事を恨うらんでいるのか？　だから、今まで実家に寄りつかなかったのか？」

「……言いにくい事、はっきり訊きくのね」

「よく言われる。それで？」

「まったく恨みがないと言えばウソになるけど。……でも、そんな理由であの家から離れた訳じゃない」

「…………」

「あの家に近づかなかったのはね、あたしみたいな出来損ないの事は早く忘れた方がいいと思ったからよ。……あたしに出来るのはそのぐらいだもの」

「そうか」

　この言葉を、マナが聞いたら喜ぶだろう。確かに、簡かん単たんに溝みぞは埋うまったのだ。

「だったら」

　マイカの言葉を伝えなければならない。そのためには、まず、その相手を連れてくる必要がある。

「一刻も早くマナを助け出そう。……僕も出来る限り協力する」




　　　　四




　コウは威い圧あつするようにそびえる門を見上げた。門の両側には延えん々えんと白しろ塗ぬりの壁かべが続いている。

「…………」

　コウはこくりと唾つばを飲み込んだ。自分が場ば違ちがいな所に居ると実感する。

「行くわよ」

　マナは固まっているコウに構わず、正門の横についている通用門を叩たたいた。

　しばらく間があって、一人の男が顔を出す。

「誰だれだ？」

　無ぶ愛あい想そうに男が言った。胡う散さん臭くさそうに門前の三人を見る。

　コウは相も変わらぬぼさぼさ頭で、身体からだや服のあちこちに殴なぐり倒たおされた時の泥どろが残っていた。マイカは厨ちゆう房ぼう着ぎの作さ務む衣えの上に外がい套とうを引っかけただけの恰かつ好こうだ。頭に被かぶった幾き何か柄がらの手て拭ぬぐいもそのままである。サヨリも、さすがに前まえ掛かけと三さん角かく巾きんははずしていたが、葡え萄び茶ちやの女給服を着たままだ。着き替がえる暇ひまも惜おしんで駆かけつけたのだから仕方ないが、この男でなくとも一体何事かと思うだろう。

「財ざい務む卿きように用があるの。いるんでしょう？」

　男はじろりとマイカを睨にらんだ。

「なんだ、貴き様さまは？」

「誰だっていいでしょう。大事な話があるのよ」

「面会を希望するなら、きちんとした手続を踏ふみたまえ」

　取り付く島もないといった様子で男が言う。

「いいからっ！　マイカが来たと言えば解わかるわ。さっさと取り次ぎなさい！　財務卿の娘が大変な事になってるのよ」

　マイカはいらいらと言った。男は胡う乱ろんな目つきで「少し待っていろ」と言い置いて中へ引っ込んだ。

「……入れ。お会いになるそうだ」

　しばらくして男が再び顔を出した。不ふ承しよう不ぶ承しようといった態度で、マイカに道をあける。

　ありがとう、と言ってマイカは門の中へ入った。コウとサヨリもその後に続く。男が三人の後ろで通用門を閉めた。何となく、閉じこめられたという気がする。

「こちらだ」

　男が先に立って歩き始めた。案内してくれるのだろう。

　コウ達は、男の後について歩き始めた。




　コウは落ち着かなげに辺あたりを見回した。

　三人が通された客間の一室である。質素な造りだったが、金がかかっている事はコウにも判わかった。

　マイカが頭に被った手拭を取った。頭を一つ振って髪かみの毛を揺ゆらす。軽く髪をなでつけながら、出された座ざ布ぶ団とんに座った。コウとサヨリもマイカに並ならんで腰こしを下ろす。

　三人を案内してきた男が、無愛想に一礼して部屋から出ていった。そのまま、一行は部屋の中に取り残される。

「待たせたな」

　声と共に襖ふすまが開いて、恰かつ幅ぷくの良い男が現れた。この男がマナの父親である財務卿だろう。

「久しぶり」

　淡たん々たんとマイカが言う。

「そうだな。三十年ぶりか？」

　座りながら財務卿が言った。

「で？　マナがどうしたって？」

「さらわれたわ」

　マイカが直ちよく截せつ的てきに言った。さすがに、財務卿が呆あつ気けにとられた顔をする。

「何だと？」

　訊き返す財務卿の言葉を無視して、マイカが言葉を重ねた。

「相手に心当たりはある？」

「ちょっと待て。事情を説明してくれないか？」

「時間がないの。文句なら後でいくらでも聞くから。あの子に何かあってからじゃ遅おそいのよ」

「…………」

　財務卿は腕うでを組んだ。

「心当たりはある」

「教えて」

「しかし、確かく証しようはない」

「構わないわ。たとえ間ま違ちがっていても、あなたと無関係な人間が勝手にする事よ。迷めい惑わくはかけない」

　ふう、と財務卿が溜ため息いきをついた。

「恐おそらく、兵ひよう部ぶ卿きようの一派だろう。この間、大だい規き模ぼな武器の横流しが発覚して、追いつめられている」

「マナを使って取引を持ちかけてくる、ってわけ？」

「ああ。私の方でいくつか証しよう拠こを押おさえているんだが、それと引ひき替かえに……という事だろう」

　それに、と財務卿は言葉を継ついだ。

「どうもあの方と私は折り合いが悪くてね。どうやら、名前ばかりの下級武家が執しつ政せい府ふ入りしたのが気にくわないらしい。いい機会だから、少し痛い目に遭あわせてやろう、ぐらいのつもりはあるのかもしれない」

「もし、向こうが取引を持ちかけてきたら……」

「断る」

　きっぱりと財務卿は言い切った。

「今回の件では、多くの者達が働いてくれた。中には、命の危険を冒おかした者もいる。その苦労を、私の一身上の都つ合ごうで無にする訳にはいかない」

「そう」

　それで話は済すんだ、という様にマイカは立ちあがった。

「邪じや魔ましたわね」

「待て。言っておく事がある」

　身を翻ひるがえして部屋から出ていこうとするマイカを財務卿が呼び止めた。マイカは足を止めてゆっくりと振り返った。睨にらむような視線を財務卿に向ける。その視線を財務卿は真正面から受け止めた。緊きん迫ぱくした空気が場に流れる。

「親父おやじからの伝言だ。……『済すまなかった』と」

「…………」

「姉ねえさんは許さないだろうし、許してくれとも言えないが、それでも会って謝あやまりたいと言っていた」

「やめてよ」

　マイカが視線を逸そらした。声が微かすかに震ふるえている。

「今さら、そんなこと言われても、どうしようもないじゃない」

「親父は、姉さんの事、嫌きらってた訳じゃない。ただ、期待していた自じ慢まんの娘が、そういう事になって、ひどく混乱したんだろう」

「…………」

　マイカは頭を一つ振った。短く揃そろえた髪かみがさらりと揺ゆれる。

「別に姉さんを責めてる訳じゃない。ただ、それだけは伝えておきたかった」

「…………」

「それから。……マナを助け出してくれ。これは父親としての頼たのみだ」

「勝手ね」

「ああ。親なんて勝手なものだ。財務卿としては、マナは見み捨すてるべきだと思う。だが、子供を気にかけない親はいない。……だから、親父の気持ちが分かる」

「卑ひ怯きようよ、そんな言い方」

「わかっている。汚きたないと怒おこってもいいし、不ふ甲が斐いないと蔑さげすんでくれてもいい。だが、頼む」

　財務卿は、深々と頭こうべを垂たれた。




　　　　五




　兵ひよう部ぶ卿きよう邸ていは市し街がい地ちを離はなれた丘おかの上にあった。深々とした森の中、高い塀へいに囲まれた広大な敷しき地ちの館やかたがある。封ほう建けん制せいの頃ころは、城下に屋や敷しきを与あたえられるのが倣ならいであったが、中央集権制が定着しつつある現在、郊外に大邸宅をかまえる事が貴族の地位の証あかしとなっている。

「はあ……」

　コウは高々とそびえる門を見上げた。財務卿の屋敷も大きいと思ったが、兵部卿の館はさらにその上をいく。サヨリによれば、館を囲む森も含ふくめ、この一帯は全すべて兵部卿の私有地だという。

　兵部卿家は、古くから続く名門貴族だ。王室と姻いん戚せき関係にあるし、伯はく爵しやくの爵位も持っている。王国が中央集権化する過程で多くの領地を失ったが、代わりに王国の政界・財界・軍部に確固たる地じ盤ばんを築きずいていた。

「惚ほうけてないで、行くわよ」

　マイカがコウを促うながした。高々とそびえる塀に沿そって歩く。

「で？　どうするんだ、これから」

「もちろん、忍しのび込むのよ」

　マイカは何でもないことのように言った。

「まあ、素す直なおに『マナを返せ』って言っても聞いちゃくれないだろうけどさ」

　コウは塀を見上げた。身長の倍はある上に忍び返しまでついている。

「大だい丈じよう夫ぶ。考えがあるから」

　そう言いながら、マイカは何かを捜さがすように歩いていく。

「ところでさ」

　しばらく黙だまってマイカの後ろを歩いていたコウが、唐とう突とつに言った。

「何よ？」

　マイカが塀を見ながら訊き返す。

「君はどうしてマナとだけは連れん絡らくを取り合っていたんだ？　あの家に対する義務感からか？」

「……あの子、あたしと似ているから」

　マイカがぽつりと言った。

「なるほど」

　コウは頷うなずいた。取とり替かえっ子が遺い伝でん的てきな病やまいなら、マイカと似た形質を持つマナにもその血が発現する可能性がある。だから、マイカはマナの様子を気にかけていたのだ。

「あった」

　不意にマイカが歩みを止める。そこには、塀に造りつけられた通用口があった。

「閉まってるけど？」

　通用口を押おしてみてコウが言う。

「まかせて」

　マイカは、小さく口くち笛ぶえを吹ふいた。懐ふところに忍ばせた竹たけ筒づつから犬神が掌てのひらに現れる。

「キ？」

「頼たのむわね」

　犬神の姿すがたが風脈に紛まぎれて消える。しばらくして、通用口の内側からコトリという微かすかな音がした。

　黙ってマイカは戸を押した。拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと開く。

「なんで？」

　コウは呆あつ気けにとられた。

「こういう入り口ってのはね、たいてい閂かんぬきや簡かん単たんな錠じよう前まえになってるもんなのよ。だからミルでも簡単に開けられるってわけ」

　ふふん、とマイカが得意気な顔をする。

　なんでそんな事を知ってるんだ、とコウは思ったが、あえて訊きかない事にした。




　通用口を抜けると、そこは森の中だった。木立の向こうに巨大な建物の影かげが見える……呆あきれるほどの敷地の広さだ。

　しばらく森の中の小道を辿たどり、ようやく裏庭に出る。裏庭をはさんで、煉れん瓦が造りの、見るからに金のかかっていそうな館があった。

「勝手口があるな」

　コウが建物を観察して言った。

「犬神に開けさせられるか？」

「どうしたものかしら」

　んー、とマイカが小首を傾かしげた。あまり複雑な鍵かぎだとミルに開けさせる事は難むずかしいだろう。それに、不用意に開けて警けい報ほう装そう置ちが作動しても困る。

「建物内に熱源反応」

　左目の包帯を取ったサヨリが早口に囁ささやいた。

「呼吸音確かく認にん。人間です」

「……今さら驚おどろかないけどさ、サヨリの耳ってどうなってるの？」

　マイカがコウに訊いた。そう言えば、サヨリは、港の倉庫でも壁かべを隔へだてて船の発動機音や人の足音を感知していた。取り替えっ子は、大たい抵ていの場合、知覚が常人よりはるかに鋭するどい。しかし、サヨリの聴ちよう覚かくはそれをさらに上回る。

「内ない耳じに軍用の音おん響きようセンサーを入れてある。便利だろ？」

　コウが澄すまして答えた。マイカは脱だつ力りよく感かんを感じながら訊く。

「じゃあ、今まで『夕ゆう凪なぎ』でしていた会話は全部サヨリに筒つつ抜ぬけだったってこと？」

「いや。普ふ段だんは感度を抑おさえているから、そんなことはない。……それに、サヨリは、たとえ聞こえたとしても、人の秘密をペラペラ喋しやべるような娘こじゃないよ」

　マイカはちらりと横目でサヨリを見た。

「……そうね、悪かったわ」

「いえ」

　サヨリが表情を変えずに言った。

「それで？　どの辺あたりにいるの？」

　マイカが前方を透すかして見ながら尋たずねた。サヨリは黙だまって煉れん瓦が造りの建物に並ぶ窓まどの一つを指さした。

「何してるのかしら？　こんな時間に」

　正確な時刻はわからないが、そろそろ日付が変わる頃ころである。

「この体温と呼吸音からすると眠ねむっているようですが」

　サヨリが淡たん々たんと答える。

「要するに、使用人の寝しん室しつってこと？」

「はい。どうやらそのようです」

　マイカが眉まゆ根ねを寄せた。唇くちびるに人差し指を当てて何事か考える。しばらくして、彼女は、悪戯いたずらを思いついた子供のような表情をした。

「せっかくだから、ちょっと協力してもらおうか」




　サヨリによると、室内には複数の人間がいるらしい。大部屋というやつだろう。その中から、出入り口に一番近い一人を選んで、マイカは犬神を憑つかせた。

　勝手口が開いて、使用人らしい制服を着た娘むすめが顔を見せた。寝ね間ま着き姿でうろうろしていると、誰だれかに見られたとき不ふ審しんに思われるので、わざわざ着き替がえさせたのだ。

「じゃ、ちょっとお邪じや魔まするわよ」

「はい」

　娘は、無表情に返事をする。

「便利なものだな」

　コウが感心したように言った。犬神によって認にん識しきを狂くるわされているのだろう。娘は、見知らぬ人間が館に入り込んできても、驚く素そ振ぶりもみせない。

「ねぇ、さっき、この館に人が来たと思うんだけど？」

　マイカがゆっくりとした口調で娘に質問した。

「いえ。存じません」

　娘が首を横に振る。

「んー、じゃあ、最近、この館に知らない人が出入りしていたなんて事は？」

「この館は、もともと人の出入りが多いところですから」

　まあ、財ざい閥ばつの中心人物でもある兵部卿の居きよ館かんなのだから、それも当然だ。

「困ったわね」

　マイカが眉まゆ根ねを寄せた。どうも要領を得ない。

「車はいつも何ど処こに入れているのですか？」

　サヨリが横から口を挟はさんだ。少し驚いてマイカはサヨリを見た。人の会話に割り込むなど、彼女にしては珍めずらしい事だ。

「それは、裏手の車庫に」

「見せて頂けませんか？」

「はい。ご案内いたします」

　精気のない声と態度で頷うなずいて、娘は歩き始めた。




　車庫は半分地下になっていた。館の中から直接入れるように通路が繋つながっている。

「おい、どうしたんだ、こんな時間に？」

　警けい備びの者だろう。車庫の入り口には紺こん色いろの制服を着た男が立っていた。

「はい。こちらの方々を車庫にご案内しようと思いまして」

　娘が淡たん々たんと答える。

「何だと」

　警備員が胡う乱ろんな目つきでコウ達を視みた。

「誰だ？　こんな時間に……」

　その言葉が途と中ちゆうで途切れる。同時に、お手伝いの娘が床ゆかに崩くずれ落ちた。マイカが犬神を警備員に憑つかせたのだ。

「さっき、車を使った人がいる？」

　マイカは、犬神を憑かせた警備員に尋たずねた。

「はい」

　警備員が素す直なおに頷く。

「その車を見せて貰もらえないかしら」

「はい。こちらへどうぞ」

　警備員は車庫に続く扉とびらを開けた。マイカが無言で扉の中へ入る。

「あ、ちょっと待って」

　コウは、床に倒れている娘を抱かかえ上げた。このままここへ放置しておくと、誰かに見み咎とがめられる危険がある。

「……う」

　抱え上げられた娘がうめいた。犬神に精気を抜かれたのだろう。少し顔色が悪い。だが、とりあえず命に別状はなさそうだ。

　サヨリが気き遣づかう色をみせた。

「重くはありませんか？　もし、大変なようでしたら私が代わりますが？」

　この発言をお手伝いの娘が聞いたら絶対に文句を言うだろう。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　コウは娘の名めい誉よのためにも首を横にふった。




　車庫の中には数台の車が整然と並ならんでいた。その中から適当な一台を選んで、座席にお手伝いの娘を寝ねかせる。一応、屋内だし、娘もそれなりに着込んでいるようだから、凍とう死しする事はあるまい。

「こちらです」

　警備員が一台の車を指し示した。マイカがコウを呼ぶ。

「コウ！」

「ん、ああ」

　コウは警備員が指し示す車を見た。

「……うん、この車だよ。見み覚おぼえがある」

　暗い路ろ地じだったが、間ま違ちがいない。車輪からはねた泥どろの形までコウの記き憶おくと一いつ致ちした。

「とりあえず、マナがこの館にいるのは間違いなさそうね」

　マイカが腕うでを組んで拳こぶしを口元に当てる。

「これに乗っていた人達はどこに？」

　サヨリが警備員に尋たずねる。

「二階の……客間にいらっしゃると思います」

「そこには、どうやっていくの？」

　マイカの質問に、警備員が道順を説明する。

「ありがと。じゃ、おやすみ」

　マイカの声と共に、警備員の身体からだが床に崩れ落ちた。




　二階への階段はすぐに見つかった。物音に気をつけながら、二階へと駆かけ上がる。

　何度か見回りに行き会ったが、どうにかやり過ごして、マイカ達は問題の部屋に向かった。複雑に組み合わさった廊ろう下かを足音を忍しのばせて走る。

「…………」

　マイカは、廊下の角に張り付くようにして、身み振ぶりで後に続くコウ達を制止した。警備員の話が本当なら、この角を曲がれば、マナが閉じこめられているという客間のはずである。

「呼吸音と心音があります」

　サヨリがマイカの耳に顔を寄せて囁ささやく。マイカは、廊下の壁かべに背をつけて手て鏡かがみを取り出した。光を反射しないように注意して廊下を映す。

　問題の部屋の前には、二人の屈くつ強きような男が立っていた。おそらく見張りだろう。マナが大事な人質であるというなら、当然の事だ。

　黙だまってマイカは後ろからやって来たコウに手鏡を渡した。マイカに倣ならって廊下をのぞき込んだコウが声をひそめて言う。

「二人か。どうする？」

　一匹ぴきの犬神で二人を同時に無力化する事はできない。時間差をつければ可か能のうだが、それでは残った一人に騒さわがれる危険がある。

「大丈夫」

　マイカは精神を共有しているミルに指し示じを与あたえた。それに応こたえ、隠おん形ぎようした犬神が風脈に乗って走る。

「……！」

　見張りの一人が身を震ふるわせた。犬神が憑ついたのだ。

「おい？」

　もう一人の男が訝いぶかしげな顔をする。犬神に憑かれた男は、物も言わずに相あい棒ぼうを殴なぐり倒たおした。そのまま、自分も床ゆかに崩くずれ落ちる。

「ほらね。要は使いようよ」

　マイカが床に倒れた男達を見て言った。




　客間の鍵かぎは男達の一人が持っていた。音を立てないように注意して扉とびらを開ける。

　内部は、ごく普ふ通つうの部屋だった。窓まど際ぎわに置かれた寝しん台だいの上にマナがぐったりと横たわっている。

　思わず上げそうになった叫さけびを抑おさえて、マイカはマナに駆かけ寄った。仰あお向むけに寝ねかされたマナの胸が、規則正しく上下している事を確かく認にんして安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　軽くマナの身体からだを揺ゆする。だが、彼女に目め醒ざめる気け配はいはない。どうやら、薬をかがされているようだ。

「さ、急ごう」

　コウが入り口を気にしながらマイカを急せかした。用が済すんだ以上、長居は無用である。

　その時。慌あわてたような足音がして一人の男が部屋の入り口に現れた。交こう替たいの見張り要員だろう。

「誰だれだ！　貴き様さまら……」

　男の言葉を最後まで待たず、サヨリが部屋にあった椅い子すを投げつけた。避よける間もなく、椅子の直ちよく撃げきを受けて男が廊下にのびる。

「今のうちに……」

　マイカが眠ねむっているマナを抱かかえ上げた。部屋の入り口に向けて走り出す。

「あ、待ってください」

　サヨリが入り口から飛び出そうとするマイカを制止した。その言葉にかぶさるようにして、複数の声と足音が廊下から聞こえてくる。物音を聞きつけて仲間が駆けつけてきたのだろう。

「……！」

　マナを抱えたまま方向転てん換かんして、マイカは部屋の窓に走り寄った。その勢いのまま、窓を蹴けり開ける。

「馬ば鹿か！　ここは二階だぞ!?」

　慌あわててコウが止めた。構わず、マナを抱えたまま、マイカが窓まど枠わくから身を躍おどらす。

　コウは窓に駆け寄った。驚おどろいた事に、マナを抱えたまま、マイカはきれいな着地を決めていた。どうやら、犬神を自分自身に憑つける事で常人を越こえる腕わん力りよくを発はつ揮きしたらしい。

「まだいるぞ！」

「逃にがすなっ」

　部屋の入り口から、怒ど声せいが響ひびいた。コウは思わず振り返る。手に手に物ぶつ騒そうな得え物ものを持った男達が部屋に雪な崩だれ込もうとしていた。

「どいてくださいっ」

　サヨリは、マナが寝かされていた寝台を力一いつ杯ぱい押おした。寝台ごと体当たりするように扉へ突とつ進しんする。突進を受けた扉が荒あら々あらしい音を立てて閉じる。寝台と扉に跳はね飛ばされた男達が、奇き妙みような呻うめき声をあげて部屋の外へ閉め出された。

「コウさん、早く！」

　サヨリがコウを急せかした。その声にかぶさるようにして扉が激しく叩たたかれ始めた。耳みみ障ざわりな音を立てて扉越ごしに刃やいばが突き出される。銃じゆう声せいが響いて扉の把とつ手てが弾はじけ飛んだ。

　もう迷まよっている場合ではない。コウは覚かく悟ごを決めて窓から飛び降りた。窓枠にぶらさがって出来るだけ距きよ離りを稼かせぎ、思い切って手を放す。

　コウは柔やわらかい芝しば土つちの上を転がった。とりあえず、どこも痛めたりはしなかったようだ。

　最後に残ったサヨリが、窓枠から身を躍らせた。同時に、室内から派は手でな破は砕さい音おんが響く。扉が破られたらしい。何やら叫さけびあう声が窓越しに聞こえる。

「いたぞ！」

「外へ回れ！」

　間かん一いつ髪ぱつで部屋から逃げ出したサヨリを追うように、窓枠から男が身を乗り出した。その手に短たん銃じゆうが鈍にぶい輝かがやきを放はなつ。

「っ！」

　顔を振り向けたサヨリの左目が光った。同時に、男が顔面を押さえて仰のけ反ぞる。測そつ距きよ儀ぎのレーザーで網もう膜まくを灼やかれたのだ。

「ミル！　マナに憑いて」

　マイカは、犬神をマナに憑けた。どことなく不自然な動作でマナが起たちあがる。

「走って！　早く！」

　マイカが前方に広がる森を指さした。とにかく木立に紛まぎれてしまえば後はどうにでもなる。マイカの声に応こたえてマナはぐにゃぐにゃと走り始めた。何やら気き色しよく悪い動作だが、この際そんな事はどうでもいい。

　彼等らは、前方に広がる森の中に駆かけ込んだ。




　　　　六




　森の中は薄うす暗ぐらかった。しかし、下生えはきれいに刈かり込んであるので、足を取られる心配はない。

「本当にこっちであってるのか？」

　コウが前方を走るマイカに向かって怒ど鳴なった。大おお雑ざつ把ぱな方向は間ま違ちがっていないと思うが、なにしろ個人の住宅としては破格の広さである。ちゃんと元来た道を戻もどっているのか今ひとつ確信が持てない。

「知らないわよ！　まっすぐ走れば、そのうち外へ出るでしょ」

　マイカが頼たよりない事を堂々と言う。

「静かに！　人の声がします」

　サヨリが鋭するどく囁ささやいた。マイカとコウが口をつぐむ。

「…………」

　木立を透すかして明かりが射さし込んでいた。前方に開けた空間がある。

「正門？」

　藪やぶに身を潜ひそめてコウがつぶやいた。どうやら、忍しのび込む時に使った通用口を見落としてしまったらしい。あるいは、そもそも最初から方向を間違っていたのかも知れない。

「どうする？　引き返すか？」

　コウは、やはり藪に隠かくれるようにして広場の様子を窺うかがうマイカに囁き声で尋たずねた。

「…………」

　マイカが眉まゆ根ねを寄せる。引き返す危険と、ここを正面突とつ破ぱする危険とを天てん秤びんにかける。

「いいわ。一か八か、強行突破しましょう」

　あっさりマイカは結論を出した。不確実な危険より、あらかじめ判わかっている危険を選んだのだ。

「どうやって？」

　その答えを予想していたコウが広場を見やりながら尋ねる。正門の脇わきには、警けい備び員の詰つめ所らしきものがあり、制服を着た守しゆ衛えいが立っていた。門もん扉ぴも見るからに頑がん丈じようそうである。そう簡かん単たんに突破はできないだろう。

「あれ」

　マイカがそう言って少し離はなれた所においてある装そう甲こう車しやを指さす。都と警けいが暴ぼう徒と鎮ちん圧あつなどに使っている物と同型のようだ。車体は灰かい緑りよく色しよくに塗ぬられ、窓には金かな網あみが入っている。

「あの車を奪うばって、門を突き破っちゃえばいいのよ」

「……念のために訊きいておくが、大型車の運転をした事はあるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　マイカが力強く頷うなずく。コウは、どういう意味で「大丈夫」なのか確かく認にんしたい衝しよう動どうに駆かられたが、あえて黙だまっておくことにした。どのみち、現状で選べる選せん択たく肢しはあまり多くない。覚かく悟ごを決めなければならないようだった。

　マイカとコウのやりとりを聞いていたサヨリが結ゆい上げた髪かみを解ほどいた。黒く染そめた髪がさらさらと音を立てて広がる。ミルが憑いたマナも心なしか緊きん張ちようした顔をした。マイカが幾き何か柄がらの手て拭ぬぐいを取りだして髪を押さえる。頭の後ろで手拭を結び、マイカはコウに目顔でうなずいた。

「……行くぞ」

　コウは意識を閃ひらめかせて魔ま法ほう円えんを喚よびだした。霊れい気きを高めるための呼吸法を始める。立て続けに印いんを切って月の邪じや霊れいの召しよう喚かん呪じゆの詠えい唱しように入った。

「きたれ、十字路を支配する者よ、汝なんじ、夜を旅する者、犬の遠とお吠ぼえを、流血を喜ぶ者よ……」

　魔術動作のステップを踏ふみ、魔術心しん象しようを呪じゆ文もんに重ね合わせる。

「……千の貌かおもつ月の庇ひ護ごのもと我われに従え」

　呪文が完成し、硫い黄おうくさい煙けむりと共に月の邪霊が実体化した。

　邪霊が金属的な雄お叫たけびを上げた。逞たくましい筋肉をうねらせて藪から跳とび出し、そのまま広場に躍り込む。正門を固めていた守衛が気け色しきばんだ。腰こしの短銃を引き抜く。

　乾かわいた銃声が響いた。火線が邪霊を捉とらえる。邪霊の身体からだを覆おおう剛ごう毛もうが千切れ飛び、血ち飛沫しぶきがあがる。それでも邪霊の突とつ進しんは止まらず、鈎かぎ爪づめを振ふりかざして守衛に襲おそいかかった。守衛が弾だん丸がんを撃うち尽つくした短銃を捨すてた。振り下ろされた鈎爪をかわし、腰に吊つった軍刀に手をかける。詰め所からも軍刀や短銃を持った男達が飛び出してきた。怒ど号ごうと咆ほう吼こうが入り交じる。

　その騒さわぎに乗じてマイカが茂しげみから飛び出した。コウ達もその後に続く。

　マイカ達に気付いた守衛が何事か叫んだ。「止まれ」とか「撃つぞ」とかいう言葉が切れ切れに聞こえる。構わず、四人は一気に広場を走り抜けようとした。

　いきなり閃せん光こうと熱気が奔はしった。炎ほのおが矢のように数条の線となり、先頭を走るマイカめがけて撃ち込まれる。

　とっさに身体を投げ出して炎の矢をかわし、マイカは地面に転がった。

「なに？」

　マイカは素す早ばやく視線を巡めぐらした。薄うす闇やみの中にひょろりとした人ひと影かげが立っている。黒っぽい法ほう衣いを頭からすっぽりと被かぶり、手には身の丈たけと同じ長さの杖つえを持っている。

「魔ま道どう士し？」

　コウが慌あわてて魔法円を喚びだした。攻こう撃げき魔術など遣つかえないが、はったりでもないよりはマシだ。

　いわゆる魔術士のうち、戦せん闘とうに特化した者達を魔道士と呼ぶ。魔術の技わざで道を極きわめる者、ぐらいの意味だ。当然、多くの攻撃魔術や呪じゆ殺さつ魔術を使いこなす。しかも、いざ殺し合いともなれば魔術の技だけでは不安があるから、それなりに武術の心得のある者も多い。危険な相手だ。

　魔道士の右手が空中に複雑な図形を描えがいた。足あし元もとに光り輝く魔法円が浮かび上がる。

「魔道士が前ぜん衛えいもなしに！」

　マイカが迷まよいを振り払はらうように飛び出した。見張りの男から奪うばった短刀の鞘さやを捨すてる。石いし畳だたみに当たって白木の鞘が乾かわいた音を立てた。

　魔術を遣う時には、どんなに法ほう珠じゆや高速呪文を駆く使ししても隙すきが生まれてしまう。魔術を遣うためには極度の精神集中が必要だからだ。その隙をつかれないように、魔道士が魔術を遣う時には前衛をたてる。だが、今、敵の魔道士は独ひとりだった。

　魔道士の法衣の下から何かが飛び出した。鳥だ。全体的な姿は鴉からすに似ている。しかし、その目は紅あかく輝き、脚あしは一本しかない。異い形ぎようの鳥は羽音を立ててマイカに襲いかかった。

　反射的にマイカは異形の鳥を斬きり払はらった。悲しげな声をあげて異形の鳥が地面に落ちる。その姿すがたがぼやけ、ただの紙切れになった。

「形かた代しろ？」

　切り裂さかれた紙切れを見てコウがつぶやいた。人や動物の形に切り抜いた紙切れを『形代』という。類るい似じした物は同じ性質を持つという『類似の法則』によって行われる魔術だ。敵に見立てて呪のろいをかけたり、あるいは逆に敵にかけられた呪いを移して封ふうじたり、といった使われ方をする。また、魔術の媒ばい介かいや使つかい魔まとして使われる事も多い。

　バサバサと羽音を立てて魔道士の法衣の下から鳥の群むれが出現した。鳥たちは、一いつ斉せいにマイカに向かって襲いかかった。嘴くちばしと爪つめで露ろ出しゆつした肌はだを狙ねらってくる。

　左ひだり腕うでで目を庇かばいながら、マイカは短刀を振るった。数羽の鳥が切り裂かれてただの紙切れに戻もどる。だが、すぐに新たな鳥がマイカの身体に群がった。これではきりがない。

「マイカさん！」

　サヨリがマイカを助けに行こうとした。だが、鳥の群に行く手を阻はばまれてしまう。異形の鳥は執しつ拗ようにサヨリの顔面を狙ねらった。複合センサーの左目はともかく右目は繊せん細さいな光学部品だ。それに、鴉程度の大きさとはいえ全力で体当たりを繰くり返かえされては進むに進めない。

「あんな物で……」

　コウは歯は噛がみをした。形代はどちらかというと初歩的な魔術であり、それによって生み出される使い魔も大した力は持たない。だが、その程度のものでも足止めとしてなら充分有効だ。捕ほ縛ばく結けつ界かいで一羽ずつ捕つかまえていては埒らちがあかないし、腕わん力りよくはあるが小回りの利きかない月の邪霊では敵に近づく前に目玉をつつき出されるのがオチだ。

　魔道士が新たな魔術動作に入った。いかに強力な魔道士でも、魔術を遣う前後には付け込む隙すきがあるはずだ。しかし、魔道士を護まもる鳥の群をどうにかしないと近づく事もできない。形代や式しき神がみを紙に返す、あるいは術者に送り返すという『式返し』という術もあるが、生あい憎にくとコウは遣った事がない。呪まじない士から譲ゆずり受けた帳面になら術式が書いてあるかもしれない、などと考えて、コウはふと思いついた。懐ふところから魔術道具屋で買った石を取り出す。……できれば、この手は使いたくなかったが仕方ない。

　コウは左手の小指を歯で噛かみ切った。そこから滴したたる血で石の表面に召しよう喚かんの五ご紡ぼう星せいを描えがく。

「いあ！　あとらく＝なくあ」

〝アトラク＝ナクアの仔こ〟の写生画と一いつ緒しよに書かれていた旧ふるい異教の祈いのりを捧ささげる。それに応こたえて、石の表面の蜘く蛛もがどくりと脈打った。

　何かがコウの精神を探った。おぞましい感かん触しよくに鳥とり肌はだが立つ。魂たましいが薄うすれていくような脱だつ力りよく感かんと共に、石に生命力が吸われていく。旧い神々との接せつ触しよくは精神に過度の負ふ担たんを強しいる。過去には、分をわきまえず〝門〟を開いてそのまま発はつ狂きようした者さえいる。

　ずるり、と黒い剛ごう毛もうに覆おおわれた脚あしが石から現れる。そのまま、人ほどの大きさがある蜘蛛が石から這はいだしてきた。〝アトラク＝ナクアの仔〟と呼ばれるモノである。

　南の島々で、化石になった蜘蛛が出土する事がある。それは〝アトラク＝ナクアの仔〟と呼ばれ、命と精神を分け与あたえる事で一時的に術者に従う使い魔となる。使えるのは一度きりで、与えられた生命力を使い切れば、そのまま塵ちりと化してしまうが、この場合はそれで充分だ。

　かりそめの生命を与えられた〝仔〟はぎちぎちと牙きばを鳴らした。頭に並ならんだ紅あかい単眼が不気味に光る。

「たたき落とせ！」

　コウは〝仔〟に命令を下した。その命令に応こたえて〝仔〟が跳ちよう躍やくした。鳥の群に飛び込むと、口から粘ねん糸しの束たばを吐はき出す。広がった粘糸は網あみとなって鳥の群を搦からめ捕とった。地面に落ちた異形の鳥が次々とただの紙切れに戻る。

「これならっ」

　鳥の群から解放されたマイカが魔道士に向かって走った。まだ残っていた鳥が彼女の行く手を阻はばもうとするが、あっさり切り裂さかれて紙に戻る。

　しかし、マイカが斬きり込むより先に魔道士の呪じゆ文もんが完成した。魔道士が人差し指を彼女に向かって突き出す。

「しまっ……」

　凄すさまじい魔力の集中を感じて、マイカが慌あわてて飛び退のいた。だが、その程度で逃げ切れる訳もない。魔術の焦しよう点てんがマイカに合う。

「こっちです！」

　サヨリが魔道士の注意を逸そらすために叫さけんだ。あえて魔道士に向かって一直線に走る。逃にげるマイカと向かってくるサヨリを見比べて、魔道士が逡しゆん巡じゆんする。結局、魔術を直ちよく撃げきさせる事は諦あきらめて、マイカとサヨリの中間地点に術の焦点を合わせた。

　魔道士が高らかに一声叫んだ。解放された呪文が焦点を結び、一瞬にして凄まじい熱気が発生する。魔力の焔ほのおと、それに続く爆ばく風ふうが、〝アトラク＝ナクアの仔〟とまだ残っていた異形の鳥を吹き飛ばした。

　コウは準じゆん備びしておいた魔術障しよう壁へきを巡めぐらせた。ありったけの増ぞう幅ふく呪じゆを乗せて、マイカとサヨリを庇かばう。炎と爆風が見えない壁に阻まれた。

「く……」

　コウは法ほう珠じゆに残った全すべての魔力を注ぎ込んで障壁を維い持じした。それでも障壁の弱い部分から熱気が漏もれてくる。もし、直ちよく撃げきだったら、とてもコウの障壁では防ぎきれなかったろう。

「行きますっ」

　まだ炎は収まっていなかったが、サヨリは障壁の内側から跳び出した。あの魔道士を倒たおすためには、魔術を遣つかった後の隙すきを突つくしかない。

　熱気の中を走るサヨリの髪が銀色に変わった。急激な運動による放熱と炎の熱で塗と料りようがはがれ落ちたのだ。魔道士が迎むかえ撃うつように杖つえを構える。

　一息に魔道士に肉にく薄はくしたサヨリは、疾しつ走そうの勢いをのせて、腕うで全体を叩たたきつけるように振り下ろした。魔道士が両手で杖を掲かかげてその腕を受け止める。そのまま、サヨリは振り下ろした腕を支点にして魔道士の頭上を跳び越えた。彼女の躰からだがふわりと一回転し、翻ひるがえった服の裾すそから形の良い脚あしがのぞく。

　魔道士の身体が沈しずむ。腰こしを落として半身を切りながら、杖を逆さか手てに突き込んだ。着地した瞬しゆん間かんで体勢の崩くずれていたサヨリの背中に、杖の先せん端たんが突き込まれる。鈍にぶく重い音がして、突き飛ばされたサヨリが地面に膝ひざをついた。

　魔道士が杖を振りかぶる。サヨリは、身を翻すようにして腰こしまで届く銀ぎん髪ぱつを振り回した。同時に、放ほう熱ねつ索さくに充じゆう填てんされた冷れい却きやく液えきの圧力を限界まで上げる。銀色の針と化した髪が魔道士の顔面を襲った。振り払おうとした魔道士の杖にサヨリの銀髪が絡からみつく。

　動きを封じられた魔道士に、炎が収まるのを待っていたマイカが斬りかかった。斬りつける刃が銀色の弧こを描く。魔道士が杖を捨すてて斬ざん撃げきをかわした。そのまま跳とび退すさって距きよ離りをとろうとする。逃にげる魔道士の太ふと腿ももを、追いすがるマイカの短刀が抉えぐった。動脈を切ったのか、紅あかい血が飛沫しぶきとなって飛び散る。脚を斬られた魔道士の身体がぐらりと揺ゆらいだ。

　返す刀で、マイカは魔道士の頭に短刀の柄えを叩き込んだ。鈍い音と共に魔道士の頭が横に弾はじける。そのまま、魔道士は地面に崩くずれ落ちた。

「サヨリ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　コウがサヨリに駆け寄った。サヨリはうなずいて立ち上がろうとしたが、躰からだに力が入らず地面に突つっ伏ぷしてしまう。打だ撃げきを受けた状じよう況きようから考えて、腰よう椎ついにヒビが入っている可能性がある。無理はさせられない。

　コウはサヨリの胴どうに腕を回した。サヨリの腕を自分の首に回し、肩かたを貸かして立たせる。

「……すみません」

　サヨリは、一瞬その腕を振ふり払はらおうとしたが、結局はコウにもたれかかってきた。予想以上に損そん傷しようが深刻なのだろう。

「今のうちに逃げ足を確保するわよ」

　帯おびに短刀をはさみこんでマイカが促うながした。正門の方ではまだ邪霊が大おお暴あばれしている。それでも守衛達は健けな気げに門を固めているようだったが、もとよりマイカ達の狙ねらいはそこではない。

　コウはうなずいた。サヨリを半なかば抱かかえるようにして装そう甲こう車しやに向かって走る。マイカがマナを庇かばってその後に続いた。

「そういえば、サヨリ、車の運転はできるか？」

　コウはそう言いながら運転席の扉とびらに手をかけた。マイカに運転を任まかせる事に限りない不安を感じる。コウは扉の把とつ手てを引いた。鍵かぎはかかっていない。その瞬間、扉が蹴けり飛ばされるように開いた。

「危ない!!」

　サヨリがコウを突き飛ばした。同時に運転席の内な部かから銀光が奔はしる。水平に突き出された軍刀の刃やいばが、サヨリの脇わき腹ばらを貫つらぬいた。

　突き飛ばされたコウが地面に腰こしをつく。その目の前でサヨリの上体が大きくのけぞった。運転席に潜ひそんでいた男が、サヨリの躰を蹴りつけて刃を引き抜く。力の抜けたサヨリの躰が地面に倒れた。

「このっ！」

　叫び声と共にマイカが男の懐ふところに飛び込んだ。運転席から飛び降りた男が軍刀を頭上に振りかぶる。振り下ろされた刃に、マイカは逆さか手てに握にぎった短刀を抜き合わせた。金属同士が噛かみ合う耳みみ障ざわりな音が響ひびく。マイカは、短刀を握った拳こぶしを頭に押しつけて腕を支え、刀身に角度をつけて相手の力を受け流した。力あまった男の体が大きく前に流れる。

　マイカは、身体ごとぶつかるようにして肘ひじを相手の脇わきの下に突き込んだ。骨の砕くだける音が響く。弾はじき飛ばされた男の身体が地面に転がった。気絶したのか、そのままぴくりとも動かない。

「おい！　サヨリ！」

　我に返ったコウは、膝ひざをついてサヨリを抱だき起こした。抱え上げられたサヨリの顔がのけぞり、豊かな銀ぎん髪ぱつが地面に広がる。

　コウはサヨリの躰を軽く揺ゆさぶった。力の抜けたサヨリの首が不自然に揺れる。それは、何か、不吉な胸むな騒さわぎをおぼえさせる動きだった。

「急いで！　気持ちはわかるけど、とにかく今は逃げるのが先よ」

　運転席に乗り込んだマイカがコウを急せかした。館やかたの方からざわめきが近づいて来る。かなりの人数が立てる足音や呼び交わす声のようだ。確かに、ここで捕つかまっては元も子もない。

「……くそ」

　サヨリの事は気になったが、今はどうしようもない。コウはサヨリを抱え上げて装そう甲こう車しやの後部座席に向かった。




　装甲車の駆く動どう鍵かぎはささったままだった。

「よし！」

　何な故ぜか嬉うれしそうにマイカが手を揉もみ合わせた。鍵を回して発動機を始動させる。

「…………」

　マナが黙だまって後部座席に乗り込む。何となく不安そうな表か情おをしているのは気のせいだろうか。

「本っ当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

　サヨリを抱きかかえたコウがマナに続いて乗り込んだ。覚かく悟ごは決めたはずだが、不吉な予感が抑おさえきれない。

「まかせなさい」

　根こん拠きよのない自信をみなぎらせてマイカが答えた。舵ハン輪ドルを両手で握にぎる。それから、彼女は実に思い切りよく、車を発進させた。
















　首が引っこ抜けるかという程の急加速で装甲車が走り出した。そのまま、一気に正門に突っ込む。何人か門の付近にいた者をひっかけたようだったが、そんな事に構っている余よ裕ゆうはなかった。

「ば、ばか！　もう少しゆっくり……」

　コウが舌を噛かまないように注意しながら叫さけんだ。装甲車の突とつ進しんを受けて、派は手でな音と共に門もん扉ぴが吹ふっ飛とぶ。門の残ざん骸がいを乗り越えて、装甲車は兵ひよう部ぶ卿きよう邸ていから飛び出した。車体が大きく跳はねて、コウは天てん井じように頭をぶつけた。

　マイカが無む造ぞう作さに舵輪を切った。急制動をかけられて、車輪が軋きしみを上げる。道路脇の樹きをなぎ倒たおし、装甲車が進行方向を変えた。慣かん性せいで後部座席の三人がもつれ合って車内を転がる。

「もういい、止とめろっ！」

　コウがどうにか身体を起こして喚わめいた。兵部卿邸を脱だつ出しゆつするという目的はすでに果たした。これ以上、自分と他人の生命を危険にさらす訳にはいかない。

「まだよっ」

　マイカがコウの声を無視して車の速度を上げた。小高い丘おかの上にある兵部卿邸から、一息に城下に走り込む。制動器と車輪と人間の悲鳴が人ひと気けのない街に響ひびいた。

　一行が無事に財ざい務む卿きよう家に辿たどり着いたのは奇き跡せきに近い。二度とマイカの運転する乗り物には乗るまい。コウはそう固く誓ちかった。
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　コウ達は、マナを送り届けると、早々に財務卿家を後にした。マイカが財務卿宅への長居を嫌いやがったというのもあるが、何よりサヨリの事が気になったからだ。彼女は、兵部卿邸を脱出してから、一言も喋しやべらずにぐったりとしている。

　装甲車の始末は財務卿にお願いした。一応、盗とう品ひんであるから、対応を間ま違ちがえると思わぬ厄やつ介かいの元になる。財務卿は意味深長な笑みをうかべて「きちんと返しておく」と請うけ合あった。彼の笑みが何を意味するのか、少し気になったが、多分、それは聞かない方が良い部類の事なのだろう。

　財務卿が出してくれた車でコウ達は『夕ゆう凪なぎ』へと戻もどった。『夕凪』へ戻るとすぐに、店内にサヨリを運び込む。本当ならば、すぐにでも工こう房ぼうで修理にかかりたい所だが、急な事で場所が空あいていないのだから仕方がない。作業台代わりに卓子つくえを二つ並ならべ、その上にサヨリを仰あお向むけに寝ねかせる。

　サヨリは、右目の瞼まぶたを軽く伏ふせ、一見するとまるで眠ねむっているようだった。しかし、その躰からだには至いたる所に細かい切り傷や焦こげ痕あとがあり、腹部には内部が見えるほどの傷が開いている。傷口の周辺には、ほつれた人工筋肉の繊せん維いが、ふわふわとした塊かたまりになってはみ出していた。角度や深さから考えて、中ちゆう枢すうにまで傷が達している可能性もある。

　コウは魔ま法ほう円えんを喚よび出すと、走そう査さの術を走らせた。魔法円の図形から情報を読みとり、顔をしかめる。サヨリの躰は、目に見える以上の損そん傷しようを受けていた。無理な機動を繰くり返かえしたため、全身の筋肉は筋きん断だん裂れつを起こし、蓄ちく積せきされた負ふ荷かは骨格にまで歪ゆがみを生じさせている。

「ねぇ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　マイカが不安そうな声を出す。コウは、サヨリの首の後ろから導線を引き出した。検査用の水すい晶しよう板ばんを取り出し、接続する。表示された情報は、サヨリの活動が完全に停てい止ししている事を示していた。

　自動人形も死ぬことがある。元々、有機的な意味では、自動人形は生命活動をしていないから、生物的な『死』とは無む縁えんである。しかし、比ひ喩ゆ的な意味では、例たとえば記き憶おくや思考を司つかさどる霊りよう子し脳のうが破は壊かいされれば、それは死と見なされる。

「サヨリ……」

　不意にサヨリの顔に雫しずくが落ちた。驚おどろいて自分の顔に手をやったコウはその雫が自分のこぼした涙なみだだと気づく。

　その時、サヨリの睫まつ毛げが微かすかに震ふるえた。驚いて水晶板を見ると、サヨリの躰に出力が戻っていた。

　まさか、奇き跡せき？

　そんな事をふと思い浮うかべて、コウは慌あわてて頭を左右に振った。涙が起こした奇跡なんてものは、美しい乙おと女めにこそ似合うもので、冷れい徹てつな錬れん金きん術じゆつ士しには似つかわしくない。

　サヨリがゆっくりと瞼を開いた。不思議そうに目の前にあるコウの顔を見る。

「コウ、さん？　それにマイカさんも。……どうかしたんですか？」

　コウは慌てて涙を拭ぬぐった。

「気にするな。ゴミが目に入っただけだ」

「そうですか」

　サヨリは微かすかにうなずいた。その動きがぎこちない。損傷はかなり深刻なようだ。

「どうしたんだ？　さっきまで擬ぎ体たいの出力が全くなかったぞ？」

「あ、はい」

　サヨリがひどく大たい儀ぎそうに喋しやべった。

「実は、動どう力りよく炉ろが緊きん急きゆう停てい止ししてしまいまして……」

「何だって？」

　コウは思わず訊きき返した。動力炉は、自動人形のいわば心しん臓ぞうである。

「それで、よく動けるな。再始動したのか？」

　コウは思いついた可能性を訊いてみた。動力炉が停止しても、筋肉や内臓にはわずかながら霊力が蓄たくわえられているから、それを使って再始動手順を試こころみる事はできる。

「いえ、今も停止したままです」

　コウは慌てて水晶板に表示された情報を読みとった。……確かに、動力炉は停止したままだ。

「炉ろ殻かくに損傷がありますので、再始動は断念しました。その直後から、回路を自閉して情報保持を行っています」

「馬ば鹿かっ！　だったらそのまま眠ねむってろ。無む駄だにエネルギーを使うと、本当に死ぬぞ」

「はい。ですが、コウさんが泣ないていらっしゃるようでしたので」

「！」

　コウの顔に朱しゆが差した。

「自閉状態でも左目は見えていたんです。回路が独立していますし、補助動力がありますから」

　そう言えば、レーザー発はつ振しん器きのために、補助のエネルギー漕そうを組み込んだのはコウ自身だった。

「思い出しましたか？　その余よ剰じよう出しゆつ力りよくのおかげで、こうして喋る事もできます」

「…………」

「私のために泣いてくださったんですよね？」

「……うるさい。黙だまって寝てろ」

「はい」

　サヨリは微かに微ほほ笑えみを浮かべると再び瞼まぶたを閉じた。




　兵ひよう部ぶ卿きようは、年が明けるのを待たずに辞じ任にんした。突とつ然ぜんの辞任に、様々な憶おく測そくが乱れ飛んだが、わずかなりとも真相を言い当てているものは皆かい無むだった。執しつ政せい府ふ内部での政せい闘とうと港こう湾わん地区での火か災さい、そして年の暮れに城下を暴走していった装そう甲こう車しやを結びつけるなど誰だれも思いつかなかったのだろう。

　コウ達の犯おかした様々な違い法ほう行こう為いは、結局のところ不問になった。今や最大の政敵を屠ほふり、さらにその勢力を拡大した財務卿が裏で色々と手を回してくれたおかげである。やはり権力というものは偉い大だいだ。







　終章　『風のとまる場所』
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　マイカは寒風に吹ふかれながら船着き場に立っていた。彼女はたっぷりとした外がい套とうを着ていたが、それでも遮さえぎる物なく吹きつける風は防ぎきれず、襟えりを掻かき合わせて寒さに耐たえた。

　ポンポンという発動機の音を立てて乗合船が船着き場に近づいてくる。海に近い地区では、水路が複雑に入り組んでいる事もあり、乗合船が住民の重要な足となっていた。

　マイカは船着き場にいる人々に注意深く視線を向けた。怪あやしい素そ振ぶりを見せる者はいない。……少なくとも彼女にはそう見えた。

　乗合船が船着き場に着くと、マイカは揺ゆれる足あし元もとに注意して船に乗り込んだ。まだ年明け三日目という事もあり、乗合船に人ひと影かげはまばらだった。

　マイカは船に乗ると、あらかじめ指し示じされていた通りに船首へと回った。そこに、見み覚おぼえのある人影を認みとめる。

「久しぶり。……というほどでもないか」

　その人影はマイカに向かって片手を上げた。財ざい務む卿きようである。

「何でこんなに回りくどい事したのよ。どこぞの諜ちよう報ほう員いんじゃあるまいし」

　マイカは風に乱される髪かみを手で押さえながら言った。財務卿は、わざわざ使者を立てて手紙を寄よ越こし、今日のこの船を指定してきたのだ。

「いや、一度こういうのをやってみたくてね」

「…………」

「それに、姉ねえさんが住み込んでいる居い酒ざか屋やに、私が出向く訳にもいかないだろう」

「当たり前よ」

　財務卿がぞろぞろと護ご衛えいやら側そつ近きんやらを引き連れて『夕ゆう凪なぎ』にやってくる様を想像する。……冗じよう談だんじゃない。

「そう言えば、護衛の人は？」

「居る。とりあえず、声が届かない距きよ離りに離はなれて貰もらっているがね」

　マイカは頷うなずいた。政府要人として当然の事だ。

「で？　何の用？」

「マナの父親として礼を言いたかった。あの夜は慌あわただしくて、ロクに話も出来なかったからな。……本当にありがとう」

　財務卿が深々と頭を下げる。

「やめてよ。気き色しよく悪い」

「そう言うな。何事も形からだ」

　財務卿が薄うすく微わ笑らった。

「用はそれだけ？」

「いや。もう一つある」

　そう言って、財務卿は一枚の紙切れを差し出した。

「何よ、これ」

　紙切れには、簡かん単たんな地図と、住所らしきものが書かれていた。

「親父おやじの墓はかだ」

「…………」

　マイカは紙を折おり畳たたんで懐ふところに仕し舞まった。

「次の船着き場から、歩いてすぐの場所だ」

「ずいぶん用意周しゆう到とうね」

「もちろん。そのために、こんな回りくどい事をしたのだから」

　マイカが少し怒おこったように財務卿の顔を睨にらみ付けた。構わず、財務卿は言葉を続ける。

「行く行かないは姉ねえさんの自由だ」

「……ここまでしておいて良く言うわ」

「違ちがいない」

　姉と弟は、本当に久しぶりに、顔を見合わせて笑いあった。




　その霊れい園えんは、小高い丘おかの上にあった。

　だらだらとした坂道を登りきり、霊園の門の前に立つ。しばし躊躇ためらった末、マイカは思い切るように霊園に足を踏ふみ入れた。

　玉たま砂じや利りを踏みしめて霊園内を歩く。明るい陽光の下、霊園には不思議とひんやりとした空気が流れていた。静せい謐ひつの中を、マイカが玉砂利を踏む音だけが響ひびく。

　財務卿に渡された地図を頼たよりに、マイカは父親の墓を探さがした。似たような墓石が並ならぶ中を、ゆっくりと、一つひとつ墓石を確かく認にんするように歩いていく。

　目的の墓は意外に簡単に見つかった。まだ新しい墓石が、暖あたたかい陽ひ射ざしを浴びてたたずんでいた。

　マイカは丘の麓ふもとで買ってきた蝋ろう燭そくに火を点ともした。蝋燭から、束たばになった線せん香こうに火を移す。燃もえ上がる炎ほのおを線香の束を振って消した。白い煙けむりが立ち上のぼり、香こうの匂においがあたりに漂ただよう。

　マイカは線香の束を墓ぼ前ぜんに置いた。墓石に無言で手を合わせる。

　花ぐらい持ってくれば良かったな、とマイカはちらと考えた。しかし、まあ、そのぐらいは大目に見て貰もらおう。

「じゃあね、父さん。……また来るから」

　墓石に向かってそう語りかけると、マイカは踵きびすを返して霊園を後にした。




　　　　二




　マイカは『夕凪』の入り口を開けた。開店準じゆん備びをしていたサヨリが「おかえりなさい」と相変わらず抑よく揚ように乏とぼしい声で言う。その両眼の瞳ひとみはお揃そろいの紅あかだ。以前の金きん属ぞく地むきだしのセンサーと違い、包帯で片目を隠かくす必要もない。

　コウは、事じ件けんが一段落してから、突とつ貫かん作業でサヨリの修復を行なった。もっとも、サヨリの元の躰からだで使われている部品は、霊りよう子し脳のうと伝達系の一部、あとは顔の皮ひ膚ふぐらいのものだから、修復というより新しい擬ぎ体たいへの移い植しよくと言った方が正確かもしれない。

　サヨリの新しい擬体は、港で手に入れた例の魔ま術じゆつ歩ほ兵へいである。そのまま使うと、色々と障さわりがあるので、コウは擬体を一度分解して注意深く製造番号や識しき別べつ機きを外はずした。さらに、軽量化のために内ない装そう装そう甲こうや強化骨格の一部も除じよ装そうしてある。だが、それでもサヨリの体重は以前の五割増しになってしまった。新しい擬体の筋肉繊せん維いや骨格の密度が高いのだから仕方がない。もちろん、だからと言って客の足を踏ふみ砕くだくほどではないのだが、サヨリ本人はそのことを不満に思っているらしい。

　軍事用の擬体だけあって、サヨリは以前にもまして力持ちになった。動どう力りよく炉ろの出力や人工筋肉の収縮効こう率りつが比くらべ物にならないほど高いからだ。おかげで、しばらくの間は、サヨリが湯飲みを握にぎりつぶしたり、ホウキをへし折ったりといった事件が起こった。もっとも、今では、ようやく力の制せい御ぎよをおぼえてきたのか、そういった事も少なくなってきている。

「今日も寒いな」

　コウが身を震ふるわせて裏口から入ってきた。ぼさぼさ頭を手て拭ぬぐいで押おさえ、防水の前まえ掛かけを着けている。水仕事をしていたため、その両手が紅い。「そうね」と答えてマイカは裏口からのぞく青空を見上げた。今日は『夕凪』の仕事始めだ。天気に恵まれたのは幸いだった。

　調理場に入ったコウは、焜こん炉ろにかけてあった鍋なべの蓋ふたを取った。白い湯ゆ気げと共に、甘あまい香かおりが立ち上る。コウは、鍋の中身を杓しやく子しで掬すくい、湯飲みにあけた。

「ほら」

　飯はん台だいの上に湯飲みを置く。マイカは湯飲みを取り上げた。立ちのぼる湯気を味わうように吸い込む。

「甘あま酒ざけ？」

「そ。店長の特製」

『夕凪』の老主人が造る甘酒は、砂さ糖とうを入れず、米こめ糀こうじと餅もち米ごめだけを使う。マイカは湯飲みをすすった。透すき通るような甘さと温あたたかさが腹の中に染しみ渡わたる。

「おいしい。……今度、作り方教えてもらお」

　そう独ひとり言ごちて、ふと思いついたように訊きく。

「そういえば、店長は？」

　年末に働きすぎたと言って、老主人は正月を一日中寝ねて過ごした。……実際に年と齢しなんだろうと思う。そろそろ立ち仕事がきついのではないだろうか。

「寝てる」

　コウが老主人の部屋の方を指さして言った。「しょうがないわね」と言ってマイカは笑みを漏もらした。

　自分はこの場所で必要とされている。その事実にマイカは不思議な満足感を覚おぼえていた。もちろん、いつまでもこうしていられる訳ではない。それは、確定された未来である。

　だが。だからと言って過ぎる日々を嘆なげいても始まらない。いつか、この暮らしの全すべてが思い出になるとしても、やはり、この場所は、マイカの辿たどり着いた『家』だった。







　あとがき







　はじめまして。渡辺まさきと申もうします。以い後ごお見知りおきを。

　私のデビュー作『夕ゆうなぎの街まち　十じゆう八はち番ばん街がいの迷まよい猫ねこ』を手にとっていただき、まことにありがとうございます。

　読んでくださった方へ。いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたなら幸さいわいです。

　とりあえずあとがきから読んでいる方。メインは物語です。ぜひ本文も読んでくださいませ。

　立ち読みしているそこの君。……お願いします。功く徳どくを積つむと思って買ってやってください。




　さて。ちょっとした裏話をしたいと思います。こういうあとがきでは定てい番ばんですよね？

　唐とう突とつですが。私はＲＰＧを趣しゆ味みにしていました。中でもファンタジー物が好きで、学生の頃ころは毎週のようにコンベンションへ出かけてはダイスを振ふっていたものです。

　ところが。ファンタジーＲＰＧをプレイしていてどうしても気になる事がありました。曰いわく、「現代日本人の常じよう識しきではそうだけど、ファンタジー世界は中世ヨーロッパが舞ぶ台たいなのだから、キャラクター達の考えは違うんだ」という理り屈くつです。

　そもそも中世ヨーロッパだろうが石せつ器き時じ代だいだろうが同じ人間なのだから考え方がそんなに違うはずはない、と思うのですが。……まあ、それは置いておいて。既き存そんのファンタジー世界に日本人の常識が通用しないのなら、日本人向けの世界観を創つくればよいのでは、と私は考えました。

　そういった設せつ計けい思し想そうに基もとづき、創りあげたのが十八番街を始めとする世界観です。気き候こうは温おん暖だん湿しつ潤じゆん、人々は温おん厚こうで治ち安あんが良く、お茶ちや碗わんとお箸はしでご飯を食べるというファンタジー世界です。

『王都』をデザインするにあたり、明治初期の東京市を参考にしました。ただし、時代背景については、封ほう建けん国家から絶対王政の中央集権国家、さらに立りつ憲けん君くん主しゆ制せいへ、という日本が経験していない流れを設定しています。




　ついでに。いくつか作中で使った言葉の説明をさせていただきます。

『月の寵ちよう臣しん』とは「どろぼう」を指す隠いん語ごです。もっと正確に言うなら「夜や盗とう」ですね。

『月の形をした弦げん楽がつ器き』とは「月げつ琴きん」の事です。辞典によると、大正年間ぐらいまでは一般家庭に普ふ通つうにあったりしたらしいです。……私は一度も見たことないのですけど。

『牛ぎゆう刀とう』とは普通の洋よう包ぼう丁ちようのような形をした包丁の事です。辞書を引くと「牛を切り裂さくための大きな刀」などと書かれていますが、作中で使われているのはそんな大おお袈げ裟さな物ではありません。刃が薄うすいぶん軽いので、女の子が扱あつかうならこちらの方が良いだろうと判断しました。




　あと。気づいた方も多いかと思いますが、キャラクター達の名前は全すべて魚介類になっています。漢字で書くと甲コウ（烏い賊か）・針魚サヨリ・真マ烏イ賊カ・真マ魚ナ・海ミ松ル（貝）です。最初は、良い名前が思いつくまでの仮の名前だったのですが、書いているうちに、なんとなくなじんでしまって（笑）。そういった訳わけで、キャラクターの名前に特に深い意味はないです。




　それから。ちょっとした言い訳です。

　作中でいくつか細かい嘘うそをついています。特に魔ま術じゆつ関係の記き述じゆつに多いですよね。それらは、物語や描びよう写しやの都つ合ごうのために、わかっていてついた嘘です。ですので、この作品のオリジナル設定という事で納なつ得とくしてください。




　最後に。お礼です。

　そもそものきっかけを与えてくださった編集の松岡さん。私の拙つたない作品を拾ひろっていただき本当にありがとうございます。また、この業界に関して無知だったとはいえ、色々とご迷めい惑わくをかけた事をお詫わびいたします。

　美び麗れいなイラストを描いてくださった山田さん。私のいい加減な描写にもかかわらず、魅み力りよく的てきな画えを添そえていただけた事に心から御礼申し上げます。

　この本を作るにあたって力を貸してくださった皆さん。本というものが作者一人で作る物ではないとつくづく痛つう感かんいたしました。皆さんのお力がなければ、この本が形になる事はなかったでしょう。その全ての労力に対して感謝したいと思います。

　様々なアイデアを与えてくれた歌たち。なかでも、谷山浩子さんと岩男潤子さんの歌からは『月と海と猫』『こわれかけた人形』『冬の十八番街』という重要なイメージをいただきました。




　そして。何よりこの本を手にとってくれたあなたへ。本当にありがとうございます。末すえ永ながいおつきあいになる事を切せつに希望します。







　解　説





富士見ファンタジア文庫編集部






　どこか懐なつかしい日本を感じさせる異い世せ界かい。ここには王都と呼よばれる都会もあり、その周辺には、人々が雑ざつ多たに生活する、いわゆる城じよう下か町まちもあります。この物語の舞ぶ台たいである居い酒ざか屋や「夕ゆう凪なぎ」は、そんな下町にある小さな店です。

　この居酒屋「夕凪」には、いろんな事情をかかえた人たちが集まります。居酒屋で働いていながら、実は錬れん金きん術じゆつ士しを目め指ざしているコウ、心を持つ自動人形サヨリ、そしてとある事情からいろいろな街をさすらい、この店に身を寄よせることになるマイカ。

　物語は、マイカが「夕凪」のある十八番街に迷まよい込むところからはじまります。




　この作品は、第13回ファンタジア長編小説大賞に応おう募ぼされ、厳げん正せいなる審しん査さの結果、最終選考まで残った作品です。

　残念ながら本作は、最終選考段階での受賞は逃のがしましたが、実は独特の「雰ふん囲い気き」という意味では他の受賞作に負けない魅み力りよくを放はなっており、編集部での選考段階では人気の高かった作品でした。

　ただ少し、物語の構成や、キャラクターの掘り下げに物足りなさがあり、受賞には至いたりませんでした。ほんのちょっとの作りの甘さが、即そく減点につながる、大だい激げき戦せんだったのです。

　今回の出版にあたり、担たん当とう者が「しめた！」と思ったことは、逆に受賞を逃のがしたことで、この作品を、あわてて出版せずに、じっくり熟じゆく成せいさせることができる、という部分でした。

　著ちよ者しやの渡辺まさきと打ち合わせを重ねる中で、もっとも大事にしたのは、選考段階でもっとも評ひよう価かされた「この居酒屋の、独特のまったりした雰囲気がいいねぇ……」という部分でした。そしてマイカたちキャラクターの魅力を最大限に引き出すこと。




　その熟成具合については、本編をお読みになった皆さんには、もうおわかりですよね？




　著者の渡辺まさきは、もともと食品を扱あつかう関係の業界にいたというユニークな経けい歴れきの持ち主です。なるほど調理場のリアリティや、美お味いしそうな食べ物の表現は、見てきた者の強みかもしれません。「夕凪」の描びよう写しやに説せつ得とく力りよくがあるのもうなずけます。

　ただ、彼の才能はそれだけではありません。人と人との「間」、叙じよ情じよう的てきな日常の表現、そして選考で問題となった、キャラクターの魅力を最大限に引き出すための表現力は、作品をさらに練ねり込むことで、非常に洗せん練れんされたものとなっています。

　編集部は、渡辺まさきが今後もクオリティの高い作品を確実に生みだしていってくれる作家であると、判断しました。よって、ファンタジア長編小説大賞での受賞は逃したものの、ここに晴れてデビューということになったのです。




　今日も居酒屋「夕凪」ではマイカが調理場を仕切り、サヨリが給きゆう仕じをし、コウが魚のアラで汚よごれた樽たるを洗っていることでしょう。そして様々なお客さんたちが、晩ばんご飯を食べたり一杯やったりするために来店しているかもしれませんね。




　この物語はまだまだ続きます。




　どうです？　あなたもこの「十八番街」に迷い込んでみたいと思いませんか？




　もっともっと、この「渡辺まさき」の作品を読んでみたいと思いませんか？




　さてここで、解説お約束の締しめの言葉です。

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、友達に勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！
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